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第１章 調査概要 

１．調査目的 

労働者の仕事と介護の両立の状況、仕事と介護の両立に関する制度等の認知・利用状況、介護

離職の現状・課題、仕事と介護の両立支援制度へのニーズや課題等を把握し、更なる方策等の検

討に役立てることを目的として調査を実施する。 

２．調査対象 

①正規労働者 
・期間を定めずに雇われている

労働者。いわゆる正社員。 

・現在、「手助・介

護」を行っている

人 

・現在 20～60 代 

 

※2018 年４月以降

に離職した人は含

まない 

・被介護者には高齢者のほ

か、障がい児・者なども

含まれる。 

年齢に限らず、常時介護

を必要とする状態にあて

はまる場合を対象とする 

 

※以下は対象から除く（①

～③は現在、④は離職

時） 

・業種：公務員 

・就業形態：「自営、フリ

ーランス、日々雇われて

いる者」「その他」 

②無期契約労働者 

・期間を定めずに雇われている

労働者のうち、いわゆる正社

員を除く労働者。契約社員、

パート、アルバイト等の呼称

を問わない。 

③有期契約労働者 

・期間を定めて雇用契約を結ぶ

直接雇用の労働者。契約社

員、パート、アルバイト等の

呼称を問わない。 

④離職者 

・「手助・介護」を理由に離職した時点で、「手助・介

護」を行っていた人 

・現在の「手助・介護」の有無、就業の有無は問わない 

・特に断りが無い限り、「④離職者」は、家族の「手助・

介護」を理由に辞めた時点のことを把握する 

・2018 年４月以降に離職した人を対象とする 

・「手助・介護」で離職した時点に 20～60 代 

３．本調査で用いる「手助・介護」の定義 

日常生活における入浴・着替え・トイレ・移動・食事などの際に何らかの手助けをすること。なお、

具体的には、排せつや入浴等の「身体介助」、施設や遠距離での「介護」に加え、定期的な声掛け

（見守り）、食事の支度や掃除、洗濯などの家事、ちょっとした買い物やゴミ出し、通院の送迎や外

出の手助け、入退院の手続きや金銭の管理等の手助けも含むこととする。 

 

４．調査方法 

WEB 上でのモニター調査。 

 

５．調査期間 

2021年 12月 17 日～12月 20日 
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６．回収数 

 回収目標 回収数 

①正規労働者 1,700 1,755 

②無期契約労働者 400 437 

③有期契約労働者 400 421 

④離職者 1,500 945 

 

７．スクリーニング項目 

 ①正規労働者 ②無期契約労働者 ③有期契約労働者 ④離職者 

SQ1. 2018 年４月以降

（約３年以内）に、

家族の「手助・介護」

のために仕事を辞

めたことはあるか 

2.2018 年３月以前（約３年以上前）に、家族の「手助・介護」

のために仕事を辞めたことがある 

3.家族の「手助・介護」のために仕事を辞めたことはない 

1.2018 年４月以降

（約３年以内）

に、家族の「手助・

介護」のために仕

事を辞めたこと

がある 

SQ2．現在、家族の「手

助・介護」を行って

いるか 

1.行っている  

SQ3．あなたは公務員

か 

2.公務員ではない 

SQ4．あなたの就業形

態 

 

※「④離職者」のみ、

直近の離職当時の

就業形態 

※現在 

1.正社員 

※現在 

2.非正社員（無期契

約：フルタイム） 

3.非正社員（無期契

約：パート） 

※現在 

4.非正社員（有期契

約：フルタイム） 

5.非正社員（有期契

約：パート） 

※直近の離職時 

1.正社員 

2.非正社員（無期契

約：フルタイム） 

3.非正社員（無期契

約：パート） 

4.非正社員（有期契

約：フルタイム） 

5.非正社員（有期契

約：パート） 

【④離職者のみ】 

SQ5．あなたの現在の

就業形態 

 1.正社員  

2.非正社員（無期契

約：フルタイム） 

3.非正社員（無期契

約：パート） 

4.非正社員（有期契

約：フルタイム） 

5.非正社員（有期契

約：パート） 

8.就業していない 

SQ7①．あなたの年齢 20 歳以上 69 歳以下 

８．有識者ヒアリング 

調査票の作成、集計分析の方法等について、有識者２名程度に意見をうかがい、調査項目、

比較・分析結果に反映した。 
有識者（敬称略） １回目 ２回目 

佐藤 博樹 
中央大学大学院 経営戦略研究科 教授 9/17 2/4 

池田 心豪 
独立行政法人労働政策研究・研修機構 働き方と雇用環境部門 主任研究員 9/30 2/7 
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第２章 集計結果 

１．基本属性等 

※「１．基本属性等」は、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働者」「離職者」を対象と

した設問。 

※離職者は断りが無い限り、「手助・介護」を理由に離職した当時の状況。 

（１）回答者の年齢 

回答者の年齢をみると、「正規労働者」では、「50代」が 34.0％で最も割合が高く、次いで「40

代」が 23.9％となっている。「無期契約労働者」では、「50代」が 35.9％で最も割合が高く、次い

で「60 代」が 22.7％となっている。「有期契約労働者」では、「60 代」が 37.3％で最も割合が高

く、次いで「50代」が 27.6％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、「正規労働者」は「20代」が 18.1％、「30代」

が 29.9％、「無期契約労働者」は「50代」が 37.6％、「有期契約労働者」は「60代」が 30.6％と

なっている。 

図表 1 回答者の年齢:単数回答（SQ7_1） 

 

図表 2 【離職者】離職時の就業形態別 回答者の年齢:単数回答（SQ7_1） 

    SQ7_1 年齢 

  合計 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

全体 945 137 235 231 218 124 

100.0 14.5 24.9 24.4 23.1 13.1 

正規労働者 596 108 178 157 106 47 

100.0 18.1 29.9 26.3 17.8 7.9 

無期契約労働者 205 19 36 40 77 33 

100.0 9.3 17.6 19.5 37.6 16.1 

有期契約労働者 144 10 21 34 35 44 

100.0 6.9 14.6 23.6 24.3 30.6 
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（２）回答者の性別 

回答者の性別をみると、「正規労働者」では、「男性」が 70.3％、「女性」が 29.7％となってい

る。「無期契約労働者」では、「女性」が 72.8％、「男性」が 27.2％となっている。「有期契約労働

者」では、「女性」が 64.8％、「男性」が 35.2％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、「正規労働者」は「男性」が 65.1％、「無期契

約労働者」「有期契約労働者」は「女性」がそれぞれ 74.1％、66.0％となっている。 

図表 3 回答者の性別:単数回答（SQ10） 

 

図表 4 【離職者】離職時の就業形態別 回答者の性別:単数回答（SQ10） 

    SQ10.性別   

  合計 男性 女性 

全体 945 490 455 

100.0 51.9 48.1 

正規労働者 596 388 208 

100.0 65.1 34.9 

無期契約労働者 205 53 152 

100.0 25.9 74.1 

有期契約労働者 144 49 95 

100.0 34.0 66.0 
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正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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（３）就業形態 

無期契約労働者、有期契約労働者、離職者の就業形態をみると、「無期契約労働者」は、「非正

社員（無期契約：パート）」が 73.0％、「非正社員（無期契約：フルタイム）」が 27.0％となって

いる。「有期契約労働者」は、「非正社員（有期契約：パート）」が 64.4％、「非正社員（有期契約：

フルタイム）」が 35.6％となっている。 

「離職者」の離職時の就業形態は、「正社員」が 63.1％で最も割合が高く、次いで「非正社員（無

期契約：パート）」が 14.6％となっている。 

図表 5 就業形態:単数回答（SQ4） 

 

図表 6 離職時の就業形態:単数回答（SQ4） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27.0% 73.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無期契約労働者(n=437)

非正社員（無期契約：フルタイム） 非正社員（無期契約：パート）

35.6% 64.4%
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有期契約労働者(n=421)

非正社員（有期契約：フルタイム） 非正社員（有期契約：パート）

63.1% 7.1% 14.6% 5.5% 9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=945)

正社員 非正社員（無期契約：フルタイム） 非正社員（無期契約：パート）

非正社員（有期契約：フルタイム） 非正社員（有期契約：パート）
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（４）都道府県（回答者の住まいの地域） 

都道府県（回答者の住まいの地域）をみると、「正規労働者」では、「東京都」が 15.6％で最も

割合が高く、次いで「大阪府」が 8.0％となっている。「無期契約労働者」では、「東京都」が 11.9％

で最も割合が高く、次いで「大阪府」が 8.5％となっている。「有期契約労働者」では、「東京都」

が 14.0％で最も割合が高く、次いで「愛知県」が 9.3％となっている。「離職者」では、「東京都」

が 20.2％で最も割合が高く、次いで「神奈川県」が 9.3％となっている。 

図表 7 都道府県（回答者の住まいの地域）:単数回答（SQ9） 

    SQ9.都道府県（住まいの地域） 

  合計 
北
海
道 

青
森
県 

岩
手
県 

宮
城
県 

秋
田
県 

山
形
県 

福
島
県 

茨
城
県 

栃
木
県 

群
馬
県 

埼
玉
県 

千
葉
県 

東
京
都 

神
奈
川
県 

新
潟
県 

富
山
県 

全体 3558 153 47 24 59 21 38 37 61 49 41 207 193 576 290 61 28 

100.0 4.3 1.3 0.7 1.7 0.6 1.1 1.0 1.7 1.4 1.2 5.8 5.4 16.2 8.2 1.7 0.8 

正規労働

者 

1755 69 28 14 29 4 22 22 34 27 24 102 90 274 135 28 9 

100.0 3.9 1.6 0.8 1.7 0.2 1.3 1.3 1.9 1.5 1.4 5.8 5.1 15.6 7.7 1.6 0.5 

無期契約

労働者 

437 25 6 5 6 5 4 5 4 4 5 22 21 52 36 4 2 

100.0 5.7 1.4 1.1 1.4 1.1 0.9 1.1 0.9 0.9 1.1 5.0 4.8 11.9 8.2 0.9 0.5 

有期契約

労働者 

421 19 3 0 9 3 4 2 7 7 3 27 25 59 31 12 4 

100.0 4.5 0.7 0.0 2.1 0.7 1.0 0.5 1.7 1.7 0.7 6.4 5.9 14.0 7.4 2.9 1.0 

離職者 945 40 10 5 15 9 8 8 16 11 9 56 57 191 88 17 13 

100.0 4.2 1.1 0.5 1.6 1.0 0.8 0.8 1.7 1.2 1.0 5.9 6.0 20.2 9.3 1.8 1.4                   
    SQ9.都道府県（住まいの地域） 

  合計 
石
川
県 

福
井
県 

山
梨
県 

長
野
県 

岐
阜
県 

静
岡
県 

愛
知
県 

三
重
県 

滋
賀
県 

京
都
府 

大
阪
府 

兵
庫
県 

奈
良
県 

和
歌
山
県 

鳥
取
県 

島
根
県 

全体 3558 27 15 19 56 50 96 235 29 39 105 280 159 49 18 17 16 

100.0 0.8 0.4 0.5 1.6 1.4 2.7 6.6 0.8 1.1 3.0 7.9 4.5 1.4 0.5 0.5 0.4 

正規労働

者 

1755 16 9 7 29 28 45 110 18 16 56 141 92 20 8 7 5 

100.0 0.9 0.5 0.4 1.7 1.6 2.6 6.3 1.0 0.9 3.2 8.0 5.2 1.1 0.5 0.4 0.3 

無期契約

労働者 

437 5 2 3 12 4 12 28 5 7 11 37 18 7 3 3 2 

100.0 1.1 0.5 0.7 2.7 0.9 2.7 6.4 1.1 1.6 2.5 8.5 4.1 1.6 0.7 0.7 0.5 

有期契約

労働者 

421 2 3 5 7 4 15 39 2 7 11 26 19 7 3 4 2 

100.0 0.5 0.7 1.2 1.7 1.0 3.6 9.3 0.5 1.7 2.6 6.2 4.5 1.7 0.7 1.0 0.5 

離職者 945 4 1 4 8 14 24 58 4 9 27 76 30 15 4 3 7 

100.0 0.4 0.1 0.4 0.8 1.5 2.5 6.1 0.4 1.0 2.9 8.0 3.2 1.6 0.4 0.3 0.7                   
    SQ9.都道府県（住まいの地域）  
  合計 

岡
山
県 

広
島
県 

山
口
県 

徳
島
県 

香
川
県 

愛
媛
県 

高
知
県 

福
岡
県 

佐
賀
県 

長
崎
県 

熊
本
県 

大
分
県 

宮
崎
県 

鹿
児
島
県 

沖
縄
県 

 
全体 3558 37 70 26 18 19 24 12 116 13 24 27 18 14 22 23  

100.0 1.0 2.0 0.7 0.5 0.5 0.7 0.3 3.3 0.4 0.7 0.8 0.5 0.4 0.6 0.6  
正規労働

者 

1755 20 32 15 11 6 10 4 61 8 13 14 10 6 12 15  
100.0 1.1 1.8 0.9 0.6 0.3 0.6 0.2 3.5 0.5 0.7 0.8 0.6 0.3 0.7 0.9  

無期契約

労働者 

437 4 15 3 5 2 7 3 15 1 3 5 1 4 1 3  
100.0 0.9 3.4 0.7 1.1 0.5 1.6 0.7 3.4 0.2 0.7 1.1 0.2 0.9 0.2 0.7  

有期契約

労働者 

421 6 5 4 0 2 3 1 12 1 4 3 1 1 5 2  
100.0 1.4 1.2 1.0 0.0 0.5 0.7 0.2 2.9 0.2 1.0 0.7 0.2 0.2 1.2 0.5  

離職者 945 7 18 4 2 9 4 4 28 3 4 5 6 3 4 3  
100.0 0.7 1.9 0.4 0.2 1.0 0.4 0.4 3.0 0.3 0.4 0.5 0.6 0.3 0.4 0.3  
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（５）未既婚の状況 

未既婚の状況をみると（事実婚を含む）、「正規労働者」では、「既婚（配偶者あり）」が 57.4％

で最も割合が高く、次いで「未婚」が 35.0％となっている。「無期契約労働者」では、「既婚（配

偶者あり）」が 52.9％で最も割合が高く、次いで「未婚」が 34.8％となっている。「有期契約労働

者」では、「既婚（配偶者あり）」が 58.9％で最も割合が高く、次いで「未婚」が 31.1％となって

いる。「離職者」では、「既婚（配偶者あり）」が 58.3％で最も割合が高く、次いで「未婚」が 34.6％

となっている。 

図表 8 未既婚の状況:単数回答（Q7） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35.0%

34.8%

31.1%

34.6%

57.4%

52.9%

58.9%

58.3%

6.5%

10.3%

8.6%

5.4%

1.1%

2.1%

1.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

未婚 既婚（配偶者あり） 既婚（配偶者と離別） 既婚（配偶者と死別）
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（６）同居している家族 

同居している家族をみると、「正規労働者」では、「配偶者」が 56.3％で最も割合が高く、次い

で「子ども」が 39.1％となっている。「無期契約労働者」では、「配偶者」が 51.5％で最も割合が

高く、次いで「あなたの母」が 38.2％となっている。「有期契約労働者」では、「配偶者」が 56.1％

で最も割合が高く、次いで「あなたの母」が 35.9％となっている。「離職者」では、「配偶者」が

55.7％で最も割合が高く、次いで「子ども」が 35.3％となっている。 

図表 9 同居している家族:複数回答（Q8） 

 

13.8%

56.3%

39.1%

0.7%

23.4%

35.9%

2.1%

4.0%

0.2%

7.5%

0.3%

1.3%

3.6%

0.1%

0.2%

0.1%

0.0%

0.0%

0.6%

8.9%

51.5%

35.0%

0.5%

21.3%

38.2%

3.7%

4.6%

0.5%

9.6%

1.1%

2.7%

6.2%

0.0%

0.2%

0.0%

0.2%

0.0%

0.2%

9.5%

56.1%

33.5%

1.4%

20.9%

35.9%

1.4%

2.6%

0.7%

9.3%

0.5%

2.1%

4.8%

0.2%

0.5%

0.0%

0.5%

0.0%

0.7%

16.7%

55.7%

35.3%

0.5%

24.8%

31.3%

2.9%

3.2%

0.5%

4.7%

0.0%

1.8%

3.6%

0.0%

0.1%

0.0%

0.5%

0.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし

配偶者

子ども

孫

あなたの父

あなたの母

あなたの祖父

あなたの祖母

あなたのおじ・おば

あなたの兄弟・姉妹

その他あなたの親族

配偶者の父

配偶者の母

配偶者の祖父

配偶者の祖母

配偶者のおじ・おば

配偶者の兄弟・姉妹

その他配偶者の親族

その他

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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（７）年収 

①世帯年収 

世帯年収をみると、「正規労働者」では、「600～840万円未満」が 18.9％で最も割合が高く、次

いで「1,080万円以上」が 16.5％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 21.7％

で最も割合が高く、次いで「240万円未満」が 18.8％となっている。「有期契約労働者」では、「わ

からない」が 20.9％で最も割合が高く、次いで「240～360 万円未満」が 16.6％となっている。

「離職者」では、「600～840 万円未満」が 19.8％で最も割合が高く、次いで「480～600万円未満」

が 16.4％となっている。 

図表 10 世帯年収:単数回答（Q9_1） 

 

②回答者の年収 

回答者の年収をみると、「正規労働者」では、「360～480万円未満」が 17.9％で最も割合が高く、

次いで「240～360 万円未満」が 17.6％となっている。「無期契約労働者」では、「240 万円未満」

が 65.2％で最も割合が高く、次いで「240～360万円未満」が 13.0％となっている。「有期契約労

働者」では、「240万円未満」が 60.3％で最も割合が高く、次いで「240～360万円未満」が 17.1％

となっている。「離職者」では、「240 万円未満」が 32.1％で最も割合が高く、次いで「360～480

万円未満」が 14.3％となっている。 

図表 11 回答者の年収:単数回答（Q9_2） 

 

4.3%
18.8%

14.5%

11.3%

7.1%

10.3%

16.6%

8.5%

10.0%

12.4%

12.4%

10.1%

16.0%

16.7%

13.8%

16.4%

18.9%

9.4%

11.4%

19.8%

14.4%

5.3%

7.4%

8.3%

16.5%

5.5%

3.1%
11.2%

12.8%

21.7%

20.9%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

２４０万円未満 ２４０～３６０万円未満 ３６０～４８０万円未満

４８０～６００万円未満 ６００～８４０万円未満 ８４０～１，０８０万円未満

１，０８０万円以上 わからない

9.4%

65.2%

60.3%

32.1%

17.6%

13.0%

17.1%

13.0%

17.9%

4.6%

6.2%

14.3%

16.5%

3.0%

3.6%
13.3%

14.9%

1.1%

1.0%
9.5%

7.6%

0.2%

0.5%

3.5%

6.2%

0.2%

0.2%

3.9%

10.0%

12.6%

11.2%

10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

２４０万円未満 ２４０～３６０万円未満 ３６０～４８０万円未満

４８０～６００万円未満 ６００～８４０万円未満 ８４０～１，０８０万円未満

１，０８０万円以上 わからない
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２．仕事、職場等に関する基本情報 

※「２．仕事、職場等に関する基本情報」は、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働者」

「離職者」を対象とした設問。 

※離職者は断りが無い限り、「手助・介護」を理由に離職した当時の状況。 

（１）従業員数 

従業員数をみると、「正規労働者」では、「1,001 人以上」が 30.7％で最も割合が高く、次いで

「50 人以下」が 26.6％となっている。「無期契約労働者」では、「50 人以下」が 42.6％で最も割

合が高く、次いで「1,001人以上」が 18.3％となっている。「有期契約労働者」では、「50人以下」

が 30.2％で最も割合が高く、次いで「1,001人以上」が 26.8％となっている。「離職者」では、「50

人以下」が 25.0％で最も割合が高く、次いで「1,001人以上」が 21.6％となっている。 

図表 12 従業員数:単数回答（Q1） 

 

（２）勤務形態 

勤務形態をみると、「正規労働者」では、「フルタイムの通常勤務」が 90.4％で最も割合が高く、

次いで「フレックスタイム勤務」が 6.8％となっている。「無期契約労働者」では、「短時間勤務

（短時間正社員を含む）」が 50.6％で最も割合が高く、次いで「フルタイムの通常勤務」が 34.8％

となっている。「有期契約労働者」では、「短時間勤務（短時間正社員を含む）」が 50.4％で最も割

合が高く、次いで「フルタイムの通常勤務」が 36.8％となっている。「離職者」では、「フルタイ

ムの通常勤務」が 71.2％で最も割合が高く、次いで「短時間勤務（短時間正社員を含む）」が 22.1％

となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、「正規労働者」は「フルタイムの通常勤務」が

88.4％、「無期契約労働者」「有期契約労働者」は「短時間勤務（短時間正社員を含む）」がそれぞ

れ 47.8％、44.4％となっている。 

26.6%

42.6%

30.2%

25.0%

11.5%

18.1%

16.6%

17.2%

16.0%

12.4%

13.5%

18.9%

15.3%

8.7%

12.8%

17.2%

30.7%

18.3%

26.8%

21.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

５０人以下 ５１～１００人 １０１～３００人 ３０１～１，０００人 １，００１人以上
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図表 13 勤務形態:複数回答（Q3） 

 

図表 14 【離職者】離職時の就業形態別 勤務形態:複数回答（Q3） 

    Q3.勤務形態 

  合計 フルタ

イムの

通常勤

務 

短時間

勤務

（短時

間正社

員を含

む） 

フレッ

クスタ

イム勤

務 

裁量労

働制 

高度プ

ロフェ

ッショ

ナル制

度 

在宅勤

務（新

型コロ

ナウイ

ルス感

染拡大

前よ

り） 

在宅勤

務（新

型コロ

ナウイ

ルス感

染拡大

後よ

り） 

その他 

全体 945 673 209 64 20 15 16 40 9 

100.0 71.2 22.1 6.8 2.1 1.6 1.7 4.2 1.0 

正規労働者 596 527 47 40 16 10 9 30 1 

100.0 88.4 7.9 6.7 2.7 1.7 1.5 5.0 0.2 

無期契約労働者 205 86 98 12 2 3 4 8 3 

100.0 42.0 47.8 5.9 1.0 1.5 2.0 3.9 1.5 

有期契約労働者 144 60 64 12 2 2 3 2 5 

100.0 41.7 44.4 8.3 1.4 1.4 2.1 1.4 3.5 

 
 
 
 
 

90.4%

2.8%

6.8%

2.5%

0.8%

1.9%

5.0%

0.1%

34.8%

50.6%

5.7%

2.7%

0.5%

0.7%

1.1%

6.2%

36.8%

50.4%

6.2%

1.2%

0.2%

1.2%

3.6%

4.8%

71.2%

22.1%

6.8%

2.1%

1.6%

1.7%

4.2%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムの通常勤務

短時間勤務（短時間正社員を含む）

フレックスタイム勤務

裁量労働制

高度プロフェッショナル制度

在宅勤務（新型コロナウイルス感染拡大前より）

在宅勤務（新型コロナウイルス感染拡大後より）

その他

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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（３）仕事内容 

仕事内容をみると、「正規労働者」では、「事務職（一般事務、企画、広報、経理など）」が 33.8％

で最も割合が高く、次いで「医療、保健、福祉（保育・介護等）の専門職・技術職」が 14.5％と

なっている。「無期契約労働者」では、「事務職（一般事務、企画、広報、経理など）」が 22.4％で

最も割合が高く、次いで「サービス職（理・美容師、料理人、ホールスタッフ、清掃など）」が 18.1％

となっている。「有期契約労働者」では、「事務職（一般事務、企画、広報、経理など）」が 23.5％

で最も割合が高く、次いで「サービス職（理・美容師、料理人、ホールスタッフ、清掃など）」が

17.3％となっている。「離職者」では、「事務職（一般事務、企画、広報、経理など）」が 30.8％で

最も割合が高く、次いで「医療、保健、福祉（保育・介護等）の専門職・技術職」が 17.8％とな

っている。 

図表 15 仕事内容:単数回答（Q4） 

 

（４）週当たりの平均労働時間 

週当たりの平均労働時間をみると（残業を含む）、「正規労働者」では、「週 40～50 時間未満」

が 46.1％で最も割合が高く、次いで「週 30～40時間未満」が 26.1％となっている。「無期契約労

働者」では、「週 20時間未満」が 35.7％で最も割合が高く、次いで「週 20～30時間未満」が 23.8％

となっている。「有期契約労働者」では、「週 20 時間未満」が 33.7％で最も割合が高く、次いで

「週 30～40時間未満」が 24.7％となっている。「離職者」では、「週 40～50時間未満」が 29.1％

で最も割合が高く、次いで「週 30～40時間未満」が 27.0％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、「正規労働者」は「週 40～50時間未満」が 37.9％、

「無期契約労働者」は「週 20時間未満」が 22.9％、「週 20～30時間未満」が 30.7％、「有期契約

労働者」は「週 20時間未満」が 26.4％、「週 20～30時間未満」が 24.3％となっている。 

14.5%

17.2%

14.3%

17.8%

2.8%

4.8%

5.7%

3.7%

12.5%

4.3%

5.2%

8.5%

33.8%

22.4%

23.5%

30.8%

12.7%

13.5%

11.6%

11.1%

5.4%

18.1%

17.3%

12.1%

10.4%

8.5%

6.9%

6.8%

4.7%

6.2%

7.8%

5.3%

3.1%

5.0%

7.6%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

医療、保健、福祉（保育・介護等）の専門職・技術職

教育分野の専門職・技術職

上記以外の専門職・技術職

事務職（一般事務、企画、広報、経理など）

営業・販売職（店員、不動産販売、保険外交、外勤など）

サービス職（理・美容師、料理人、ホールスタッフ、清掃など）

生産現場職（製品製造・組立、自動車整備、建設作業員、大工、電気工事、農水産加工など）

運輸・保安職（トラック運転手、船員、郵便等配達、通信士、警備員など）

その他
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図表 16 週当たりの平均労働時間:単数回答（Q5） 

 

図表 17 【離職者】離職時の就業形態別 週当たりの平均労働時間:単数回答（Q5） 

    Q5.週当たりの平均労働時間 

  合計 週 20 時

間未満 

週 20～

30 時間

未満 

週 30～

40 時間

未満 

週 40～

50 時間

未満 

週 50～

60 時間

未満 

週 60 時

間以上 

わからな

い 

全体 945 125 157 255 275 59 44 30 

100.0 13.2 16.6 27.0 29.1 6.2 4.7 3.2 

正規労働者 596 40 59 165 226 55 35 16 

100.0 6.7 9.9 27.7 37.9 9.2 5.9 2.7 

無期契約労働者 205 47 63 44 35 4 5 7 

100.0 22.9 30.7 21.5 17.1 2.0 2.4 3.4 

有期契約労働者 144 38 35 46 14 0 4 7 

100.0 26.4 24.3 31.9 9.7 0.0 2.8 4.9 

 

（５）直近１年間の年次有給休暇の取得日数 

直近１年間の年次有給休暇の取得日数をみると、「正規労働者」では、「６～10日以下」が 31.5％

で最も割合が高く、次いで「５日以下」が 28.8％となっている。「無期契約労働者」では、「５日

以下」が 52.6％で最も割合が高く、次いで「６～10日以下」が 23.6％となっている。「有期契約

労働者」では、「５日以下」が 42.5％で最も割合が高く、次いで「６～10日以下」が 27.1％とな

っている。「離職者」では、「５日以下」が 35.9％で最も割合が高く、次いで「６～10日以下」が

31.2％となっている。 

3.9%

35.7%

33.7%

13.2%

5.6%

23.8%

22.8%

16.6%

26.1%

21.5%

24.7%

27.0%

46.1%

13.0%

14.5%

29.1%

10.2%

1.4%

1.9%

6.2%

6.7%

1.6%

0.5%

4.7%

1.4%

3.0%

1.9%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

週２０時間未満 週２０～３０時間未満 週３０～４０時間未満 週４０～５０時間未満

週５０～６０時間未満 週６０時間以上 わからない
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図表 18 直近１年間の年次有給休暇の取得日数:単数回答（Q6） 

 

（６）役職 

正規労働者について役職をみると、「正規労働者」では、「一般社員（役職無し）」が 52.3％で最

も割合が高く、次いで「主任・係長・課長補佐クラス」が 18.1％となっている。「離職者（離職時・

正規労働者）」では、「一般社員（役職無し）」が 58.6％で最も割合が高く、次いで「主任・係長・

課長補佐クラス」が 15.4％となっている。 

図表 19 【正規労働者、離職者：離職時・正規労働者】役職:単数回答（Q2） 

 
 
 
 
 
  

28.8%

52.6%

42.5%

35.9%

31.5%

23.6%

27.1%

31.2%

18.3%

10.1%

15.4%

17.8%

21.4%

13.7%

15.0%

15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

５日以下 ６～１０日以下 １１～１５日以下 １６日以上

52.3%

58.6%

18.1%

15.4%

14.2%

13.1%

9.4%

10.1%

5.6%

2.9%

0.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

離職者(n=596)

一般社員（役職無し） 主任・係長・課長補佐クラス 課長クラス 部長クラス 役員クラス その他
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３．手助・介護をしている家族の状況 

※「３．手助・介護をしている家族の状況」は、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働

者」「離職者」を対象とした設問。 

※離職者は断りが無い限り、「手助・介護」を理由に離職した当時の状況。 

（１）手助・介護をしている家族の続柄 

回答者が手助・介護をしている家族の続柄をみると、「正規労働者」では、「あなたの母」が 45.3％

で最も割合が高く、次いで「あなたの父」が 28.2％となっている。「無期契約労働者」では、「あ

なたの母」が 47.6％で最も割合が高く、次いで「あなたの父」が 22.0％となっている。「有期契

約労働者」では、「あなたの母」が 55.8％で最も割合が高く、次いで「あなたの父」が 25.4％と

なっている。「離職者」では、「あなたの母」が 41.3％で最も割合が高く、次いで「あなたの父」

が 36.5％となっている。 

正規労働者について、年齢別にみると、全体と比較して、「20代」「30代」は「あなたの祖父母」、

「50代」「60代」は「あなたの母」の割合が高くなっている。 

図表 20 手助・介護をしている家族の続柄:複数回答（SQ6_1） 

 

7.1%

7.9%

0.2%

28.2%

45.3%

13.8%

2.2%

2.7%

0.5%

3.9%

7.2%

0.6%

0.6%

0.6%

0.3%

8.0%

8.2%

0.5%

22.0%

47.6%

10.8%

2.1%

1.8%

0.2%

3.4%

10.3%

0.9%

0.2%

0.7%

0.2%

6.7%

6.4%

0.7%

25.4%

55.8%

7.4%

1.9%

2.6%

0.2%

5.2%

11.4%

0.5%

0.5%

0.2%

0.0%

12.9%

9.5%

1.9%

36.5%

41.3%

12.0%

4.8%

2.0%

1.1%

4.2%

6.8%

0.6%

0.5%

0.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

子ども

孫

あなたの父

あなたの母

あなたの祖父母

あなたのおじ・おば

あなたの兄弟・姉妹

その他あなたの親族

配偶者の父

配偶者の母

配偶者の祖父母

配偶者のおじ・おば

配偶者の兄弟・姉妹

その他配偶者の親族

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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図表 21 【正規労働者】年齢別 手助・介護をしている家族の続柄:複数回答（SQ6_1） 

    SQ6_1.手助・介護をしている家族の続柄 

  合計 配偶者 子ども 孫 あなた

の父 

あなた

の母 

あなた

の祖父

母 

あなた

のお

じ・お

ば 

あなた

の兄

弟・姉

妹 

全体 1755 125 138 4 495 795 242 38 47 

100.0 7.1 7.9 0.2 28.2 45.3 13.8 2.2 2.7 
20 代 147 10 11 0 20 22 82 12 7 

100.0 6.8 7.5 0.0 13.6 15.0 55.8 8.2 4.8 

30 代 310 32 45 3 80 76 115 10 15 

100.0 10.3 14.5 1.0 25.8 24.5 37.1 3.2 4.8 

40 代 419 23 37 1 146 178 39 9 7 

100.0 5.5 8.8 0.2 34.8 42.5 9.3 2.1 1.7 

50 代 596 41 34 0 200 340 5 5 10 

100.0 6.9 5.7 0.0 33.6 57.0 0.8 0.8 1.7 

60 代 283 19 11 0 49 179 1 2 8 

100.0 6.7 3.9 0.0 17.3 63.3 0.4 0.7 2.8 
          

    SQ6_1.手助・介護をしている家族の続柄 
 

  合計 その他

あなた

の親族 

配偶者

の父 

配偶者

の母 

配偶者

の祖父

母 

配偶者

のお

じ・お

ば 

配偶者

の兄

弟・姉

妹 

その他

配偶者

の親族 

 

全体 1755 9 68 127 11 11 10 5  

100.0 0.5 3.9 7.2 0.6 0.6 0.6 0.3  

20 代 437 1 15 45 4 1 3 1  
100.0 0.2 3.4 10.3 0.9 0.2 0.7 0.2  

30 代 421 1 22 48 2 2 1 0  
100.0 0.2 5.2 11.4 0.5 0.5 0.2 0.0  

40 代 945 10 40 64 6 5 2 3  
100.0 1.1 4.2 6.8 0.6 0.5 0.2 0.3  

50 代 1755 9 68 127 11 11 10 5  
100.0 0.5 3.9 7.2 0.6 0.6 0.6 0.3  

60 代 437 1 15 45 4 1 3 1  
100.0 0.2 3.4 10.3 0.9 0.2 0.7 0.2  

 

（２）離職者の現在の「手助・介護」の状況 

離職者の現在の「手助・介護」の状況をみると、「行っている」が 82.0％、「行っていない」が

18.0％となっている。 

図表 22 【離職者】現在の「手助・介護」の状況:単数回答（SQ2） 

 
 

82.0% 18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=945)

行っている 行っていない
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（３）手助・介護をしている家族の続柄：最も時間をかけている人 

回答者が手助・介護をしている家族のうち、最も時間をかけて手助・介護をしている人の続柄

をみると、「正規労働者」では、「あなたの母」が 39.9％で最も割合が高く、次いで「あなたの父」

が 22.9％となっている。「無期契約労働者」では、「あなたの母」が 41.9％で最も割合が高く、次

いで「あなたの父」が 16.5％となっている。「有期契約労働者」では、「あなたの母」が 48.0％で

最も割合が高く、次いで「あなたの父」が 18.3％となっている。「離職者」では、「あなたの母」

が 32.7％で最も割合が高く、次いで「あなたの父」が 29.1％となっている。 

正規労働者について、年齢別にみると、全体と比較して、「20代」「30代」は「あなたの祖父母」、

「50代」「60代」は「あなたの母」の割合が高くなっている。 

図表 23 手助・介護をしている家族の続柄：最も時間をかけている人:単数回答（SQ6_2） 

 
 

5.0%

5.7%

0.1%

22.9%

39.9%

13.2%

1.6%

1.8%

0.5%

2.6%

5.5%

0.5%

0.3%

0.3%

0.2%

7.8%

7.6%

0.5%

16.5%

41.9%

9.6%

1.6%

1.6%

0.2%

1.8%

9.2%

0.9%

0.0%

0.7%

0.2%

4.5%

5.5%

0.5%

18.3%

48.0%

6.9%

1.4%

1.4%

0.2%

3.8%

8.8%

0.5%

0.0%

0.2%

0.0%

9.1%

4.6%

1.1%

29.1%

32.7%

10.3%

3.0%

1.1%

0.8%

3.1%

4.6%

0.2%

0.2%

0.1%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

子ども

孫

あなたの父

あなたの母

あなたの祖父母

あなたのおじ・おば

あなたの兄弟・姉妹

その他あなたの親族

配偶者の父

配偶者の母

配偶者の祖父母

配偶者のおじ・おば

配偶者の兄弟・姉妹

その他配偶者の親族

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)



18 

図表 24 【正規労働者】年齢別  

手助・介護をしている家族の続柄：最も時間をかけている人:単数回答（SQ6_2） 

    SQ6_2.手助・介護をしている家族の続柄：最も時間をかけている人 

  合計 配偶者 子ども 孫 あなた

の父 

あなた

の母 

あなた

の祖父

母 

あなた

のお

じ・お

ば 

あなた

の兄

弟・姉

妹 

全体 1755 87 100 1 402 700 232 28 31 

100.0 5.0 5.7 0.1 22.9 39.9 13.2 1.6 1.8 
20 代 147 7 6 0 15 21 80 10 4 

100.0 4.8 4.1 0.0 10.2 14.3 54.4 6.8 2.7 

30 代 310 15 29 0 65 57 109 7 9 

100.0 4.8 9.4 0.0 21.0 18.4 35.2 2.3 2.9 

40 代 419 17 33 1 120 156 37 8 5 

100.0 4.1 7.9 0.2 28.6 37.2 8.8 1.9 1.2 

50 代 596 31 25 0 162 305 5 2 7 

100.0 5.2 4.2 0.0 27.2 51.2 0.8 0.3 1.2 

60 代 283 17 7 0 40 161 1 1 6 

100.0 6.0 2.5 0.0 14.1 56.9 0.4 0.4 2.1 
          

    SQ6_2.手助・介護をしている家族の続柄：最も時間をかけている人 
 

  合計 その他

あなた

の親族 

配偶者

の父 

配偶者

の母 

配偶者

の祖父

母 

配偶者

のお

じ・お

ば 

配偶者

の兄

弟・姉

妹 

その他

配偶者

の親族 

 

全体 1755 9 45 96 9 5 6 4  

100.0 0.5 2.6 5.5 0.5 0.3 0.3 0.2  

20 代 147 1 1 0 0 0 2 0  
100.0 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0  

30 代 310 2 4 7 4 0 0 2  
100.0 0.6 1.3 2.3 1.3 0.0 0.0 0.6  

40 代 419 1 16 19 4 0 2 0  
100.0 0.2 3.8 4.5 1.0 0.0 0.5 0.0  

50 代 596 3 15 36 0 3 0 2  
100.0 0.5 2.5 6.0 0.0 0.5 0.0 0.3  

60 代 283 2 9 34 1 2 2 0  
100.0 0.7 3.2 12.0 0.4 0.7 0.7 0.0  
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（４）最も時間をかけて手助・介護している家族の年齢 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の年齢をみると、「正規労働者」では、「85

歳以上」が 39.6％で最も割合が高く、次いで「75～84歳」が 32.8％となっている。「無期契約労

働者」では、「85 歳以上」が 39.6％で最も割合が高く、次いで「75～84歳」が 30.2％となってい

る。「有期契約労働者」では、「85 歳以上」が 50.6％で最も割合が高く、次いで「75～84 歳」が

26.8％となっている。「離職者」では、「75～84歳」が 32.4％で最も割合が高く、次いで「85歳以

上」が 29.3％となっている。 

図表 25 手助・介護が必要な家族の年齢:数値回答（SQ7_2） 

 
 
 
 
 
 
 
 

2.7%

4.0%

6.8%

12.5%

32.8%

39.6%

1.6%

2.7%

5.7%

7.6%

12.8%

30.2%

39.6%

1.4%

2.9%

3.3%

5.0%

10.9%

26.8%

50.6%

0.5%

3.0%

2.5%

10.1%

19.2%

32.4%

29.3%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12歳以下

13～39歳

40～64歳

65～74歳

75～84歳

85歳以上

無回答

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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（５）最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所をみると、「正規労働者」では、

「あなたの自宅」が 48.1％で最も割合が高く、次いで「手助・介護している家族本人の自宅」が

30.4％となっている。「無期契約労働者」では、「あなたの自宅」が 50.1％で最も割合が高く、次

いで「手助・介護している家族本人の自宅」が 35.2％となっている。「有期契約労働者」では、「あ

なたの自宅」が 48.2％で最も割合が高く、次いで「手助・介護している家族本人の自宅」が 34.4％

となっている。「離職者」では、「あなたの自宅」が 53.3％で最も割合が高く、次いで「手助・介

護している家族本人の自宅」が 28.6％となっている。 

正規労働者について、最も時間をかけて手助・介護している家族の要介護度別にみると、「要介

護３～５」で「あなたの自宅」は 41.7％となっている。 

図表 26 最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所:単数回答（Q10） 

 
  

48.1%

50.1%

48.2%

53.3%

30.4%

35.2%

34.4%

28.6%

8.8%

5.3%

3.3%

6.0%

2.3%

2.3%

2.9%

3.4%

6.6%

3.9%

8.3%

4.7%

1.7%

1.1%

1.0%

1.2%

1.8%

1.1%

1.4%

2.1%

0.3%

0.9%

0.5%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

あなたの自宅 手助・介護している家族本人の自宅

親族の自宅 病院

高齢者施設 障がい児・者施設・グループホーム

高齢者住宅（サービス付き高齢者向け住宅等） その他
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図表 27 【正規労働者】最も時間をかけて手助・介護している家族の要介護度別 

最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所:単数回答（Q10） 

      Q10.最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所 

  
 

合計 あなた

の自宅 

手助・

介護し

ている

家族本

人の自

宅 

親族の

自宅 

病院 高齢者

施設 

障がい

児・者

施設・

グルー

プホー

ム 

高齢者

住宅

（サー

ビス付

き高齢

者向け

住宅

等） 

その他 

  全体 1755 845 534 155 40 115 30 31 5 

  100.0 48.1 30.4 8.8 2.3 6.6 1.7 1.8 0.3 

Q14_1.

①要介

護度 

要支援１・２ 365 170 131 38 4 14 4 4 0 

100.0 46.6 35.9 10.4 1.1 3.8 1.1 1.1 0.0 

要介護１・２ 441 214 148 42 5 24 3 5 0 

100.0 48.5 33.6 9.5 1.1 5.4 0.7 1.1 0.0 

要介護３～５ 460 192 111 31 16 72 18 19 1 

100.0 41.7 24.1 6.7 3.5 15.7 3.9 4.1 0.2 

申請中、非該当 145 87 41 14 1 0 2 0 0 

100.0 60.0 28.3 9.7 0.7 0.0 1.4 0.0 0.0 

申請していない 223 125 73 17 6 2 0 0 0 

100.0 56.1 32.7 7.6 2.7 0.9 0.0 0.0 0.0 

わからない 121 57 30 13 8 3 3 3 4 

100.0 47.1 24.8 10.7 6.6 2.5 2.5 2.5 3.3 

 

（６）最も時間をかけて手助・介護している家族のところへの移動時間 

回答者の自宅から最も時間をかけて手助・介護している家族のところへ、日常的な手段（電車、

自動車、飛行機など）で移動するとした場合の移動時間をみると、「正規労働者」では、「片道 30

分未満」が 54.6％で最も割合が高く、次いで「片道 30分～１時間未満」が 25.1％となっている。

「無期契約労働者」では、「片道 30分未満」が 57.8％で最も割合が高く、次いで「片道 30分～１

時間未満」が 26.1％となっている。「有期契約労働者」では、「片道 30 分未満」が 61.0％で最も

割合が高く、次いで「片道 30分～１時間未満」が 15.1％となっている。「離職者」では、「片道 30

分未満」が 49.9％で最も割合が高く、次いで「片道 30分～１時間未満」が 25.4％となっている。 

図表 28 最も時間をかけて手助・介護している家族のところへの移動時間:単数回答（Q11） 

 

54.6%

57.8%

61.0%

49.9%

25.1%

26.1%

15.1%

25.4%

12.2%

10.6%

13.8%

14.3%

8.1%

5.5%

10.1%

10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=910)

無期契約労働者(n=218)

有期契約労働者(n=218)

離職者(n=441)

片道３０分未満 片道３０分～１時間未満 片道１時間～２時間未満 片道２時間以上
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（７）最も時間をかけて手助・介護をしている家族 

①主に担当している人 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族について、手助・介護を主に担当している

人をみると、「正規労働者」では、「あなた」が 55.2％で最も割合が高く、次いで「配偶者」が 16.6％

となっている。「無期契約労働者」では、「あなた」が 64.8％で最も割合が高く、次いで「あなた

の母」が 12.8％となっている。「有期契約労働者」では、「あなた」が 62.5％で最も割合が高く、

次いで「あなたの母」が 10.7％となっている。「離職者」では、「あなた」が 77.9％で最も割合が

高く、次いで「あなたの母」が 7.6％となっている。 

図表 29  最も時間をかけて手助・介護をしている家族:①主に担当している人:単数回答

（Q12_1） 

  

55.2%

16.6%

0.0%

0.0%

4.6%

14.1%

0.1%

1.3%

5.9%

0.7%

0.2%

0.6%

0.0%

0.1%

0.6%

0.1%

0.0%

64.8%

6.9%

0.0%

0.0%

4.1%

12.8%

0.5%

0.0%

6.9%

0.9%

0.9%

1.4%

0.0%

0.2%

0.7%

0.0%

0.0%

62.5%

10.5%

0.0%

0.0%

4.8%

10.7%

0.0%

1.0%

7.6%

1.0%

0.2%

1.4%

0.0%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

77.9%

6.0%

0.2%

0.0%

2.5%

7.6%

0.2%

0.3%

3.0%

0.2%

0.1%

0.6%

0.1%

0.2%

1.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

配偶者

子ども

孫

あなたの父

あなたの母

あなたの祖父母

あなたのおじ・おば

あなたの兄弟・姉妹

その他あなたの親族

配偶者の父

配偶者の母

配偶者の祖父母

配偶者のおじ・おば

配偶者の兄弟・姉妹

その他配偶者の親族

担当している人はいない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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②次に担当している人 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族について、手助・介護を次に担当している

人をみると、「正規労働者」では、「あなた」が 33.6％で最も割合が高く、次いで「担当している

人はいない」が 21.1％となっている。「無期契約労働者」では、「あなた」が 26.3％で最も割合が

高く、次いで「担当している人はいない」が 25.9％となっている。「有期契約労働者」では、「あ

なた」が 29.2％で最も割合が高く、次いで「担当している人はいない」が 24.5％となっている。

「離職者」では、「担当している人はいない」が 27.7％で最も割合が高く、次いで「配偶者」が

21.5％となっている。 

図表 30  最も時間をかけて手助・介護をしている家族:②次に担当している人:単数回答

（Q12_2） 
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17.1%
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29.2%

17.8%
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0.0%

4.3%
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0.2%

0.5%

13.1%

0.7%

0.5%

1.0%

0.0%

0.2%
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0.0%

24.5%

15.3%

21.5%

2.8%

0.2%

8.6%

10.8%

1.1%

1.2%

8.9%

0.3%

0.1%

0.4%

0.1%

0.2%

0.7%

0.1%

27.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた

配偶者

子ども

孫

あなたの父

あなたの母

あなたの祖父母

あなたのおじ・おば

あなたの兄弟・姉妹

その他あなたの親族

配偶者の父

配偶者の母

配偶者の祖父母

配偶者のおじ・おば

配偶者の兄弟・姉妹

その他配偶者の親族

担当している人はいない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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（８）手助・介護している家族は、何人目の手助・介護か 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族は、回答者にとって何人目の手助・介護と

なるかをみると、いずれも「１人目」の割合が高く、「正規労働者」では 76.4％、「無期契約労働

者」では 74.6％、「有期契約労働者」では 69.1％、「離職者」では 80.6％となっている。 

図表 31 手助・介護している家族は、何人目の手助・介護か:単数回答（Q13） 

 
 

（９）要介護度・障害程度区分・障害者手帳所持の状況 

①要介護度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の要介護度をみると、「正規労働者」では、

「要介護２・申請済」が 13.2％で最も割合が高く、次いで「要介護３・申請済」が 12.9％となっ

ている。「無期契約労働者」では、「申請していない」が 16.2％で最も割合が高く、次いで「要介

護２・申請済」が 14.0％となっている。「有期契約労働者」では、「要介護２・申請済」が 17.3％

で最も割合が高く、次いで「申請していない」が 15.4％となっている。「離職者」では、「要介護

２・申請済」が 13.2％で最も割合が高く、次いで「要支援１・申請済」が 12.9％となっている。 

図表 32 ①要介護度:単数回答（Q14_1） 

 
  

76.4%

74.6%

69.1%

80.6%

19.4%

21.5%

25.2%

15.6%

4.2%

3.9%

5.7%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

１人目 ２人目 ３人目以上

8.9%

10.3%

6.4%

12.9%

11.9%

9.6%

10.9%

10.1%

12.0%

11.9%

13.5%

9.3%

13.2%

14.0%

17.3%

13.2%

12.9%

11.0%

10.7%

12.4%

8.0%

6.2%

8.1%

6.9%

5.3%

4.6%

4.8%

5.8%

2.9%

4.3%

1.2%

3.2%

5.4%

5.3%

6.2%

3.7%

12.7%

16.2%

15.4%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

要支援１・申請済 要支援２・申請済 要介護１・申請済 要介護２・申請済

要介護３・申請済 要介護４・申請済 要介護５・申請済 申請中

非該当 申請していない



25 

②障害支援区分 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の障害支援区分で区分１～区分６に該当し

ている割合をみると、「正規労働者」では 17.4％、「無期契約労働者」では 10.7％、「有期契約労

働者」では 10.5％、「離職者」では 28.9％となっている。 

図表 33 ②障害支援区分:単数回答（Q14_2） 

 
 

③障害者手帳 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の障害者手帳の所持状況をみると、「正規労

働者」では、「障害者手帳は所持していない」が 53.7％で最も割合が高く、次いで「わからない」

が 18.5％となっている。「無期契約労働者」では、「障害者手帳は所持していない」が 57.0％で最

も割合が高く、次いで「わからない」が 16.7％となっている。「有期契約労働者」では、「障害者

手帳は所持していない」が 57.7％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 16.9％となってい

る。「離職者」では、「障害者手帳は所持していない」が 42.8％で最も割合が高く、次いで「わか

らない」が 22.9％となっている。 

6.1%

3.7%

3.6%
11.0%

4.2%

1.8%

3.1%
6.3%

3.7%

1.8%

1.2%
6.0%

1.4%

1.6%

1.2%

2.8%

1.1%

0.9%

0.7%

1.5%

0.9%

0.9%

0.7%

1.3%

14.5%

13.0%

17.1%

10.9%

38.4%

43.2%

39.9%

30.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 申請していない
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図表 34 ③障害者手帳:単数回答（Q14_3） 

 
 

（10）見守りの必要性 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の見守りの必要性をみると、「正規労働者」

では、「特に見守りは必要ない」が 35.8％で最も割合が高く、次いで「１日に１回程度は見守りが

必要」が 23.2％となっている。「無期契約労働者」では、「特に見守りは必要ない」が 32.0％で最

も割合が高く、次いで「１日に数回、見守りが必要」が 26.1％となっている。「有期契約労働者」

では、「特に見守りは必要ない」が 31.6％で最も割合が高く、次いで「１日に数回、見守りが必要」

が 25.2％となっている。「離職者」では、「１日に数回、見守りが必要」が 29.5％で最も割合が高

く、次いで「１日に１回程度は見守りが必要」が 25.3％となっている。 
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6.9%
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16.9%
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1.4%

1.3%

1.0%

0.6%

1.1%

1.0%

0.5%

42.8%

22.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳：１級

身体障害者手帳：２級

身体障害者手帳：３級

身体障害者手帳：４級

身体障害者手帳：５級

身体障害者手帳：６級

療育手帳：Ａ

療育手帳：Ｂ

精神障害者保健福祉手帳：１級

精神障害者保健福祉手帳：２級

精神障害者保健福祉手帳：３級

障害者手帳は所持していない

わからない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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図表 35 見守りの必要性:単数回答（Q16） 

 

（11）認知症の状況 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の認知症の状況をみると、「正規労働者」で

は、「認知症ではない、認知症の症状は無い」が 40.9％で最も割合が高く、次いで「何らかの認知

症の症状はあるが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している」が 31.7％となっている。

「無期契約労働者」では、「認知症ではない、認知症の症状は無い」が 40.7％で最も割合が高く、

次いで「何らかの認知症の症状はあるが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している」が

29.3％となっている。「有期契約労働者」では、「認知症ではない、認知症の症状は無い」が 38.2％

で最も割合が高く、次いで「何らかの認知症の症状はあるが、日常生活は家庭内及び社会的にほ

ぼ自立している」が 29.5％となっている。「離職者」では、「認知症ではない、認知症の症状は無

い」が 34.2％で最も割合が高く、次いで「何らかの認知症の症状はあるが、日常生活は家庭内及

び社会的にほぼ自立している」が 28.4％となっている。 

正規労働者について要介護度別にみると、全体と比較して、「要介護３～５」は「徘徊や失禁、

大声をあげるなど、日常生活に支障をきたす症状・行動や意思疎通の困難さがみられる」の割合

が高くなっている。 

図表 36 認知症の状況:単数回答（Q17） 
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正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

特に見守りは必要ない １日に１回程度は見守りが必要 １日に数回、見守りが必要

１時間に１回程度は見守りが必要 常時、見守りが必要 わからない

40.9%

40.7%

38.2%

34.2%

31.7%

29.3%

29.5%

28.4%

15.4%

17.2%

16.9%

19.7%

8.0%

6.4%

9.7%

9.8%

4.0%

6.4%

5.7%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

認知症ではない、認知症の症状は無い

何らかの認知症の症状はあるが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している

たびたび道に迷ったり、買い物や事務、金銭管理など、それまでできたことにミスが目立ってきたが、誰かが注意していれば自立できる

徘徊や失禁、大声をあげるなど、日常生活に支障をきたす症状・行動や意思疎通の困難さがみられる

わからない
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図表 37 【正規労働者】要介護度別 認知症の状況:単数回答（Q17） 

      Q17.認知症の状況 

  
 

合計 認知症では

ない、認知

症の症状は

無い 

何らかの認

知症の症状
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ど、それま
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とにミスが
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が注意して
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禁、大声を

あげるな

ど、日常生
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きたす症

状・行動や

意思疎通の

困難さがみ

られる 
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  全体 1755 717 556 271 141 70 

  100.0 40.9 31.7 15.4 8.0 4.0 

Q14_1.①

要介護度 

要支援１・２ 365 198 126 31 4 6 

100.0 54.2 34.5 8.5 1.1 1.6 

要介護１・２ 441 130 171 110 24 6 

100.0 29.5 38.8 24.9 5.4 1.4 

要介護３～５ 460 116 149 92 87 16 

100.0 25.2 32.4 20.0 18.9 3.5 

申請中、非該当 145 86 35 12 5 7 

100.0 59.3 24.1 8.3 3.4 4.8 

申請していない 223 136 56 12 10 9 

100.0 61.0 25.1 5.4 4.5 4.0 

わからない 121 51 19 14 11 26 

100.0 42.1 15.7 11.6 9.1 21.5 
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（12）手助・介護が必要となった主な原因 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族について、手助・介護が必要となった主な

原因をみると、「正規労働者」では、「認知症」が 29.5％で最も割合が高く、次いで「高齢による

衰弱」が 19.1％となっている。「無期契約労働者」では、「認知症」が 27.5％で最も割合が高く、

次いで「高齢による衰弱」が 16.0％となっている。「有期契約労働者」では、「認知症」が 30.2％

で最も割合が高く、次いで「高齢による衰弱」が 20.2％となっている。「離職者」では、「認知症」

が 33.2％で最も割合が高く、次いで「高血圧」が 17.5％となっている。 

図表 38 手助・介護が必要となった主な原因:複数回答（Q18） 
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16.9%
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3.6%
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20.2%
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33.2%

17.5%

14.2%
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5.9%
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15.6%
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2.6%

4.4%

12.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症

高血圧

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎）

筋骨格の病気（関節症、骨粗しょう症等）

転倒、骨折等の外傷

がん（新生物）

うつ病、精神疾患

パーキンソン病

難病

高齢による衰弱

脊髄損傷

視覚・聴覚障害

その他

わからない

特に疾患は無い

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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（13）利用しているサービス 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族が利用しているサービスをみると、「正規労

働者」では、「訪問系サービス（訪問介護、訪問看護等）」が 30.5％で最も割合が高く、次いで「通

所系サービス（通所介護）」が 30.0％となっている。「無期契約労働者」では、「通所系サービス

（通所介護）」が 32.7％で最も割合が高く、次いで「サービスを利用していない」が 28.1％とな

っている。「有期契約労働者」では、「通所系サービス（通所介護）」が 37.3％で最も割合が高く、

次いで「サービスを利用していない」が 24.9％となっている。「離職者」では、「訪問系サービス

（訪問介護、訪問看護等）」が 40.6％で最も割合が高く、次いで「通所系サービス（通所介護）」

が 27.5％となっている。 

正規労働者について要介護度別にみると、全体と比較して、「要介護１・２」は「通所系サービ

ス（通所介護）」、「要介護３～５」は「訪問系サービス（訪問介護、訪問看護等）」「短期入所系サ

ービス（短期入所等）」「施設系サービス（特養・老健施設 等）」の割合が高くなっている。 

図表 39 利用しているサービス:複数回答（Q19） 

 

30.5%

30.0%

8.8%

3.1%

7.1%

0.5%

4.7%

6.0%

2.8%

2.0%

0.2%

2.9%

6.7%

3.1%

2.4%

1.0%

0.7%

24.0%

3.7%

26.3%

32.7%

8.5%

2.7%

3.2%

1.6%

3.7%

6.2%

2.1%

2.1%
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1.0%
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24.9%
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40.6%
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4.6%
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0.2%
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3.9%

1.8%

0.1%
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9.2%

5.2%

4.9%

1.9%

0.3%

20.0%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系サービス（訪問介護、訪問看護等）

通所系サービス（通所介護）

短期入所系サービス（短期入所等）

小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護

施設系サービス（特養・老健施設 等）

その他の介護保険サービス

訪問系サービス（居宅介護、重度訪問介護等）

日中活動系サービス

（短期入所、療養介護、生活介護、放課後等デイサービス）

施設系サービス（障害者入所施設、グループホーム等）

訓練系・就労系サービス

（自立訓練、就労移行支援、就労継続支援等）

その他の障害福祉サービス

サービス付き高齢者向け住宅、

有料老人ホーム等の介護保険外の住宅サービス

配食サービス、宅配弁当

食事づくり、買い物、掃除等の家事支援サービス

（介護保険サービス、障害福祉サービスを除く）

緊急通報サービス

サロンやカフェ

その他のサービス

サービスを利用していない

わからない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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図表 40 【正規労働者】要介護度別 利用しているサービス:複数回答（Q19） 

      
Q19.利用しているサービス 
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設
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サ
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（
自

立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
就

労
継
続
支
援
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） 

  全体 1755 536 526 154 55 125 9 82 106 49 35 

  100.0 30.5 30.0 8.8 3.1 7.1 0.5 4.7 6.0 2.8 2.0 

Q14_1.

①要介

護度 

要支援１・２ 365 121 118 14 6 11 3 12 22 7 5 

100.0 33.2 32.3 3.8 1.6 3.0 0.8 3.3 6.0 1.9 1.4 

要介護１・２ 441 163 194 37 25 23 2 21 25 13 6 

100.0 37.0 44.0 8.4 5.7 5.2 0.5 4.8 5.7 2.9 1.4 

要介護３～５ 460 185 174 87 19 79 4 34 31 19 8 

100.0 40.2 37.8 18.9 4.1 17.2 0.9 7.4 6.7 4.1 1.7 

申請中、非該当 145 24 14 5 3 4 0 5 10 3 5 

100.0 16.6 9.7 3.4 2.1 2.8 0.0 3.4 6.9 2.1 3.4 

申請していない 223 18 11 3 2 1 0 5 11 3 8 

100.0 8.1 4.9 1.3 0.9 0.4 0.0 2.2 4.9 1.3 3.6 

わからない 121 25 15 8 0 7 0 5 7 4 3 

100.0 20.7 12.4 6.6 0.0 5.8 0.0 4.1 5.8 3.3 2.5 
             

      Q19.利用しているサービス 
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サ
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サ
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や
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そ
の
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の
サ
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サ
ー
ビ
ス
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利
用
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  全体 1755 4 51 117 55 42 18 13 421 65  
  100.0 0.2 2.9 6.7 3.1 2.4 1.0 0.7 24.0 3.7  
Q14_1.

①要介

護度 

要支援１・２ 365 0 11 22 11 9 2 4 79 11  
100.0 0.0 3.0 6.0 3.0 2.5 0.5 1.1 21.6 3.0  

要介護１・２ 441 1 14 44 16 13 4 1 54 4  
100.0 0.2 3.2 10.0 3.6 2.9 0.9 0.2 12.2 0.9  

要介護３～５ 460 0 23 31 19 15 6 5 27 13  
100.0 0.0 5.0 6.7 4.1 3.3 1.3 1.1 5.9 2.8  

申請中、非該当 145 0 1 6 6 1 3 2 73 7  
100.0 0.0 0.7 4.1 4.1 0.7 2.1 1.4 50.3 4.8  

申請していない 223 0 1 12 2 3 1 1 149 7  
100.0 0.0 0.4 5.4 0.9 1.3 0.4 0.4 66.8 3.1  

わからない 121 3 1 2 1 1 2 0 39 23  
100.0 2.5 0.8 1.7 0.8 0.8 1.7 0.0 32.2 19.0  
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（14）施設入所の手続き期間 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族が「施設系サービス（特養・老健施設等）」

「サービス付き高齢者向け住宅、有料老人ホーム等の介護保険外の住宅サービス」を利用してい

る場合、入所を申し込んでから入所できるまでの期間をみると、「正規労働者」では、「３か月以

内」が 32.5％で最も割合が高く、次いで「２年超」が 17.9％となっている。「無期契約労働者」

では、「３か月以内」が 53.3％で最も割合が高く、次いで「６か月超～１年以内」が 20.0％とな

っている。「有期契約労働者」では、「３か月以内」が 36.5％で最も割合が高く、次いで「３か月

超～６か月以内」が 23.1％となっている。「離職者」では、「３か月以内」が 24.8％で最も割合が

高く、次いで「３か月超～６か月以内」が 18.4％となっている。 

図表 41 施設入所の手続き期間:単数回答（Q20） 
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正規労働者(n=212)

無期契約労働者(n=30)

有期契約労働者(n=52)

離職者(n=125)

３か月以内 ３か月超～６か月以内 ６か月超～１年以内 １年超～１年６か月以内

１年６か月超～２年以内 ２年超 わからない
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４．手助・介護の状況 

※「４．手助・介護の状況」は、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働者」「離職者」を

対象とした設問。 

※離職者は断りが無い限り、「手助・介護」を理由に離職した当時の状況。 

（１）通算の介護期間 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族について、回答者が通算で介護している期

間をみると、「正規労働者」では、「１年～３年未満」が 27.6％で最も割合が高く、次いで「３年

～５年未満」が 16.8％となっている。「無期契約労働者」では、「１年～３年未満」が 24.9％で最

も割合が高く、次いで「３年～５年未満」が 19.2％となっている。「有期契約労働者」では、「１

年～３年未満」が 25.9％で最も割合が高く、次いで「３年～５年未満」が 18.3％となっている。

「離職者」では、「１年～３年未満」が 30.4％で最も割合が高く、次いで「６か月～１年未満」が

15.3％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、いずれも「１年～３年未満」の割合が最も高

く、「正規労働者」は 29.5％、「無期契約労働者」は 32.2％、「有期契約労働者」は 31.3％となっ

ている。 

図表 42 通算の介護期間:単数回答（Q15） 
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３か月～６か月未満

６か月～１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～１０年未満
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離職者(n=945)
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図表 43 【離職者】離職時の就業形態別 通算の介護期間:単数回答（Q15） 

    Q15.通算の介護期間             

  合計 １か月

未満 

１か月

～３か

月未満 

３か月

～６か

月未満 

６か月

～１年

未満 

１年～

３年未

満 

３年～

５年未

満 

５年～

１０年

未満 

１０年

以上 

全体 945 80 71 143 145 287 133 46 40 

100.0 8.5 7.5 15.1 15.3 30.4 14.1 4.9 4.2 

正規労働者 596 55 46 105 99 176 73 22 20 

100.0 9.2 7.7 17.6 16.6 29.5 12.2 3.7 3.4 

無期契約労働者 205 13 16 23 28 66 34 14 11 

100.0 6.3 7.8 11.2 13.7 32.2 16.6 6.8 5.4 

有期契約労働者 144 12 9 15 18 45 26 10 9 

100.0 8.3 6.3 10.4 12.5 31.3 18.1 6.9 6.3 
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１０年以上

離職者(n=945)

9.2%

7.7%

17.6%

16.6%

29.5%

12.2%
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（２）手助・介護の主担当 

①排せつの介助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「排せつの介助」について、主に手助・

介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「この手助・介護は行っていない」が 54.5％

で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 16.1％となっている。「無期契約労働者」で

は、「この手助・介護は行っていない」が 58.8％で最も割合が高く、次いで「あなたご自身」が

16.0％となっている。「有期契約労働者」では、「この手助・介護は行っていない」が 59.6％で最

も割合が高く、次いで「あなたご自身」が 15.2％となっている。「離職者」では、「この手助・介

護は行っていない」が 36.1％で最も割合が高く、次いで「あなたご自身」が 34.6％となっている。 

図表 44 手助・介護の主担当：①排せつの介助:単数回答（Q21_1） 

 

②食事の介助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「食事の介助」について、主に手助・介

護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「この手助・介護は行っていない」が 45.4％で

最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 21.3％となっている。「無期契約労働者」では、

「この手助・介護は行っていない」が 51.3％で最も割合が高く、次いで「あなたご自身」が 21.5％

となっている。「有期契約労働者」では、「この手助・介護は行っていない」が 47.5％で最も割合

が高く、次いで「あなたご自身」が 24.0％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 38.3％

で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行っていない」が 28.3％となっている。 
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図表 45 手助・介護の主担当：②食事の介助:単数回答（Q21_2） 

 

③入浴の介助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「入浴の介助」について、主に手助・介

護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「この手助・介護は行っていない」が 39.3％で

最も割合が高く、次いで「介護サービス事業者・施設」が 28.7％となっている。「無期契約労働者」

では、「この手助・介護は行っていない」が 42.8％で最も割合が高く、次いで「介護サービス事業

者・施設」が 26.1％となっている。「有期契約労働者」では、「この手助・介護は行っていない」

が 39.7％で最も割合が高く、次いで「介護サービス事業者・施設」が 34.2％となっている。「離

職者」では、「あなたご自身」が 29.1％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行っていな

い」が 25.9％となっている。 

図表 46 手助・介護の主担当：③入浴の介助:単数回答（Q21_3） 
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④定期的な見守り、声かけ 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「定期的な見守り、声かけ」について、

主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「あなたご自身」が 39.0％で最も

割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 24.0％となっている。「無期契約労働者」では、「あ

なたご自身」が 44.2％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 23.8％となっている。

「有期契約労働者」では、「あなたご自身」が 45.6％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護

は行っていない」が 18.8％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 47.3％で最も割合

が高く、次いで「その他の家族、親族」が 16.3％となっている。 

図表 47 手助・介護の主担当：④定期的な見守り、声かけ:単数回答（Q21_4） 

 

⑤食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「食事の支度や掃除、洗濯などの家事等

の支援」について、主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「あなたご自

身」が 31.3％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 29.7％となっている。「無期

契約労働者」では、「あなたご自身」が 44.9％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」

が 23.8％となっている。「有期契約労働者」では、「あなたご自身」が 40.4％で最も割合が高く、

次いで「その他の家族、親族」が 22.1％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 45.7％

で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 19.2％となっている。 

  

39.0%

44.2%

45.6%

47.3%

24.0%

23.8%

16.9%

16.3%

13.3%

9.8%

15.0%

12.0%

2.2%

2.7%

1.4%

4.1%

1.0%

1.4%

1.0%

2.1%

1.7%

1.4%

1.4%

3.3%

18.9%

16.7%

18.8%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

あなたご自身 その他の家族、親族

介護サービス事業者・施設 地域ボランティア、民生委員・児童委員など

その他 わからない

この手助・介護は行っていない



38 

図表 48 手助・介護の主担当：⑤食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援:単数回答

（Q21_5） 

 

⑥ちょっとした買い物やゴミ出し 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「ちょっとした買い物やゴミ出し」につ

いて、主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「あなたご自身」が 46.8％

で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 23.6％となっている。「無期契約労働者」で

は、「あなたご自身」が 53.5％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 20.4％とな

っている。「有期契約労働者」では、「あなたご自身」が 51.1％で最も割合が高く、次いで「その

他の家族、親族」が 22.8％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 52.5％で最も割合

が高く、次いで「その他の家族、親族」が 16.2％となっている。 

図表 49 手助・介護の主担当：⑥ちょっとした買い物やゴミ出し:単数回答（Q21_6） 
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⑦要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など） 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「要介護者とともに過ごす（外出や旅行、

話相手など）」について、主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「あなた

ご自身」が 36.7％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行っていない」が 24.0％となっ

ている。「無期契約労働者」では、「あなたご自身」が 46.7％で最も割合が高く、次いで「この手

助・介護は行っていない」が 21.5％となっている。「有期契約労働者」では、「あなたご自身」が

44.9％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行っていない」が 22.1％となっている。「離

職者」では、「あなたご自身」が 46.7％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行っていな

い」が 20.2％となっている。 

図表 50 手助・介護の主担当：⑦要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など） 

:単数回答（Q21_7） 

 

⑧金銭の管理 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「金銭の管理」について、主に手助・介

護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「あなたご自身」が 34.9％で最も割合が高く、

次いで「その他の家族、親族」が 30.7％となっている。「無期契約労働者」では、「あなたご自身」

が 35.2％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 30.9％となっている。「有期契約

労働者」では、「あなたご自身」が 38.7％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行ってい

ない」が 29.0％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 44.2％で最も割合が高く、次

いで「その他の家族、親族」が 23.2％となっている。 
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図表 51 手助・介護の主担当：⑧金銭の管理:単数回答（Q21_8） 

 

⑨手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる調整・手続き 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護の役割分担やサービス利用

等にかかわる調整・手続き」について、主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」

では、「あなたご自身」が 34.8％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 27.6％と

なっている。「無期契約労働者」では、「あなたご自身」が 37.3％で最も割合が高く、次いで「そ

の他の家族、親族」が 26.3％となっている。「有期契約労働者」では、「あなたご自身」が 40.4％

で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 27.1％となっている。「離職者」では、「あ

なたご自身」が 45.3％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行っていない」が 20.2％と

なっている。 

図表 52 手助・介護の主担当 

：⑨手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる調整・手続き:単数回答（Q21_9） 
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⑩入退院（入退所）の手続き 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「入退院（入退所）の手続き」について、

主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「あなたご自身」が 35.4％で最も

割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 27.6％となっている。「無期契約労働者」では、「あ

なたご自身」が 37.5％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 29.5％となっている。

「有期契約労働者」では、「あなたご自身」が 42.5％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護

は行っていない」が 27.1％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 44.4％で最も割合

が高く、次いで「この手助・介護は行っていない」が 21.8％となっている。 

図表 53 手助・介護の主担当：⑩入退院（入退所）の手続き:単数回答（Q21_10） 

 

⑪通院（通所）の送迎や外出の手助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「通院（通所）の送迎や外出の手助け」

について、主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「あなたご自身」が 38.3％

で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 25.4％となっている。「無期契約労働者」で

は、「あなたご自身」が 45.8％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 23.3％とな

っている。「有期契約労働者」では、「あなたご自身」が 47.3％で最も割合が高く、次いで「その

他の家族、親族」が 20.7％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 45.5％で最も割合

が高く、次いで「この手助・介護は行っていない」が 19.4％となっている。 
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図表 54 手助・介護の主担当：⑪通院（通所）の送迎や外出の手助:単数回答（Q21_11） 

 

⑫緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「緊急搬送、緊急入院などの急変時の対

応」について、主に手助・介護を担っている人をみると、回答者が最も時間をかけて手助・介護

している家族の「緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応」について、主に手助・介護を担って

いる人をみると、「正規労働者」では、「あなたご自身」が 36.3％で最も割合が高く、次いで「こ

の手助・介護は行っていない」が 26.9％となっている。「無期契約労働者」では、「あなたご自身」

が 38.9％で最も割合が高く、次いで「その他の家族、親族」が 26.8％となっている。「有期契約

労働者」では、「あなたご自身」が 41.6％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行ってい

ない」が 25.4％となっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 43.4％で最も割合が高く、次

いで「この手助・介護は行っていない」が 21.2％となっている。 

図表 55 手助・介護の主担当：⑫緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応:単数回答（Q21_12） 
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⑬関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「関係機関（警察・施設等）からの呼び

出し対応」について、主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働者」では、「この手助・

介護は行っていない」が 37.0％で最も割合が高く、次いで「あなたご自身」が 30.6％となってい

る。「無期契約労働者」では、「この手助・介護は行っていない」が 37.8％で最も割合が高く、次

いで「あなたご自身」が 29.3％となっている。「有期契約労働者」では、「この手助・介護は行っ

ていない」が 36.8％で最も割合が高く、次いで「あなたご自身」が 35.9％となっている。「離職

者」では、「あなたご自身」が 41.2％で最も割合が高く、次いで「この手助・介護は行っていない」

が 27.5％となっている。 

図表 56 手助・介護の主担当：⑬関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応:単数回答

（Q21_13） 

 

⑭終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の立ち会いなど） 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「終末期の対応（緊急入院や容態急変時

の対応、臨終の立ち会いなど）」について、主に手助・介護を担っている人をみると、「正規労働

者」では、「この手助・介護は行っていない」が 41.4％で最も割合が高く、次いで「あなたご自身」

が 27.2％となっている。「無期契約労働者」では、「この手助・介護は行っていない」が 43.0％で

最も割合が高く、次いで「あなたご自身」が 25.6％となっている。「有期契約労働者」では、「こ

の手助・介護は行っていない」が 44.9％で最も割合が高く、次いで「あなたご自身」が 27.8％と

なっている。「離職者」では、「あなたご自身」が 38.2％で最も割合が高く、次いで「この手助・

介護は行っていない」が 29.8％となっている。  
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図表 57 手助・介護の主担当 

：⑭終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の立ち会いなど）:単数回答（Q21_14） 

 
 

（３）回答者の手助・介護の頻度 

①手助・介護全体 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護全体」について、回答者が

どの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「ほぼ毎日」が 40.3％

で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 24.6％となっている。「無期契約労働者」では、「ほ

ぼ毎日」が 46.9％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 21.9％となっている。「有期契

約労働者」では、「ほぼ毎日」が 45.7％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 17.7％と

なっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 58.0％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」

が 22.4％となっている。 

図表 58 あなたの手助・介護の頻度：①手助・介護全体:単数回答（Q22_1） 
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②排せつの介助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「排せつの介助」について、回答者がど

の程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「ほぼ毎日」が 59.0％

で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 27.5％となっている。「無期契約労働者」では、「ほ

ぼ毎日」が 68.6％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 21.4％となっている。「有期契

約労働者」では、「ほぼ毎日」が 79.7％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 15.6％と

なっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 68.8％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」

が 23.5％となっている。 

図表 59 あなたの手助・介護の頻度：②排せつの介助:単数回答（Q22_2） 

 

③食事の介助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「食事の介助」について、回答者がどの

程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「ほぼ毎日」が 62.8％で

最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 22.7％となっている。「無期契約労働者」では、「ほ

ぼ毎日」が 67.0％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 22.3％となっている。「有期契

約労働者」では、「ほぼ毎日」が 72.3％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 14.9％と

なっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 70.4％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」

が 22.9％となっている。 

図表 60 あなたの手助・介護の頻度：③食事の介助:単数回答（Q22_3） 
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④入浴の介助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「入浴の介助」について、回答者がどの

程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「ほぼ毎日」が 42.5％で

最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 33.9％となっている。「無期契約労働者」では、「ほ

ぼ毎日」が 42.1％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 34.2％となっている。「有期契

約労働者」では、「ほぼ毎日」が 51.7％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 24.1％と

なっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 52.4％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」

が 35.6％となっている。 

図表 61 あなたの手助・介護の頻度：④入浴の介助:単数回答（Q22_4） 

 
 

⑤定期的な見守り、声かけ 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「定期的な見守り、声かけ」について、

回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「ほぼ毎日」

が 63.0％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 19.0％となっている。「無期契約労働者」

では、「ほぼ毎日」が 73.6％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 15.5％となっている。

「有期契約労働者」では、「ほぼ毎日」が 72.9％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が

12.5％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 71.1％で最も割合が高く、次いで「週に２

～４日」が 20.1％となっている。 

図表 62 あなたの手助・介護の頻度：⑤定期的な見守り、声かけ:単数回答（Q22_5） 
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⑥食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「食事の支度や掃除、洗濯などの家事等

の支援」について、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」

では、「ほぼ毎日」が 58.0％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 25.3％となっている。

「無期契約労働者」では、「ほぼ毎日」が 65.3％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が

23.0％となっている。「有期契約労働者」では、「ほぼ毎日」が 69.4％で最も割合が高く、次いで

「週に２～４日」が 18.2％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 65.0％で最も割合が高

く、次いで「週に２～４日」が 22.9％となっている。 

図表 63 あなたの手助・介護の頻度：⑥食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援:単数回答

（Q22_6） 

 

⑦ちょっとした買い物やゴミ出し 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「ちょっとした買い物やゴミ出し」につ

いて、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「週

に２～４日」が 35.6％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 34.9％となっている。「無期契

約労働者」では、「ほぼ毎日」が 38.9％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 37.6％と

なっている。「有期契約労働者」では、「ほぼ毎日」が 41.4％で最も割合が高く、次いで「週に２

～４日」が 32.6％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 49.4％で最も割合が高く、次い

で「週に２～４日」が 35.7％となっている。 

図表 64 あなたの手助・介護の頻度：⑦ちょっとした買い物やゴミ出し:単数回答（Q22_7） 
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⑧要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など） 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「要介護者とともに過ごす（外出や旅行、

話相手など）」について、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規

労働者」では、「ほぼ毎日」が 42.1％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 21.3％とな

っている。「無期契約労働者」では、「ほぼ毎日」が 49.5％で最も割合が高く、次いで「週に２～

４日」が 20.6％となっている。「有期契約労働者」では、「ほぼ毎日」が 48.1％で最も割合が高く、

次いで「週に２～４日」が 16.4％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 57.8％で最も割

合が高く、次いで「週に２～４日」が 22.7％となっている。 

図表 65 あなたの手助・介護の頻度：⑧要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など）:

単数回答（Q22_8） 

 

⑨金銭の管理 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「金銭の管理」について、回答者がどの

程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「ほぼ毎日」が 43.8％で

最も割合が高く、次いで「月に１～３日」が 19.6％となっている。「無期契約労働者」では、「ほ

ぼ毎日」が 50.6％で最も割合が高く、次いで「月に１～３日」が 20.1％となっている。「有期契

約労働者」では、「ほぼ毎日」が 47.2％で最も割合が高く、次いで「月に１～３日」が 19.6％と

なっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 58.1％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」

が 17.7％となっている。 

図表 66 あなたの手助・介護の頻度：⑨金銭の管理:単数回答（Q22_9） 
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⑩手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる調整・手続き 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護の役割分担やサービス利用

等にかかわる調整・手続き」について、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかを

みると、「正規労働者」では、「月に１～３日」が 29.6％で最も割合が高く、次いで「その他」が

25.0％となっている。「無期契約労働者」では、「月に１～３日」が 30.7％で最も割合が高く、次

いで「その他」が 27.0％となっている。「有期契約労働者」では、「その他」が 32.4％で最も割合

が高く、次いで「月に１～３日」が 29.4％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 42.1％

で最も割合が高く、次いで「月に１～３日」が 17.8％となっている。 

図表 67 あなたの手助・介護の頻度 

：⑩手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる調整・手続き:単数回答（Q22_10） 

 

⑪入退院（入退所）の手続き 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「入退院（入退所）の手続き」について、

回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「その他」

が 55.8％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 15.8％となっている。「無期契約労働者」で

は、「その他」が 62.8％で最も割合が高く、次いで「月に１～３日」が 17.7％となっている。「有

期契約労働者」では、「その他」が 68.7％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 16.2％とな

っている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 32.6％で最も割合が高く、次いで「その他」が 31.4％

となっている。 

図表 68 あなたの手助・介護の頻度：⑪入退院（入退所）の手続き:単数回答（Q22_11） 
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⑫通院（通所）の送迎や外出の手助 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「通院（通所）の送迎や外出の手助」に

ついて、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」では、「月

に１～３日」が 35.1％で最も割合が高く、次いで「その他」が 21.2％となっている。「無期契約

労働者」では、「月に１～３日」が 34.5％で最も割合が高く、次いで「週に２～４日」が 23.0％

となっている。「有期契約労働者」では、「月に１～３日」が 36.2％で最も割合が高く、次いで「そ

の他」が 25.1％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 34.7％で最も割合が高く、次いで

「月に１～３日」が 22.6％となっている。 

図表 69 あなたの手助・介護の頻度：⑫通院（通所）の送迎や外出の手助:単数回答（Q22_12） 

 

⑬緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「緊急搬送、緊急入院などの急変時の対

応」について、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働者」で

は、「その他」が 60.8％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 17.3％となっている。「無期契

約労働者」では、「その他」が 72.4％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 10.0％となって

いる。「有期契約労働者」では、「その他」が 73.7％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 17.1％

となっている。「離職者」では、「その他」が 38.3％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 35.1％

となっている。 

図表 70 あなたの手助・介護の頻度：⑬緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応:単数回答

（Q22_13） 
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⑭関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「関係機関（警察・施設等）からの呼び

出し対応」について、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているかをみると、「正規労働

者」では、「その他」が 52.9％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 18.6％となっている。

「無期契約労働者」では、「その他」が 59.4％で最も割合が高く、次いで「月に１～３日」が 16.4％

となっている。「有期契約労働者」では、「その他」が 66.2％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎

日」が 19.2％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 35.2％で最も割合が高く、次いで「そ

の他」が 32.9％となっている。 

図表 71 あなたの手助・介護の頻度：⑭関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応:単数回

答（Q22_14） 

 

⑮終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の立ち会いなど） 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「終末期の対応（緊急入院や容態急変時

の対応、臨終の立ち会いなど）」について、回答者がどの程度の頻度で手助・介護を行っているか

をみると、「正規労働者」では、「その他」が 56.7％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎日」が 19.0％

となっている。「無期契約労働者」では、「その他」が 67.9％で最も割合が高く、次いで「ほぼ毎

日」が 11.6％となっている。「有期契約労働者」では、「その他」が 66.7％で最も割合が高く、次

いで「ほぼ毎日」が 23.9％となっている。「離職者」では、「ほぼ毎日」が 39.9％で最も割合が高

く、次いで「その他」が 32.7％となっている。 

図表 72 あなたの手助・介護の頻度 

：⑮終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の立ち会いなど）:単数回答（Q22_15） 
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（４）手助・介護に関わる費用で負担しているもの 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の手助・介護に関わる費用のうち回答者が

負担しているものをみると、「正規労働者」では、「負担していない（被介護者本人などが負担し

ている）」が 38.3％で最も割合が高く、次いで「生活費」が 35.3％となっている。「無期契約労働

者」では、「負担していない（被介護者本人などが負担している）」が 48.1％で最も割合が高く、

次いで「生活費」が 30.4％となっている。「有期契約労働者」では、「負担していない（被介護者

本人などが負担している）」が 54.6％で最も割合が高く、次いで「生活費」が 23.0％となってい

る。「離職者」では、「施設・病院の利用料」が 36.0％で最も割合が高く、次いで「負担していな

い（被介護者本人などが負担している）」が 33.2％となっている。 

図表 73 手助・介護に関わる費用で負担しているもの:複数回答（Q23） 
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（５）平均的な１日の時間数 

平均的な１日の時間数の平日について、「①手助・介護に要した時間」の平均をみると、正規労

働者は 1.8 時間、無期契約労働者は 2.2 時間、有期契約労働者は 2.3 時間、離職者は 3.2 時間と

なっている。「②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間」の平均をみると、正規労働者

は 0.7 時間、無期契約労働者は 0.7 時間、有期契約労働者は 0.7 時間、離職者は 1.0 時間となっ

ている。「③休息時間・回答者自身の時間」の平均をみると、正規労働者は 2.7時間、無期契約労

働者は 3.5時間、有期契約労働者は 3.5時間、離職者は 2.7時間となっている。「④就労時間」の

平均をみると、正規労働者は 7.1 時間、無期契約労働者は 5.5時間、有期契約労働者は 5.5時間、

離職者は 4.7時間となっている。「⑤睡眠時間」の平均をみると、正規労働者は 5.6時間、無期契

約労働者は 5.8時間、有期契約労働者は 5.8時間、離職者は 5.5時間となっている。 

平均的な１日の時間数の休日について、「①手助・介護に要した時間」の平均をみると、正規労

働者は 2.9 時間、無期契約労働者は 3.1 時間、有期契約労働者は 3.1 時間、離職者は 3.9 時間と

なっている。「②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間」の平均をみると、正規労働者

は 0.9 時間、無期契約労働者は 0.7 時間、有期契約労働者は 0.8 時間、離職者は 1.1 時間となっ

ている。「③休息時間・回答者自身の時間」の平均をみると、正規労働者は 5.0時間、無期契約労

働者は 5.2時間、有期契約労働者は 5.5時間、離職者は 3.7時間となっている。「④睡眠時間」の

平均をみると、正規労働者は 6.1 時間、無期契約労働者は 6.2時間、有期契約労働者は 6.0時間、

離職者は 5.8時間となっている。 

図表 74 平均的な１日の時間数：平均値:数値回答（Q24） 

【平日】 

①手助・介護に要した時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 1.8 24.0 0.0 1.0 

無期契約労働者 437 2.2 17.0 0.0 1.5 

有期契約労働者 421 2.3 24.0 0.0 1.0 

離職者 945 3.2 24.0 0.0 2.0 

②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 0.7 11.0 0.0 0.3 

無期契約労働者 437 0.7 11.0 0.0 0.5 

有期契約労働者 421 0.7 10.0 0.0 0.1 

離職者 945 1.0 8.0 0.0 1.0 

③休息時間・回答者自身の時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 2.7 20.0 0.0 2.0 

無期契約労働者 437 3.5 14.0 0.0 3.0 

有期契約労働者 421 3.5 14.0 0.0 3.0 

離職者 945 2.7 19.0 0.0 2.0 
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④就労時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 7.1 18.0 0.0 8.0 

無期契約労働者 437 5.5 14.0 0.0 6.0 

有期契約労働者 421 5.5 17.0 0.0 6.0 

離職者 945 4.7 18.0 0.0 5.0 

⑤睡眠時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 5.6 12.0 0.0 6.0 

無期契約労働者 437 5.8 24.0 0.0 6.0 

有期契約労働者 421 5.8 23.5 0.0 6.0 

離職者 945 5.5 24.0 0.0 6.0 

 

【休日】 

①手助・介護に要した時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 2.9 24.0 0.0 2.0 

無期契約労働者 437 3.1 20.0 0.0 2.0 

有期契約労働者 421 3.1 24.0 0.0 2.0 

離職者 945 3.9 24.0 0.0 3.0 

②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 0.9 24.0 0.0 1.0 

無期契約労働者 437 0.7 8.0 0.0 0.5 

有期契約労働者 421 0.8 12.0 0.0 0.1 

離職者 945 1.1 8.0 0.0 1.0 

③休息時間・回答者自身の時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 5.0 22.0 0.0 4.0 

無期契約労働者 437 5.2 18.0 0.0 4.0 

有期契約労働者 421 5.5 20.0 0.0 4.0 

離職者 945 3.7 20.0 0.0 3.0 

④睡眠時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 1755 6.1 21.0 0.0 6.0 

無期契約労働者 437 6.2 24.0 0.0 6.0 

有期契約労働者 421 6.0 16.5 0.0 6.0 

離職者 945 5.8 24.0 0.0 6.0 

 

図表 75 【離職者】離職時の就業形態別 平均的な１日の時間数:数値回答（Q24） 

【平日】 

①手助・介護に要した時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 3.0 24.0 0.0 2.0 

無期契約労働者 205 3.4 20.0 0.0 3.0 

有期契約労働者 144 3.8 24.0 0.0 3.0 
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②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 1.0 8.0 0.0 1.0 

無期契約労働者 205 0.8 4.0 0.0 1.0 

有期契約労働者 144 1.0 8.0 0.0 1.0 

③休息時間・回答者自身の時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 2.4 19.0 0.0 2.0 

無期契約労働者 205 3.2 17.0 0.0 2.0 

有期契約労働者 144 3.0 13.0 0.0 2.0 

④就労時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 5.2 18.0 0.0 6.0 

無期契約労働者 205 4.0 12.9 0.0 4.0 

有期契約労働者 144 4.0 14.0 0.0 4.8 

⑤睡眠時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 5.3 24.0 0.0 6.0 

無期契約労働者 205 5.6 8.0 0.0 6.0 

有期契約労働者 144 6.0 11.0 0.0 6.0 

 

【休日】 

①手助・介護に要した時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 3.8 24.0 0.0 3.0 

無期契約労働者 205 4.1 20.0 0.0 3.0 

有期契約労働者 144 4.3 24.0 0.0 3.0 

②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 1.2 8.0 0.0 1.0 

無期契約労働者 205 0.9 8.0 0.0 1.0 

有期契約労働者 144 1.1 8.0 0.0 1.0 

③休息時間・回答者自身の時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 3.5 20.0 0.0 2.0 

無期契約労働者 205 4.3 18.0 0.0 3.0 

有期契約労働者 144 3.9 18.0 0.0 3.0 

④睡眠時間 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 596 5.8 24.0 0.0 6.0 

無期契約労働者 205 5.8 9.0 0.0 6.0 

有期契約労働者 144 6.1 11.0 0.0 6.0 
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５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先 

※「５．仕事と介護の両立に関する制度、相談先」は、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契

約労働者」「離職者」を対象とした設問。 

※離職者は断りが無い限り、「手助・介護」を理由に離職した当時の状況。 

（１）仕事と介護の両立に関する制度等の認知状況等 

①知っていること 

仕事と介護の両立に関する制度等の認知状況等について「知っていること」をみると、「正規労

働者」では、「介護保険制度、障害福祉サービスの仕組み、利用方法」が 39.1％で最も割合が高く、

次いで「介護休業制度の内容」が 38.2％となっている。「無期契約労働者」では、「どれも知らな

い」が 39.4％で最も割合が高く、次いで「介護保険制度、障害福祉サービスの仕組み、利用方法」

が 38.7％となっている。「有期契約労働者」では、「どれも知らない」が 40.4％で最も割合が高く、

次いで「地域の相談窓口」が 37.5％となっている。「離職者」では、「介護休業制度の内容」が 45.6％

で最も割合が高く、次いで「介護保険制度、障害福祉サービスの仕組み、利用方法」が 37.1％と

なっている。 

図表 76 仕事と介護の両立に関する制度等の認知状況等 

①知っていること:複数回答（Q25_1） 

 

38.2%

32.4%

27.6%

39.1%

36.9%

34.2%

17.3%

37.6%

22.4%

32.4%

23.6%

17.6%

16.5%

38.7%

37.3%

32.7%

17.4%

37.5%

17.4%

39.4%

23.3%

19.7%

17.8%

34.0%

35.6%

35.9%

14.0%

37.5%

14.3%

40.4%

45.6%

31.9%

29.4%

37.1%

34.7%

34.5%

22.6%

33.2%

18.6%

29.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護休業制度の内容

介護休暇制度の内容

介護休業給付金の内容

介護保険制度、障害福祉サービスの仕組み、利用方法

介護保険サービス、障害福祉サービスの種類や内容

介護保険料や介護サービス、障害福祉サービスを利用

するための費用

地域のサロン等の活動内容、利用方法

地域の相談窓口

勤務先での相談先

どれも知らない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)



57 

正規従業員について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、「そう思う」「まあそう

思う」を合わせた相談しやすいと思っている方が、各種制度等について、知っていると回答した

割合が高くなっている。 

正規従業員について、何人目の手助・介護か別にみると、「１人目」の方が「どれも知らない」

の割合が高くなっている。 

図表 77 【正規従業員】介護についての職場の相談しやすさ別 

仕事と介護の両立に関する制度等の認知状況等①知っていること:複数回答（Q25_1） 

      

Q25_1.介護に直面する前に知っておいた方が良かったこと：①知っている

こと 

  
 

合計 介
護
休
業
制
度
の
内
容 

介
護
休
暇
制
度
の
内
容 

介
護
休
業
給
付
金
の
内
容 

介
護
保
険
制
度
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
仕
組
み
、
利
用
方
法 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
や
内
容 

介
護
保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
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、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
費
用 

地
域
の
サ
ロ
ン
等
の
活
動
内
容
、
利
用

方
法 

地
域
の
相
談
窓
口 

勤
務
先
で
の
相
談
先 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

  全体 1755 671 569 485 687 647 601 304 660 393 568 

  100.0 38.2 32.4 27.6 39.1 36.9 34.2 17.3 37.6 22.4 32.4 

Q29.介護に

ついて職場

の相談しや

すさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

875 398 342 286 396 368 328 184 357 257 213 

100.0 45.5 39.1 32.7 45.3 42.1 37.5 21.0 40.8 29.4 24.3 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

785 260 218 193 276 264 258 113 287 131 288 

100.0 33.1 27.8 24.6 35.2 33.6 32.9 14.4 36.6 16.7 36.7 

わからない 95 13 9 6 15 15 15 7 16 5 67 

100.0 13.7 9.5 6.3 15.8 15.8 15.8 7.4 16.8 5.3 70.5 

図表 78 【正規従業員】何人目の手助・介護か別 

仕事と介護の両立に関する制度の認知状況等①知っていること:複数回答（Q25_1） 

      

Q25_1.介護に直面する前に知っておいた方が良かったこと：①知ってい

ること 

  
 

合計 介
護
休
業
制
度
の
内
容 

介
護
休
暇
制
度
の
内
容 

介
護
休
業
給
付
金
の
内
容 

介
護
保
険
制
度
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
仕
組
み
、
利
用
方
法 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
や
内
容 

介
護
保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
費
用 

地
域
の
サ
ロ
ン
等
の
活
動
内
容
、
利
用

方
法 

地
域
の
相
談
窓
口 

勤
務
先
で
の
相
談
先 

ど
れ
も
知
ら
な
い 

  全体 1755 671 569 485 687 647 601 304 660 393 568 

  100.0 38.2 32.4 27.6 39.1 36.9 34.2 17.3 37.6 22.4 32.4 

Q13.手助・介

護している家

族は、何人目

の手助・介護

か 

１人目 1340 489 413 339 479 443 407 200 458 284 468 

100.0 36.5 30.8 25.3 35.7 33.1 30.4 14.9 34.2 21.2 34.9 

２人目以

上 
415 182 156 146 208 204 194 104 202 109 100 

100.0 43.9 37.6 35.2 50.1 49.2 46.7 25.1 48.7 26.3 24.1 
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②介護に直面する前に知っておいた方が良かったこと 

仕事と介護の両立に関する制度等の認知状況等について「介護に直面する前に知っておいた方

が良かったこと」をみると、「正規労働者」では、「特にない」が 43.0％で最も割合が高く、次い

で「介護保険制度、障害福祉サービスの仕組み、利用方法」が 23.9％となっている。「無期契約労

働者」では、「特にない」が 49.0％で最も割合が高く、次いで「介護保険制度、障害福祉サービス

の仕組み、利用方法」が 26.8％となっている。「有期契約労働者」では、「特にない」が 52.5％で

最も割合が高く、次いで「地域の相談窓口」が 23.0％となっている。「離職者」では、「特にない」

が 35.6％で最も割合が高く、次いで「介護休業制度の内容」が 32.7％となっている。 

図表 79  仕事と介護の両立に関する制度の認知状況等 

②介護に直面する前に知っておいた方が良かったこと:複数回答（Q25_2） 
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（２）「手助・介護」に関する相談の状況 

①相談した人・機関 

「手助・介護」に関する相談の状況について「相談した人・機関」をみると、「正規労働者」で

は、「家族・親族」が 48.4％で最も割合が高く、次いで「ケアマネジャー」が 36.5％となってい

る。「無期契約労働者」では、「家族・親族」が 53.8％で最も割合が高く、次いで「ケアマネジャ

ー」が 39.8％となっている。「有期契約労働者」では、「家族・親族」が 47.0％で最も割合が高く、

次いで「ケアマネジャー」が 44.9％となっている。「離職者」では、「家族・親族」が 44.4％で最

も割合が高く、次いで「「手助・介護」が必要な本人」が 33.5％となっている。 

図表 80 「手助・介護」に関する相談の状況：①相談した人・機関:複数回答（Q26_1） 

 
 
 
 
 
 

27.9%

48.4%

17.8%

16.1%

17.7%

20.6%

20.9%

36.5%

8.9%

15.2%

4.3%

1.8%

0.5%

7.2%

16.7%

25.6%

53.8%

17.6%

10.8%

14.9%

23.6%

24.3%

39.8%

10.1%

18.1%

3.7%

1.4%

1.6%

6.9%

15.1%

24.7%

47.0%

22.1%

10.5%

13.1%

18.3%

25.4%

44.9%

9.7%

17.3%

3.1%

1.0%

1.0%

6.7%

15.2%

33.5%

44.4%

23.3%

18.5%

16.2%

22.0%

21.1%

29.5%

9.2%

14.4%

4.1%

3.2%

0.6%

4.7%

21.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「手助・介護」が必要な本人

家族・親族

友人・知人

勤務先

自治体

病院の医療ソーシャルワーカー（ＭＳＷ）や看護師

地域包括支援センター

ケアマネジャー

相談支援専門員

介護サービス事業者、障害福祉サービス事業者

民生委員・児童委員

ボランティア

その他の窓口

誰にも相談していない

あてはまるものはない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)



60 

②相談した中で最も助けられた人・機関 

「手助・介護」に関する相談の状況について「相談した中で最も助けられた人・機関」をみる

と、「正規労働者」では、「家族・親族」が 22.5％で最も割合が高く、次いで「ケアマネジャー」

が 20.2％となっている。「無期契約労働者」では、「家族・親族」が 26.5％で最も割合が高く、次

いで「ケアマネジャー」が 20.8％となっている。「有期契約労働者」では、「ケアマネジャー」が

26.4％で最も割合が高く、次いで「家族・親族」が 20.2％となっている。「離職者」では、「あて

はまるものはない」が 21.6％で最も割合が高く、次いで「家族・親族」が 19.6％となっている。 

図表 81 「手助・介護」に関する相談の状況 

：②相談した中で最も助けられた人・機関:単数回答（Q26_2） 
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③回答者自身の悩み等を相談した人・機関 

「手助・介護」に関する相談の状況について「回答者自身の悩み等を相談した人・機関」をみ

ると、「正規労働者」では、「あてはまるものはない」が 31.7％で最も割合が高く、次いで「家族・

親族」が 26.8％となっている。「無期契約労働者」では、「家族・親族」が 30.7％で最も割合が高

く、次いで「あてはまるものはない」が 28.4％となっている。「有期契約労働者」では、「あては

まるものはない」が 30.4％で最も割合が高く、次いで「家族・親族」が 24.9％となっている。「離

職者」では、「あてはまるものはない」が 29.3％で最も割合が高く、次いで「家族・親族」が 27.8％

となっている。 

図表 82 相談した中で最も助けられた人・機関 

：③回答者自身の悩み等を相談した人・機関:複数回答（Q26_3） 
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④知っているが、相談したことがない人・機関 

「手助・介護」に関する相談の状況について「知っているが、相談したことがない人・機関」を

みると、「正規労働者」では、「あてはまるものはない」が 52.8％で最も割合が高く、次いで「民

生委員・児童委員」が 12.4％となっている。「無期契約労働者」では、「あてはまるものはない」

が 51.9％で最も割合が高く、次いで「民生委員・児童委員」が 16.5％となっている。「有期契約

労働者」では、「あてはまるものはない」が 51.1％で最も割合が高く、次いで「民生委員・児童委

員」が 17.1％となっている。「離職者」では、「あてはまるものはない」が 47.9％で最も割合が高

く、次いで「家族・親族」が 14.0％となっている。 

図表 83 相談した中で最も助けられた人・機関 

：④知っているが、相談したことがない人・機関:複数回答（Q26_4） 
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⑤知らない人・機関 

「手助・介護」に関する相談の状況について「知らない人・機関」をみると、「正規労働者」で

は、「あてはまるものはない」が 61.1％で最も割合が高く、次いで「ボランティア」が 9.2％とな

っている。「無期契約労働者」では、「あてはまるものはない」が 61.6％で最も割合が高く、次い

で「ボランティア」が 14.6％となっている。「有期契約労働者」では、「あてはまるものはない」

が 62.0％で最も割合が高く、次いで「ボランティア」が 15.4％となっている。「離職者」では、

「あてはまるものはない」が 54.8％で最も割合が高く、次いで「ボランティア」が 10.1％となっ

ている。 

図表 84 相談した中で最も助けられた人・機関：⑤知らない人・機関:複数回答（Q26_5） 
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⑥介護に直面する前に知っておいた方がよいと思う人・機関 

「手助・介護」に関する相談の状況について「介護に直面する前に知っておいた方がよいと思

う人・機関」をみると、「正規労働者」では、「あてはまるものはない」が 48.6％で最も割合が高

く、次いで「ケアマネジャー」が 18.6％となっている。「無期契約労働者」では、「あてはまるも

のはない」が 48.1％で最も割合が高く、次いで「地域包括支援センター」が 20.8％となっている。

「有期契約労働者」では、「あてはまるものはない」が 43.0％で最も割合が高く、次いで「ケアマ

ネジャー」が 24.9％となっている。「離職者」では、「あてはまるものはない」が 42.8％で最も割

合が高く、次いで「ケアマネジャー」が 17.0％となっている。 

図表 85 相談した中で最も助けられた人・機関 

：⑥介護に直面する前に知っておいた方がよいと思う人・機関:複数回答（Q26_6） 
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（３）ケアマネジャーへの自身の仕事と介護の両立についての相談状況 

ケアマネジャーに自分自身の仕事と介護の両立について相談したか、また、相談した際、ケア

マネジャーから仕事と介護の両立について配慮やアドバイスはあったかをみると、「正規労働者」

では、「相談し、ケアマネジャーに仕事と介護の両立について配慮やアドバイスをしてもらった」

が 44.6％で最も割合が高く、次いで「仕事と介護の両立について相談できると思っていなかった

ので、相談しなかった」が 22.9％となっている。「無期契約労働者」では、「相談し、ケアマネジ

ャーに仕事と介護の両立について配慮やアドバイスをしてもらった」が 32.2％で最も割合が高く、

次いで「仕事と介護の両立について相談できると思っていなかったので、相談しなかった」が

31.6％となっている。「有期契約労働者」では、「相談し、ケアマネジャーに仕事と介護の両立に

ついて配慮やアドバイスをしてもらった」が 42.9％で最も割合が高く、次いで「仕事と介護の両

立について相談できると知っていたが相談しなかった、または知っていたとしても相談しなかっ

た」が 25.9％となっている。「離職者」では、「相談し、ケアマネジャーに仕事と介護の両立につ

いて配慮やアドバイスをしてもらった」が 45.2％で最も割合が高く、次いで「仕事と介護の両立

について相談できると思っていなかったので、相談しなかった」が 25.8％となっている。 

図表 86 ケアマネジャーへの自身の仕事と介護の両立についての相談状況:単数回答（Q27） 
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（４）勤務先での支援制度の説明状況 

①介護休業等の両立支援制度の内容や申出方法 

勤務先での支援制度の説明状況について、「介護休業等の両立支援制度の内容や申出方法」をみ

ると、説明を受けたことが「ある」と回答した割合は、「正規労働者」では 29.3％、「無期契約労

働者」13.0％、「有期契約労働者」では 13.8％、「離職者」では 38.3％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「ある」、「無

期契約労働者」「有期契約労働者」は「ない」の割合が高くなっている。 

図表 87 勤務先での支援制度の説明状況：①介護休業等の両立支援制度の内容や申出方法 

:単数回答（Q28_1） 

 

図表 88 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先での支援制度の説明状況：①介護休業等の両立支援制度の内容や申出方法 

:単数回答（Q28_1） 

    

Q28_1.勤務先での支援制度の説明状況：①介護休

業等の両立支援制度の内容や申出方法 

  合計 ある ない 

全体 945 362 583 

100.0 38.3 61.7 

正規労働者 596 284 312 

100.0 47.7 52.3 

無期契約労働者 205 51 154 

100.0 24.9 75.1 

有期契約労働者 144 27 117 

100.0 18.8 81.3 
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②介護休業等の両立支援制度の利用方法 

勤務先での支援制度の説明状況について、「介護休業等の両立支援制度の利用方法」をみると、

説明を受けたことが「ある」と回答した割合は、「正規労働者」では 24.1％、「無期契約労働者」

では 12.1％、「有期契約労働者」では 12.6％、「離職者」では 32.6％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「ある」、「無

期契約労働者」「有期契約労働者」は「ない」の割合が高くなっている。 

図表 89 勤務先での支援制度の説明状況：②介護休業等の両立支援制度の利用方法:単数回答

（Q28_2） 

 

図表 90 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先での支援制度の説明状況：②介護休業等の両立支援制度の利用方法:単数回答（Q28_2） 

    

Q28_2.勤務先での支援制度の説明状況：

②介護休業等の両立支援制度の利用方法 

  合計 ある ない 

全体 945 308 637 

100.0 32.6 67.4 

正規労働者 596 228 368 

100.0 38.3 61.7 

無期契約労働者 205 51 154 

100.0 24.9 75.1 

有期契約労働者 144 29 115 

100.0 20.1 79.9 
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③介護休業給付金の内容 

勤務先での支援制度の説明状況について、「介護休業給付金の内容」をみると、説明を受けたこ

とが「ある」と回答した割合は、「正規労働者」では 23.4％、「無期契約労働者」では 13.3％、「有

期契約労働者」では 10.9％、「離職者」では 31.4％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「ある」、「無

期契約労働者」「有期契約労働者」は「ない」の割合が高くなっている。 

図表 91 勤務先での支援制度の説明状況：③介護休業給付金の内容:単数回答（Q28_3） 

 

図表 92 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先での支援制度の説明状況：③介護休業給付金の内容:単数回答（Q28_3） 

    

Q28_3.勤務先での支援制度の説明状況：③介

護休業給付金の内容 

  合計 ある ない 

全体 945 297 648 

100.0 31.4 68.6 

正規労働者 596 229 367 

100.0 38.4 61.6 

無期契約労働者 205 42 163 

100.0 20.5 79.5 

有期契約労働者 144 26 118 

100.0 18.1 81.9 
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④介護保険制度の仕組み、認定手続き・利用方法 

勤務先での支援制度の説明状況について、「介護保険制度の仕組み、認定手続き・利用方法」を

みると、説明を受けたことが「ある」と回答した割合は、「正規労働者」では 26.8％、「無期契約

労働者」では 18.1％、「有期契約労働者」では 16.9％、「離職者」では 32.1％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「ある」、「無

期契約労働者」「有期契約労働者」は「ない」の割合が高くなっている。 

図表 93 勤務先での支援制度の説明状況：④介護保険制度の仕組み、認定手続き・利用方法:単

数回答（Q28_4） 

 

図表 94 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先での支援制度の説明状況：④介護保険制度の仕組み、認定手続き・利用方法:単数回答

（Q28_4） 

    

Q28_4.勤務先での支援制度の説明状況：④介護保

険制度の仕組み、認定手続き・利用方法 

  合計 ある ない 

全体 945 303 642 

100.0 32.1 67.9 

正規労働者 596 221 375 

100.0 37.1 62.9 

無期契約労働者 205 50 155 

100.0 24.4 75.6 

有期契約労働者 144 32 112 

100.0 22.2 77.8 
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⑤障害福祉サービスの仕組み、手続き・利用方法 

勤務先での支援制度の説明状況について、「障害福祉サービスの仕組み、手続き・利用方法」を

みると、説明を受けたことが「ある」と回答した割合は、「正規労働者」では 23.6％、「無期契約

労働者」では 16.7％、「有期契約労働者」では 17.3％、「離職者」では 34.1％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「ある」、「無

期契約労働者」「有期契約労働者」は「ない」の割合が高くなっている。 

図表 95 勤務先での支援制度の説明状況：⑤障害福祉サービスの仕組み、手続き・利用方法 

:単数回答（Q28_5） 

 

図表 96 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先での支援制度の説明状況：⑤障害福祉サービスの仕組み、手続き・利用方法 

:単数回答（Q28_5） 

    

Q28_5.勤務先での支援制度の説明状況：⑤障害

福祉サービスの仕組み、手続き・利用方法 

  合計 ある ない 

全体 945 322 623 

100.0 34.1 65.9 

正規労働者 596 237 359 

100.0 39.8 60.2 

無期契約労働者 205 53 152 

100.0 25.9 74.1 

有期契約労働者 144 32 112 

100.0 22.2 77.8 

 
  

23.6%

16.7%

17.3%

34.1%

76.4%

83.3%

82.7%

65.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

ある ない
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⑥介護が必要となった場合に相談すべき地域の相談窓口 

勤務先での支援制度の説明状況について、「介護が必要となった場合に相談すべき地域の相談窓

口」をみると、説明を受けたことが「ある」と回答した割合は、「正規労働者」では 27.3％、「無

期契約労働者」では 17.8％、「有期契約労働者」では 19.2％、「離職者」では 35.3％となってい

る。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「ある」、「無

期契約労働者」「有期契約労働者」は「ない」の割合が高くなっている。 

図表 97 勤務先での支援制度の説明状況：⑥介護が必要となった場合に相談すべき地域の相談

窓口:単数回答（Q28_6） 

 

図表 98 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先での支援制度の説明状況：⑥介護が必要となった場合に相談すべき地域の相談窓口 

:単数回答（Q28_6） 

    

Q28_6.勤務先での支援制度の説明状況：⑥介護が

必要となった場合に相談すべき地域の相談窓口 

  合計 ある ない 

全体 945 334 611 

100.0 35.3 64.7 

正規労働者 596 233 363 

100.0 39.1 60.9 

無期契約労働者 205 60 145 

100.0 29.3 70.7 

有期契約労働者 144 41 103 

100.0 28.5 71.5 

 
  

27.3%

17.8%

19.2%

35.3%

72.7%

82.2%

80.8%

64.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

ある ない
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（５）介護について職場の相談しやすさ 

介護のことについて、上司や同僚に話したり、相談したりすることができる雰囲気が職場にあ

ると思うかをみると、「正規労働者」では「そう思う」が 12.3％、「まあそう思う」が 37.5％、「無

期契約労働者」では「そう思う」が 10.8％、「まあそう思う」が 34.3％、「有期契約労働者」では

「そう思う」が 10.2％、「まあそう思う」が 28.7％、「離職者」では「そう思う」が 18.8％、まあ

そう思う」が 31.0％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「そう思う」、

「無期契約労働者」「有期契約労働者」は「そう思わない」の割合が高くなっている。 

図表 99 介護について職場の相談しやすさ:単数回答（Q29） 

 

図表 100 【離職者】離職時の就業形態別 介護について職場の相談しやすさ:単数回答（Q29） 

    Q29.介護について職場の相談しやすさ 

  合計 そう思う まあそう思

う 

あまりそう

思わない 

そう思わな

い 

わからない 

全体 945 178 293 196 175 103 

100.0 18.8 31.0 20.7 18.5 10.9 

正規労働者 596 142 195 106 86 67 

100.0 23.8 32.7 17.8 14.4 11.2 

無期契約労働者 205 21 59 52 56 17 

100.0 10.2 28.8 25.4 27.3 8.3 

有期契約労働者 144 15 39 38 33 19 

100.0 10.4 27.1 26.4 22.9 13.2 

（６）仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ 

職場は、仕事と介護を両立できる働き方に変更しやすい環境にあると思うかについて、「そう思

う」「まあそう思う」を合わせた割合みると、「正規労働者」では 46.2％、「無期契約労働者」では

46.5％、「有期契約労働者」では 44.2％、「離職者」では 43.7％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「そう思う」、

「無期契約労働者」「有期契約労働者」は「そう思わない」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、週労働時間別にみると、労働時間が長くなるほど、「そう思わない」の割

合が高くなる傾向にある。 

正規労働者について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、仕事と介護を両立でき

る働き方に変更しやすい環境にあると思う（そう思う＋まあそう思う）と回答した方が、「そう思

う」「まあそう思う」と回答した割合が高くなっている。 

12.3%

10.8%

10.2%

18.8%

37.5%

34.3%

28.7%

31.0%

24.6%

17.6%

25.9%

20.7%

20.2%

24.5%

25.4%

18.5%

5.4%

12.8%

9.7%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない
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図表 101 仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ:単数回答（Q30） 

 

図表 102 【離職者】離職時の就業形態別 仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ 

:単数回答（Q30） 

    Q30.仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ     

  合計 そう思う まあそう思う あまりそう思

わない 

そう思わない わからない 

全体 945 151 262 214 225 93 

100.0 16.0 27.7 22.6 23.8 9.8 

正規労働者 596 119 184 119 111 63 

100.0 20.0 30.9 20.0 18.6 10.6 

無期契約労働者 205 18 48 56 67 16 

100.0 8.8 23.4 27.3 32.7 7.8 

有期契約労働者 144 14 30 39 47 14 

100.0 9.7 20.8 27.1 32.6 9.7 

 

図表 103 【正規労働者】週労働時間別 

仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ:単数回答（Q30） 

    Q30.仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ 

  合計 そう思う まあそう思

う 

あまりそう

思わない 

そう思わな

い 

わからない 

全体 
1755 181 630 476 372 96 

100.0 10.3 35.9 27.1 21.2 5.5 

週 30 時間未満 
167 32 71 30 26 8 

100.0 19.2 42.5 18.0 15.6 4.8 

週 30～40 時間未満 458 45 184 132 77 20 

100.0 9.8 40.2 28.8 16.8 4.4 

週 40～50 時間未満 809 80 285 232 171 41 

100.0 9.9 35.2 28.7 21.1 5.1 

週 50～60 時間未満 179 12 58 51 48 10 

100.0 6.7 32.4 28.5 26.8 5.6 

週 60 時間以上 117 10 29 25 47 6 

100.0 8.5 24.8 21.4 40.2 5.1 
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そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない
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図表 104 【正規労働者】介護についての職場の相談しやすさ別 

仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ:単数回答（Q30） 

      Q30.仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ 

  
 

合計 そう思う まあそう思

う 

あまりそう

思わない 

そう思わな

い 

わからない 

  全体 1755 181 630 476 372 96 

  100.0 10.3 35.9 27.1 21.2 5.5 

Q29.介護に

ついて職場

の相談しや

すさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

875 170 510 147 41 7 

100.0 19.4 58.3 16.8 4.7 0.8 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

785 7 112 320 322 24 

100.0 0.9 14.3 40.8 41.0 3.1 

わからない 95 4 8 9 9 65 

100.0 4.2 8.4 9.5 9.5 68.4 

 

（７）介護休業に関する考え方 

介護休業に関する考え方について、「Ａ：介護休業期間は主に仕事を続けながら介護をするため

の体制を構築する期間である」と「Ｂ：介護休業期間は介護に専念するための期間である」のど

ちらに近いかをみると、「Ａ」と「どちらかというとＡ」を合わせた割合は、「正規労働者」は 38.8％、

「無期契約労働者」は 33.6％、「有期契約労働者」は 33.1％、「離職者」は 39.8％となっている。 

図表 105 介護休業に関する考え方:単数回答（Q31） 

A：介護休業期間は主に仕事を続けながら介護をするための体制を構築する期間である 

B：介護休業期間は介護に専念するための期間である 
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14.5%

14.2%

8.8%
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離職者(n=945)

Ａ どちらかというとＡ どちらともいえない どちらかというとＢ Ｂ わからない
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（８）勤務先の両立支援制度の利用状況 

①介護休業制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「介護休業制度」をみると、「正規労働者」では、「利用したことはないが、今後

利用したい」が 44.0％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性

を感じていない」が 25.0％となっている。「無期契約労働者」では、「利用したことはないが、今

後利用したい」が 33.6％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 32.5％となっている。「有

期契約労働者」では、「わからない」が 35.9％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、

今後利用したい」が 31.4％となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用し

たい」が 34.7％で最も割合が高く、次いで「利用している、利用したことがある」が 25.4％とな

っている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 12.0％となっている。 

正規労働者について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、他と比較して、「そう思

う＋まあそう思う」を合わせた相談しやすいと思うと回答した人は、「利用している、利用したこ

とがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別にみると、他と比較

して、「そう思う＋まあそう思う」を合わせた変更しやすいと思うと回答した人は、「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

図表 106 勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度:単数回答（Q32_1） 
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利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 107 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度:単数回答（Q32_1） 

    Q32_1.勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 240 328 148 229 

100.0 25.4 34.7 15.7 24.2 

正規労働者 596 194 207 68 127 

100.0 32.6 34.7 11.4 21.3 

無期契約労働者 205 26 78 43 58 

100.0 12.7 38.0 21.0 28.3 

有期契約労働者 144 20 43 37 44 

100.0 13.9 29.9 25.7 30.6 

図表 108 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度:単数回答（Q32_1） 

      Q32_1.勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度 

  
 

合計 利用してい

る、利用し

たことがあ

る 

利用したこ

とはない

が、今後利

用したい 

利用したこ

とはなく、

今後も利用

する必要性

を感じてい

ない 

わからない 

  全体 1755 180 772 438 365 

  100.0 10.3 44.0 25.0 20.8 

Q12.回答者

が主たる介

護者か 

主たる介護者である 969 116 423 234 196 

100.0 12.0 43.7 24.1 20.2 

主たる介護者ではない 786 64 349 204 169 

100.0 8.1 44.4 26.0 21.5 

図表 109 【正規労働者】介護についての職場の相談しやすさ別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度:単数回答（Q32_1） 

      Q32_1.勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 180 772 438 365 

  100.0 10.3 44.0 25.0 20.8 

Q29.介護に

ついて職場

の相談しや

すさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

875 137 391 226 121 

100.0 15.7 44.7 25.8 13.8 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

785 42 368 191 184 

100.0 5.4 46.9 24.3 23.4 

わからない 95 1 13 21 60 

100.0 1.1 13.7 22.1 63.2 
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図表 110 【正規労働者】仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度:単数回答（Q32_1） 

      Q32_1.勤務先の両立支援制度の利用状況：①介護休業制度 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 180 772 438 365 

  100.0 10.3 44.0 25.0 20.8 

Q30.仕事と

介護を両立

できる働き

方への変更

しやすさ 

そう思う＋まあそう思

う 

811 137 353 215 106 

100.0 16.9 43.5 26.5 13.1 

あまりそう思わない＋

そう思わない 

848 42 407 199 200 

100.0 5.0 48.0 23.5 23.6 

わからない 96 1 12 24 59 

100.0 1.0 12.5 25.0 61.5 

②介護休暇制度：１日単位での利用 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「介護休暇制度：１日単位での利用」をみると、「正規労働者」では、「利用した

ことはないが、今後利用したい」が 43.0％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 24.7％と

なっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 36.4％で最も割合が高く、次いで「利用

したことはないが、今後利用したい」が 34.3％となっている。「有期契約労働者」では、「わから

ない」が 39.7％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 31.6％

となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 37.9％で最も割合

が高く、次いで「わからない」が 26.2％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 11.6％となっている。 

正規労働者について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、他と比較して、「そう思

う＋まあそう思う」を合わせた相談しやすいと思うと回答した人は、「利用している、利用したこ

とがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別にみると、他と比較

して、「そう思う＋まあそう思う」を合わせた変更しやすいと思うと回答した人は、「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 
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図表 111 勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日単位での利用:単数回答

（Q32_2） 

 

図表 112 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日単位での利用:単数回答（Q32_2） 

    

Q32_2.勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日単位で

の利用 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 173 358 166 248 

100.0 18.3 37.9 17.6 26.2 

正規労働者 596 132 239 96 129 

100.0 22.1 40.1 16.1 21.6 

無期契約労働者 205 23 84 32 66 

100.0 11.2 41.0 15.6 32.2 

有期契約労働者 144 18 35 38 53 

100.0 12.5 24.3 26.4 36.8 

 

図表 113 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日単位での利用:単数回答（Q32_2） 

      

Q32_2.勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１

日単位での利用 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 192 754 375 434 

  100.0 10.9 43.0 21.4 24.7 

Q12.回答者

が主たる介

護者か 

主たる介護者である 969 112 415 206 236 

100.0 11.6 42.8 21.3 24.4 

主たる介護者ではない 786 80 339 169 198 

100.0 10.2 43.1 21.5 25.2 

  

10.9%

4.1%

4.3%

18.3%

43.0%

34.3%

31.6%

37.9%

21.4%

25.2%

24.5%

17.6%

24.7%

36.4%

39.7%

26.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 114 【正規労働者】介護についての職場の相談しやすさ別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日単位での利用:単数回答（Q32_2） 

      

Q32_2.勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日

単位での利用 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 192 754 375 434 

  100.0 10.9 43.0 21.4 24.7 

Q29.介護

について

職場の相

談しやす

さ 

そう思う＋まあそ

う思う 

875 145 379 201 150 

100.0 16.6 43.3 23.0 17.1 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

785 47 360 155 223 

100.0 6.0 45.9 19.7 28.4 

わからない 95 0 15 19 61 

100.0 0.0 15.8 20.0 64.2 

図表 115 【正規労働者】仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日単位での利用:単数回答（Q32_2） 

      

Q32_2.勤務先の両立支援制度の利用状況：②介護休暇制度：１日単

位での利用 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 192 754 375 434 

  100.0 10.9 43.0 21.4 24.7 

Q30.仕事と

介護を両立

できる働き

方への変更

しやすさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

811 140 342 188 141 

100.0 17.3 42.2 23.2 17.4 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

848 50 400 169 229 

100.0 5.9 47.2 19.9 27.0 

わからない 96 2 12 18 64 

100.0 2.1 12.5 18.8 66.7 

③介護休暇制度：半日単位での利用 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「介護休暇制度：半日単位での利用」をみると、「正規労働者」では、「利用した

ことはないが、今後利用したい」が 42.6％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 26.7％と

なっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 37.8％で最も割合が高く、次いで「利用

したことはないが、今後利用したい」が 30.2％となっている。「有期契約労働者」では、「わから

ない」が 40.1％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 29.5％

となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 36.5％で最も割合

が高く、次いで「わからない」が 27.8％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 6.5％となっている。 
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図表 116 勤務先の両立支援制度の利用状況：③介護休暇制度：半日単位での利用:単数回答

（Q32_3） 

 

図表 117 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：③介護休暇制度：半日単位での利用:単数回答（Q32_3） 

    Q32_3.勤務先の両立支援制度の利用状況：③介護休暇制度：半日単位での利用 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 164 345 173 263 

100.0 17.4 36.5 18.3 27.8 

正規労働者 596 126 241 93 136 

100.0 21.1 40.4 15.6 22.8 

無期契約労働者 205 20 75 39 71 

100.0 9.8 36.6 19.0 34.6 

有期契約労働者 144 18 29 41 56 

100.0 12.5 20.1 28.5 38.9 

図表 118 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：③介護休暇制度：半日単位での利用:単数回答（Q32_3） 

      

Q32_3.勤務先の両立支援制度の利用状況：③介護休暇制度：半

日単位での利用 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 118 747 421 469 

  100.0 6.7 42.6 24.0 26.7 

Q12.回答者が

主たる介護者

か 

主たる介護者である 969 63 418 241 247 

100.0 6.5 43.1 24.9 25.5 

主たる介護者ではない 786 55 329 180 222 

100.0 7.0 41.9 22.9 28.2 

 
  

6.7%

3.0%

2.6%

17.4%

42.6%

30.2%

29.5%

36.5%

24.0%

29.1%

27.8%

18.3%

26.7%

37.8%

40.1%

27.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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④介護休暇制度：時間単位での利用 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「介護休暇制度：時間単位での利用」をみると、「正規労働者」では、「利用した

ことはないが、今後利用したい」が 39.4％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 29.3％と

なっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 38.9％で最も割合が高く、次いで「利用

したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 30.9％となっている。「有期契約労働

者」では、「わからない」が 42.3％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用

する必要性を感じていない」が 29.2％となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、

今後利用したい」が 34.3％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 29.3％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合がやや高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 6.0％となっている。 

図表 119 勤務先の両立支援制度の利用状況：④介護休暇制度：時間単位での利用:単数回答

（Q32_4） 

 

図表 120 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：④介護休暇制度：時間単位での利用:単数回答（Q32_4） 

     Q32_4.勤務先の両立支援制度の利用状況：④介護休暇制度：時間単位での利用 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 140 324 204 277 

100.0 14.8 34.3 21.6 29.3 

正規労働者 596 109 215 123 149 

100.0 18.3 36.1 20.6 25.0 

無期契約労働者 205 21 72 39 73 

100.0 10.2 35.1 19.0 35.6 

有期契約労働者 144 10 37 42 55 

100.0 6.9 25.7 29.2 38.2 

5.4%

3.4%

1.9%

14.8%

39.4%

26.8%

26.6%

34.3%

25.9%

30.9%

29.2%

21.6%

29.3%

38.9%

42.3%

29.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 121 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：④介護休暇制度：時間単位での利用:単数回答（Q32_4） 

      

Q32_4.勤務先の両立支援制度の利用状況：④介護休暇制度：時

間単位での利用 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 94 691 455 515 

  100.0 5.4 39.4 25.9 29.3 

Q12.回答者

が主たる介

護者か 

主たる介護者である 969 58 386 251 274 

100.0 6.0 39.8 25.9 28.3 

主たる介護者ではな

い 

786 36 305 204 241 

100.0 4.6 38.8 26.0 30.7 

⑤年次有給休暇制度：１日単位での利用 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「介年次有給休暇制度：１日単位での利用」をみると、「正規労働者」では、「利

用している、利用したことがある」「利用したことはないが、今後利用したい」が 31.2％で最も割

合が高く、次いで「わからない」が 21.1％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」

が 31.6％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 26.5％となっ

ている。「有期契約労働者」では、「わからない」が 32.5％で最も割合が高く、次いで「利用して

いる、利用したことがある」「利用したことはないが、今後利用したい」が 23.8％となっている。

「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 29.9％で最も割合が高く、次いで

「利用している、利用したことがある」が 27.8％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 29.3％となっている。 

図表 122 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑤年次有給休暇制度 

：１日単位での利用:単数回答（Q32_5） 

 

31.2%

19.7%

23.8%

27.8%

31.2%

26.5%

23.8%

29.9%

16.4%

22.2%

20.0%

16.3%

21.1%

31.6%

32.5%

25.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 123 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑤年次有給休暇制度：１日単位での利用:単数回答（Q32_5） 

    

Q32_5.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑤年次有給休暇制度：１日単

位での利用 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 263 283 154 245 

100.0 27.8 29.9 16.3 25.9 

正規労働者 596 186 180 98 132 

100.0 31.2 30.2 16.4 22.1 

無期契約労働者 205 44 68 30 63 

100.0 21.5 33.2 14.6 30.7 

有期契約労働者 144 33 35 26 50 

100.0 22.9 24.3 18.1 34.7 

図表 124 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑤年次有給休暇制度：１日単位での利用:単数回答（Q32_5） 

      

Q32_5.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑤年次有給休暇制

度：１日単位での利用 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 548 548 288 371 

  100.0 31.2 31.2 16.4 21.1 

Q12.回答者

が主たる介

護者か 

主たる介護者である 969 284 305 174 206 

100.0 29.3 31.5 18.0 21.3 

主たる介護者ではな

い 

786 264 243 114 165 

100.0 33.6 30.9 14.5 21.0 

⑥年次有給休暇制度：半日単位での利用 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「年次有給休暇制度：半日単位での利用」をみると、「正規労働者」では、「利用

したことはないが、今後利用したい」が 34.0％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 23.8％

となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 36.6％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 28.4％となっている。「有期契約労

働者」では、「わからない」が 40.1％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利

用する必要性を感じていない」が 24.5％となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、

今後利用したい」が 34.4％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 27.0％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 20.9％となっている。 
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図表 125 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑥年次有給休暇制度：半日単位での利用:単数回

答（Q32_6） 

 

図表 126 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑥年次有給休暇制度：半日単位での利用:単数回答（Q32_6） 

    

Q32_6.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑥年次有給休暇制度：半日単

位での利用 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 200 325 165 255 

100.0 21.2 34.4 17.5 27.0 

正規労働者 596 149 209 103 135 

100.0 25.0 35.1 17.3 22.7 

無期契約労働者 205 25 80 30 70 

100.0 12.2 39.0 14.6 34.1 

有期契約労働者 144 26 36 32 50 

100.0 18.1 25.0 22.2 34.7 

図表 127 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑥年次有給休暇制度：半日単位での利用:単数回答（Q32_6） 

      

Q32_6.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑥年次有給休暇制度：半

日単位での利用 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 408 596 333 418 

  100.0 23.2 34.0 19.0 23.8 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 203 348 190 228 

100.0 20.9 35.9 19.6 23.5 

主たる介護者

ではない 

786 205 248 143 190 

100.0 26.1 31.6 18.2 24.2 

 
  

23.2%

8.9%

11.6%

21.2%

34.0%

26.1%

23.8%

34.4%

19.0%

28.4%

24.5%

17.5%

23.8%

36.6%

40.1%

27.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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⑦年次有給休暇制度：時間単位での利用 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「年次有給休暇制度：時間単位での利用」をみると、「正規労働者」では、「利用

したことはないが、今後利用したい」が 32.8％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 28.0％

となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 37.3％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 32.0％となっている。「有期契約労

働者」では、「わからない」が 42.3％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利

用する必要性を感じていない」が 27.3％となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、

今後利用したい」が 32.3％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 28.8％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 13.0％となっている。 

図表 128 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑦年次有給休暇制度：時間単位での利用:単数回

答（Q32_7） 

 

図表 129 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑦年次有給休暇制度：時間単位での利用:単数回答（Q32_7） 

    Q32_7.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑦年次有給休暇制度：時間単位での利用 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 168 305 200 272 

100.0 17.8 32.3 21.2 28.8 

正規労働者 596 128 200 122 146 

100.0 21.5 33.6 20.5 24.5 

無期契約労働者 205 23 69 40 73 

100.0 11.2 33.7 19.5 35.6 

有期契約労働者 144 17 36 38 53 

100.0 11.8 25.0 26.4 36.8 

12.5%

8.2%

7.4%

17.8%

32.8%

22.4%

23.0%

32.3%

26.7%

32.0%

27.3%

21.2%

28.0%

37.3%

42.3%

28.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 130 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑦年次有給休暇制度：時間単位での利用:単数回答（Q32_7） 

      

Q32_7.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑦年次有給休暇制度：時間

単位での利用 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 219 576 468 492 

  100.0 12.5 32.8 26.7 28.0 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 126 321 257 265 

100.0 13.0 33.1 26.5 27.3 

主たる介護者

ではない 

786 93 255 211 227 

100.0 11.8 32.4 26.8 28.9 

⑧その他の休暇制度：無給の制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の休暇制度：無給の制度」をみると、「正規労働者」では、「わからない」

が 39.1％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていな

い」が 30.0％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 50.3％で最も割合が高く、

次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 27.7％となっている。

「有期契約労働者」では、「わからない」が 49.6％で最も割合が高く、次いで「利用したことはな

く、今後も利用する必要性を感じていない」が 27.8％となっている。「離職者」では、「わからな

い」が 35.8％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 28.6％と

なっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 6.1％となっている。 

図表 131 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑧その他の休暇制度：無給の制度:単数回答

（Q32_8） 
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3.2%
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25.6%

18.8%

18.1%

28.6%

30.0%

27.7%

27.8%

20.5%

39.1%

50.3%

49.6%

35.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 132 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑧その他の休暇制度：無給の制度:単数回答（Q32_8） 

    Q32_8.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑧その他の休暇制度：無給の制度 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 143 270 194 338 

100.0 15.1 28.6 20.5 35.8 

正規労働者 596 113 189 115 179 

100.0 19.0 31.7 19.3 30.0 

無期契約労働者 205 21 50 44 90 

100.0 10.2 24.4 21.5 43.9 

有期契約労働者 144 9 31 35 69 

100.0 6.3 21.5 24.3 47.9 

図表 133 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑧その他の休暇制度：無給の制度:単数回答（Q32_8） 

      

Q32_8.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑧その他の休暇制

度：無給の制度 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 92 450 526 687 

  100.0 5.2 25.6 30.0 39.1 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者である 969 59 263 274 373 

100.0 6.1 27.1 28.3 38.5 

主たる介護者ではな

い 

786 33 187 252 314 

100.0 4.2 23.8 32.1 39.9 

⑨その他の休暇制度：有給の制度（失効年次有給休暇の積立制度等） 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の休暇制度：有給の制度（失効年次有給休暇の積立制度等）」をみると、

「正規労働者」では、「わからない」が 34.4％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、

今後利用したい」が 33.4％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 46.2％で最

も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 25.2％

となっている。「有期契約労働者」では、「わからない」が 46.6％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはないが、今後利用したい」が 23.3％となっている。「離職者」では、「わからない」

が 32.5％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 32.0％となっ

ている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、特に特徴はみられない。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 9.6％となっている。 
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図表 134 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑨その他の休暇制度：有給の制度（失効年次有給

休暇の積立制度等）:単数回答（Q32_9） 

 

図表 135 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑨その他の休暇制度：有給の制度 

（失効年次有給休暇の積立制度等）:単数回答（Q32_9） 

    

Q32_9.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑨その他の休暇制度：有給の

制度（失効年次有給休暇の積立制度等） 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 169 302 167 307 

100.0 17.9 32.0 17.7 32.5 

正規労働者 596 124 204 106 162 

100.0 20.8 34.2 17.8 27.2 

無期契約労働者 205 30 65 30 80 

100.0 14.6 31.7 14.6 39.0 

有期契約労働者 144 15 33 31 65 

100.0 10.4 22.9 21.5 45.1 

図表 136 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑨その他の休暇制度：有給の制度 

（失効年次有給休暇の積立制度等）:単数回答（Q32_9） 

      

Q32_9.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑨その他の休暇制度：有給の

制度（失効年次有給休暇の積立制度等） 

  
 

合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 159 587 406 603 

  100.0 9.1 33.4 23.1 34.4 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 93 330 219 327 

100.0 9.6 34.1 22.6 33.7 

主たる介護者

ではない 

786 66 257 187 276 

100.0 8.4 32.7 23.8 35.1 

9.1%

6.4%

8.1%

17.9%

33.4%

22.2%

23.3%

32.0%

23.1%

25.2%

22.1%

17.7%

34.4%

46.2%

46.6%

32.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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⑩短時間勤務制度：１日の所定労働時間を短縮する制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「短時間勤務制度：１日の所定労働時間を短縮する制度」をみると、「正規労働

者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 35.1％で最も割合が高く、次いで「わか

らない」が 33.1％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 43.0％で最も割合が

高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 27.0％となって

いる。「有期契約労働者」では、「わからない」が 46.8％で最も割合が高く、次いで「利用したこ

とはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 24.5％となっている。「離職者」では、「利

用したことはないが、今後利用したい」が 34.1％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 30.9％

となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、特に特徴はみられない。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 6.5％となっている。 

図表 137 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑩短時間勤務制度 

：１日の所定労働時間を短縮する制度:単数回答（Q32_10） 

 

図表 138 【離職者】離職時の就業形態別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑩短時間勤務制度 

：１日の所定労働時間を短縮する制度:単数回答（Q32_10） 

    

Q32_10.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑩短時間勤務制度：１日の所定労働時

間を短縮する制度 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはなく、

今後も利用する必要性

を感じていない 

わからない 

全体 945 157 322 174 292 

  100.0 16.6 34.1 18.4 30.9 

正規労働者 596 117 211 104 164 

  100.0 19.6 35.4 17.4 27.5 

無期契約労働者 205 26 74 36 69 

  100.0 12.7 36.1 17.6 33.7 

有期契約労働者 144 14 37 34 59 

  100.0 9.7 25.7 23.6 41.0 

5.8%

5.0%

4.8%

16.6%

35.1%

24.9%

24.0%

34.1%

26.0%

27.0%

24.5%

18.4%

33.1%

43.0%

46.8%

30.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 139 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 

勤務先の両立支援制度の利用状況：⑩短時間勤務制度 

：１日の所定労働時間を短縮する制度:単数回答（Q32_10） 

      

Q32_10.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑩短時間勤務制度：

１日の所定労働時間を短縮する制度 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 101 616 457 581 

  100.0 5.8 35.1 26.0 33.1 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者である 969 63 348 245 313 

100.0 6.5 35.9 25.3 32.3 

主たる介護者ではな

い 

786 38 268 212 268 

100.0 4.8 34.1 27.0 34.1 

⑪短時間勤務制度：週または月の所定労働日数を短縮する制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「短時間勤務制度：週または月の所定労働日数を短縮する制度」をみると、「正

規労働者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 35.0％で最も割合が高く、次いで

「わからない」が 32.8％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 43.7％で最も

割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 26.3％と

なっている。「有期契約労働者」では、「わからない」が 47.3％で最も割合が高く、次いで「利用

したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 25.2％となっている。「離職者」では、

「利用したことはないが、今後利用したい」が 34.8％で最も割合が高く、次いで「わからない」

が 30.4％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、特に特徴はみられない。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 6.0％となっている。 

図表 140 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑪短時間勤務制度：週または月の所定労働日数を

短縮する制度:単数回答（Q32_11） 

 

4.8%

5.0%
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16.2%

35.0%

24.9%

24.9%

34.8%

27.5%

26.3%

25.2%

18.6%

32.8%

43.7%

47.3%

30.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 141 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑪短時間勤務制度：週または月の所定労働日数を短縮する制度:単数回答（Q32_11） 

    

Q32_11.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑪短時間勤務制度：週または

月の所定労働日数を短縮する制度 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 153 329 176 287 

100.0 16.2 34.8 18.6 30.4 

正規労働者 596 117 215 105 159 

100.0 19.6 36.1 17.6 26.7 

無期契約労働者 205 23 78 33 71 

100.0 11.2 38.0 16.1 34.6 

有期契約労働者 144 13 36 38 57 

100.0 9.0 25.0 26.4 39.6 

図表 142 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑪短時間勤務制度：週または月の所定労働日数を短縮する制度:単数回答（Q32_11） 

      

Q32_11.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑪短時間勤務制度：週また

は月の所定労働日数を短縮する制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 84 614 482 575 

  100.0 4.8 35.0 27.5 32.8 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 58 338 270 303 

100.0 6.0 34.9 27.9 31.3 

主たる介護者

ではない 

786 26 276 212 272 

100.0 3.3 35.1 27.0 34.6 

⑫その他の勤務制度：始業・就業時間の繰り上げ・繰り下げできる制度（時差出勤制度） 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：始業・就業時間の繰り上げ・繰り下げできる制度（時差出

勤制度）」をみると、「正規労働者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 34.6％で

最も割合が高く、次いで「わからない」が 28.7％となっている。「無期契約労働者」では、「わか

らない」が 37.8％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感

じていない」が 28.8％となっている。「有期契約労働者」では、「わからない」が 41.3％で最も割

合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 28.0％とな

っている。「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 33.5％で最も割合が高

く、次いで「わからない」が 30.2％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 12.9％となっている。 



92 

図表 143 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑫その他の勤務制度：始業・就業時間の繰り上

げ・繰り下げできる制度（時差出勤制度）:単数回答（Q32_12） 

 

図表 144 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑫その他の勤務制度：始業・就業時間の繰り上げ・繰り下げできる制度（時差出勤制度） 

:単数回答（Q32_12） 

    

Q32_12.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑫その他の勤務制度：始業・就業

時間の繰り上げ・繰り下げできる制度（時差出勤制度） 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 171 317 172 285 

100.0 18.1 33.5 18.2 30.2 

正規労働者 596 133 197 103 163 

100.0 22.3 33.1 17.3 27.3 

無期契約労働者 205 24 83 34 64 

100.0 11.7 40.5 16.6 31.2 

有期契約労働者 144 14 37 35 58 

100.0 9.7 25.7 24.3 40.3 

図表 145 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑫その他の勤務制度：始業・就業時間の繰り上げ・繰り下げできる制度（時差出勤制度） 

:単数回答（Q32_12） 

      

Q32_12.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑫その他の勤務制

度：始業・就業時間の繰り上げ・繰り下げできる制度（時差出

勤制度） 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 205 608 438 504 

  100.0 11.7 34.6 25.0 28.7 

Q12.回答者

が主たる介

護者か 

主たる介護者である 969 125 331 237 276 

100.0 12.9 34.2 24.5 28.5 

主たる介護者ではない 786 80 277 201 228 

100.0 10.2 35.2 25.6 29.0 

11.7%

8.9%

5.7%

18.1%

34.6%

24.5%

24.9%

33.5%

25.0%

28.8%

28.0%

18.2%

28.7%

37.8%

41.3%

30.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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⑬その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度」をみると、

「正規労働者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 34.0％で最も割合が高く、次

いで「わからない」が 30.9％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 39.6％で

最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 32.0％

となっている。「有期契約労働者」では、「わからない」が 42.0％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 30.6％となっている。「離職者」で

は、「利用したことはないが、今後利用したい」が 35.1％で最も割合が高く、次いで「わからない」

が 31.1％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 9.0％となっている。 

図表 146 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑬その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤

務）を免除する制度:単数回答（Q32_13） 

 

図表 147 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑬その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度:単数回答（Q32_13） 

    

Q32_13.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑬その他の勤務制度：時間外労働

（残業・休日勤務）を免除する制度 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはなく、

今後も利用する必要性

を感じていない 

わからない 

全体 945 142 332 177 294 

100.0 15.0 35.1 18.7 31.1 

正規労働者 596 109 220 101 166 

100.0 18.3 36.9 16.9 27.9 

無期契約労働者 205 18 80 39 68 

100.0 8.8 39.0 19.0 33.2 

有期契約労働者 144 15 32 37 60 

100.0 10.4 22.2 25.7 41.7 

7.6%

4.1%

3.3%

15.0%

34.0%

24.3%

24.0%

35.1%

27.5%

32.0%

30.6%

18.7%

30.9%

39.6%

42.0%

31.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 148 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑬その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度:単数回答（Q32_13） 

      

Q32_13.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑬その他の勤務制

度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度 

  
 

合計 利用してい

る、利用した

ことがある 

利用したこと

はないが、今

後利用したい 

利用したこと

はなく、今後

も利用する必

要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 134 596 483 542 

  100.0 7.6 34.0 27.5 30.9 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者である 969 87 320 265 297 

100.0 9.0 33.0 27.3 30.7 

主たる介護者ではな

い 

786 47 276 218 245 

100.0 6.0 35.1 27.7 31.2 

⑭その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度」をみると、

「正規労働者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 33.3％で最も割合が高く、次

いで「わからない」が 31.7％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 40.7％で

最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 32.7％

となっている。「有期契約労働者」では、「わからない」が 44.4％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 28.7％となっている。「離職者」で

は、「利用したことはないが、今後利用したい」が 33.7％で最も割合が高く、次いで「わからない」

が 32.5％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、特に特徴はみられない。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 6.2％となっている。 

図表 149 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑭その他の勤務制度 

：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度:単数回答（Q32_14） 

 

6.3%

4.1%

3.1%

13.5%

33.3%

22.4%

23.8%

33.7%

28.8%

32.7%

28.7%

20.3%

31.7%

40.7%

44.4%

32.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 150 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑭その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度:単数回答（Q32_14） 

    

Q32_14.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑭その他の勤務制度：時間外

労働（残業・休日勤務）を免除する制度 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 128 318 192 307 

100.0 13.5 33.7 20.3 32.5 

正規労働者 596 98 211 113 174 

100.0 16.4 35.4 19.0 29.2 

無期契約労働者 205 18 76 43 68 

100.0 8.8 37.1 21.0 33.2 

有期契約労働者 144 12 31 36 65 

100.0 8.3 21.5 25.0 45.1 

図表 151 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑭その他の勤務制度：時間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度:単数回答（Q32_14） 

      

Q32_14.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑭その他の勤務制度：時

間外労働（残業・休日勤務）を免除する制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 110 584 505 556 

  100.0 6.3 33.3 28.8 31.7 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 60 324 277 308 

100.0 6.2 33.4 28.6 31.8 

主たる介護者

ではない 

786 50 260 228 248 

100.0 6.4 33.1 29.0 31.6 

⑮その他の勤務制度：深夜業を免除する制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：深夜業を免除する制度」をみると、「正規労働者」では、

「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 33.4％で最も割合が高く、次

いで「わからない」が 33.2％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 40.7％で

最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 38.9％

となっている。「有期契約労働者」では、「わからない」が 44.4％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 34.2％となっている。「離職者」で

は、「わからない」が 33.3％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」

が 31.1％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 6.9％となっている。 
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図表 152 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑮その他の勤務制度：深夜業を免除する制度:単数回答（Q32_15） 

 

図表 153 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑮その他の勤務制度：深夜業を免除する制度:単数回答（Q32_15） 

    

Q32_15.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑮その他の勤務制度：深夜業

を免除する制度 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 129 294 207 315 

100.0 13.7 31.1 21.9 33.3 

正規労働者 596 106 197 122 171 

100.0 17.8 33.1 20.5 28.7 

無期契約労働者 205 13 68 41 83 

100.0 6.3 33.2 20.0 40.5 

有期契約労働者 144 10 29 44 61 

100.0 6.9 20.1 30.6 42.4 

図表 154 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑮その他の勤務制度：深夜業を免除する制度:単数回答（Q32_15） 

      

Q32_15.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑮その他の勤務制度：深夜

業を免除する制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 98 489 586 582 

  100.0 5.6 27.9 33.4 33.2 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 67 274 314 314 

100.0 6.9 28.3 32.4 32.4 

主たる介護者

ではない 

786 31 215 272 268 

100.0 3.9 27.4 34.6 34.1 

 
  

5.6%

2.3%

2.9%

13.7%

27.9%

18.1%

18.5%

31.1%

33.4%

38.9%

34.2%

21.9%

33.2%

40.7%

44.4%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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⑯その他の勤務制度：フレックスタイム制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：フレックスタイム制度」をみると、「正規労働者」では、

「わからない」が 30.7％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」

が 29.2％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 41.0％で最も割合が高く、次

いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 33.9％となっている。「有

期契約労働者」では、「わからない」が 42.0％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、

今後も利用する必要性を感じていない」が 29.7％となっている。「離職者」では、「利用したこと

はないが、今後利用したい」が 32.5％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 31.3％となっ

ている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 14.1％となっている。 

図表 155 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑯その他の勤務制度：フレックスタイム制度:単数回答（Q32_16） 

 

図表 156 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑯その他の勤務制度：フレックスタイム制度:単数回答（Q32_16） 

    

Q32_16.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑯その他の勤務制度：フレックスタイム

制度 

  合計 利用している、利用

したことがある 

利用したことはない

が、今後利用したい 

利用したことはなく、

今後も利用する必要性

を感じていない 

わからない 

全体 945 155 307 187 296 

100.0 16.4 32.5 19.8 31.3 

正規労働者 596 122 201 110 163 

100.0 20.5 33.7 18.5 27.3 

無期契約労働者 205 22 72 36 75 

100.0 10.7 35.1 17.6 36.6 

有期契約労働者 144 11 34 41 58 

100.0 7.6 23.6 28.5 40.3 

14.4%

3.7%

5.7%

16.4%

29.2%

21.5%

22.6%

32.5%

25.7%

33.9%

29.7%

19.8%

30.7%

41.0%

42.0%

31.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 157 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑯その他の勤務制度：フレックスタイム制度:単数回答（Q32_16） 

      

Q32_16.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑯その他の勤務制度：フレッ

クスタイム制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 253 512 451 539 

  100.0 14.4 29.2 25.7 30.7 

Q12.回答者

が主たる介

護者か 

主たる介護者

である 

969 137 278 250 304 

100.0 14.1 28.7 25.8 31.4 

主たる介護者

ではない 

786 116 234 201 235 

100.0 14.8 29.8 25.6 29.9 

⑰その他の勤務制度：裁量労働制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：裁量労働制度」をみると、「正規労働者」では、「わからな

い」が 34.4％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じて

いない」が 29.6％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 44.9％で最も割合が

高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 33.6％となって

いる。「有期契約労働者」では、「わからない」が 45.8％で最も割合が高く、次いで「利用したこ

とはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 32.1％となっている。「離職者」では、「わ

からない」が 33.5％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 30.3％

となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 7.8％となっている。 

図表 158 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑰その他の勤務制度：裁量労働制度:単数回答

（Q32_17） 

 
 

8.0%

2.1%

2.1%

14.3%

27.9%

19.5%

20.0%

30.3%

29.6%

33.6%

32.1%

21.9%

34.4%

44.9%

45.8%

33.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 159 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑰その他の勤務制度：裁量労働制度:単数回答（Q32_17） 

    Q32_17.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑰その他の勤務制度：裁量労働制度 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 135 286 207 317 

100.0 14.3 30.3 21.9 33.5 

正規労働者 596 107 195 121 173 

100.0 18.0 32.7 20.3 29.0 

無期契約労働者 205 17 65 43 80 

100.0 8.3 31.7 21.0 39.0 

有期契約労働者 144 11 26 43 64 

100.0 7.6 18.1 29.9 44.4 

図表 160 正規労働者：回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑰その他の勤務制度：裁量労働制度:単数回答（Q32_17） 

      

Q32_17.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑰その他の勤務制度：裁

量労働制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 141 490 520 604 

  100.0 8.0 27.9 29.6 34.4 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 76 281 280 332 

100.0 7.8 29.0 28.9 34.3 

主たる介護者

ではない 

786 65 209 240 272 

100.0 8.3 26.6 30.5 34.6 

⑱その他の勤務制度：在宅勤務制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：在宅勤務制度」をみると、「正規労働者」では、「わからな

い」が 30.5％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じて

いない」が 26.7％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 40.3％で最も割合が

高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 34.8％となって

いる。「有期契約労働者」では、「わからない」が 43.2％で最も割合が高く、次いで「利用したこ

とはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 32.3％となっている。「離職者」では、「わ

からない」が 32.6％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 30.3％

となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合がやや高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 15.3％となっている。 
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図表 161 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑱その他の勤務制度：在宅勤務制度:単数回答

（Q32_18） 

 

図表 162 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑱その他の勤務制度：在宅勤務制度:単数回答（Q32_18） 

    

Q32_18.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑱その他の勤務制度：在宅勤

務制度 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 154 286 197 308 

100.0 16.3 30.3 20.8 32.6 

正規労働者 596 121 187 117 171 

100.0 20.3 31.4 19.6 28.7 

無期契約労働者 205 23 65 40 77 

100.0 11.2 31.7 19.5 37.6 

有期契約労働者 144 10 34 40 60 

100.0 6.9 23.6 27.8 41.7 

図表 163 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑱その他の勤務制度：在宅勤務制度:単数回答（Q32_18） 

      Q32_18.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑱その他の勤務制度：在宅勤務制度 

  
 

合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

  全体 1755 285 467 468 535 

  100.0 16.2 26.6 26.7 30.5 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 
969 148 261 258 302 

100.0 15.3 26.9 26.6 31.2 

主たる介護者

ではない 
786 137 206 210 233 

100.0 17.4 26.2 26.7 29.6 

 
  

16.2%

5.5%

7.1%

16.3%

26.6%

19.5%

17.3%

30.3%

26.7%

34.8%

32.3%

20.8%

30.5%

40.3%

43.2%

32.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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⑲その他の勤務制度：テレワーク、サテライトオフィスなど、在宅以外で勤務できる制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：テレワーク、サテライトオフィスなど、在宅以外で勤務で

きる制度」をみると、「正規労働者」では、「わからない」が 30.9％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 29.1％となっている。「無期契約労

働者」では、「わからない」が 40.3％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利

用する必要性を感じていない」が 36.4％となっている。「有期契約労働者」では、「わからない」

が 43.0％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていな

い」が 34.0％となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 31.7％

で最も割合が高く、次いで「わからない」が 30.9％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 13.4％となっている。 

図表 164 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑲その他の勤務制度：テレワーク、サテライトオ

フィスなど、在宅以外で勤務できる制度:単数回答（Q32_19） 

 
  

13.7%

3.7%

4.3%

16.4%

26.3%

19.7%

18.8%

31.7%

29.1%

36.4%

34.0%

21.0%

30.9%

40.3%

43.0%

30.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 165 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑲その他の勤務制度：テレワーク、サテライトオフィスなど、在宅以外で勤務できる制度 

:単数回答（Q32_19） 

    

Q32_19.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑲その他の勤務制度：テレワーク、サ

テライトオフィスなど、在宅以外で勤務できる制度 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはなく、

今後も利用する必要性

を感じていない 

わからない 

全体 945 155 300 198 292 

100.0 16.4 31.7 21.0 30.9 

正規労働者 596 124 205 110 157 

100.0 20.8 34.4 18.5 26.3 

無期契約労働者 205 22 63 46 74 

100.0 10.7 30.7 22.4 36.1 

有期契約労働者 144 9 32 42 61 

100.0 6.3 22.2 29.2 42.4 

図表 166 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑲その他の勤務制度：テレワーク、サテライトオフィスなど、在宅以外で勤務できる制度 

:単数回答（Q32_19） 

      

Q32_19.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑲その他の勤務制度：テ

レワーク、サテライトオフィスなど、在宅以外で勤務できる制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 240 462 511 542 

  100.0 13.7 26.3 29.1 30.9 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 130 243 292 304 

100.0 13.4 25.1 30.1 31.4 

主たる介護者

ではない 

786 110 219 219 238 

100.0 14.0 27.9 27.9 30.3 

⑳その他の勤務制度：遅刻、早退又は中抜けなどの柔軟な対応 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「その他の勤務制度：遅刻、早退又は中抜けなどの柔軟な対応」をみると、「正

規労働者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 33.4％で最も割合が高く、次いで

「わからない」が 30.4％となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 36.6％で最も

割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 26.3％となっている。「有期契

約労働者」では、「わからない」が 41.8％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後

も利用する必要性を感じていない」が 25.7％となっている。「離職者」では、「利用したことはな

いが、今後利用したい」が 34.1％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 30.5％となってい

る。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、特に特徴はみられない。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 13.4％となっている。 
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図表 167 勤務先の両立支援制度の利用状況：⑳その他の勤務制度 

：遅刻、早退又は中抜けなどの柔軟な対応:単数回答（Q32_20） 

 

図表 168 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑳その他の勤務制度：遅刻、早退又は中抜けなどの柔軟な対応:単数回答（Q32_20） 

    

Q32_20.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑳その他の勤務制度：遅刻、

早退又は中抜けなどの柔軟な対応 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 152 322 183 288 

100.0 16.1 34.1 19.4 30.5 

正規労働者 596 114 205 116 161 

100.0 19.1 34.4 19.5 27.0 

無期契約労働者 205 27 77 32 69 

100.0 13.2 37.6 15.6 33.7 

有期契約労働者 144 11 40 35 58 

100.0 7.6 27.8 24.3 40.3 

図表 169 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：⑳その他の勤務制度：遅刻、早退又は中抜けなどの柔軟な対応:単数回答（Q32_20） 

      

Q32_20.勤務先の両立支援制度の利用状況：⑳その他の勤務制度：遅

刻、早退又は中抜けなどの柔軟な対応 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 235 586 401 533 

  100.0 13.4 33.4 22.8 30.4 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 130 325 227 287 

100.0 13.4 33.5 23.4 29.6 

主たる介護者

ではない 

786 105 261 174 246 

100.0 13.4 33.2 22.1 31.3 

 
  

13.4%

11.4%

7.6%

16.1%

33.4%

26.3%

24.9%

34.1%

22.8%

25.6%

25.7%

19.4%

30.4%

36.6%

41.8%

30.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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㉑介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度：勤務先が、費用を助

成する制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度：勤務先

が、費用を助成する制度」をみると、「正規労働者」では、「利用したことはないが、今後利用した

い」が 35.7％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 35.3％となっている。「無期契約労働

者」では、「わからない」が 45.1％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用

する必要性を感じていない」が 27.5％となっている。「有期契約労働者」では、「わからない」が

47.5％で最も割合が高く、次いで「利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」

が 24.9％となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」が 34.1％で

最も割合が高く、次いで「わからない」が 33.8％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 4.6％となっている。 

図表 170 勤務先の両立支援制度の利用状況：㉑介護サービスを利用する場合、労働者が負担す

る費用を助成する制度：勤務先が、費用を助成する制度:単数回答（Q32_21） 

 
  

4.7%

1.8%

2.9%

12.7%

35.7%

25.6%

24.7%

34.1%

24.3%

27.5%

24.9%

19.5%

35.3%

45.1%

47.5%

33.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 171 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：㉑介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度 

：勤務先が、費用を助成する制度:単数回答（Q32_21） 

    

Q32_21.勤務先の両立支援制度の利用状況：㉑介護サービスを利用する場合、労

働者が負担する費用を助成する制度：勤務先が、費用を助成する制度 

  合計 利用している、利

用したことがある 

利用したことはな

いが、今後利用し

たい 

利用したことはな

く、今後も利用す

る必要性を感じて

いない 

わからない 

全体 945 120 322 184 319 

100.0 12.7 34.1 19.5 33.8 

正規労働者 596 101 206 113 176 

100.0 16.9 34.6 19.0 29.5 

無期契約労働者 205 13 81 33 78 

100.0 6.3 39.5 16.1 38.0 

有期契約労働者 144 6 35 38 65 

100.0 4.2 24.3 26.4 45.1 

図表 172 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：㉑介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度 

：勤務先が、費用を助成する制度:単数回答（Q32_21） 

      

Q32_21.勤務先の両立支援制度の利用状況：㉑介護サービスを利用す

る場合、労働者が負担する費用を助成する制度：勤務先が、費用を助

成する制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 82 627 426 620 

  100.0 4.7 35.7 24.3 35.3 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 45 352 238 334 

100.0 4.6 36.3 24.6 34.5 

主たる介護者

ではない 

786 37 275 188 286 

100.0 4.7 35.0 23.9 36.4 
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㉒介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度：共済互助会や労働組

合など勤務先以外が、費用を助成する制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために利用した両立支

援制度について、「介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度：共済互

助会や労働組合など勤務先以外が、費用を助成する制度」をみると、「正規労働者」では、「わか

らない」が 35.9％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利用したい」が 35.1％

となっている。「無期契約労働者」では、「わからない」が 45.1％で最も割合が高く、次いで「利

用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない」が 28.4％となっている。「有期契約労

働者」では、「わからない」が 48.7％で最も割合が高く、次いで「利用したことはないが、今後利

用したい」が 24.7％となっている。「離職者」では、「利用したことはないが、今後利用したい」

が 35.9％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 32.6％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「利用してい

る、利用したことがある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、回答者が主たる介護者かどうか別にみると、「主たる介護者である」で「利

用している、利用したことがある」と回答した割合は 5.3％となっている。 

図表 173 勤務先の両立支援制度の利用状況：㉒介護サービスを利用する場合、労働者が負担す

る費用を助成する制度：共済互助会や労働組合など勤務先以外が、費用を助成する制度 

:単数回答（Q32_22） 
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35.1%

24.9%

24.7%
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24.2%
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24.2%

19.0%

35.9%

45.1%

48.7%

32.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

利用している、利用したことがある 利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用する必要性を感じていない わからない
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図表 174 【離職者】離職時の就業形態別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：㉒介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度 

：共済互助会や労働組合など勤務先以外が、費用を助成する制度:単数回答（Q32_22） 

    

Q32_22.勤務先の両立支援制度の利用状況：㉒介護サービスを利用する場

合、労働者が負担する費用を助成する制度：共済互助会や労働組合など

勤務先以外が、費用を助成する制度 

  合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

全体 945 118 339 180 308 

100.0 12.5 35.9 19.0 32.6 

正規労働者 596 97 219 107 173 

100.0 16.3 36.7 18.0 29.0 

無期契約労働者 205 14 84 37 70 

100.0 6.8 41.0 18.0 34.1 

有期契約労働者 144 7 36 36 65 

100.0 4.9 25.0 25.0 45.1 

 図表 175 【正規労働者】回答者が主たる介護者かどうか別 勤務先の両立支援制度の利用状況 

：㉒介護サービスを利用する場合、労働者が負担する費用を助成する制度 

：共済互助会や労働組合など勤務先以外が、費用を助成する制度:単数回答（Q32_22） 

      

Q32_22.勤務先の両立支援制度の利用状況：㉒介護サービスを利用す

る場合、労働者が負担する費用を助成する制度：共済互助会や労働組

合など勤務先以外が、費用を助成する制度 

  
 

合計 利用している、

利用したことが

ある 

利用したことは

ないが、今後利

用したい 

利用したことは

なく、今後も利

用する必要性を

感じていない 

わからない 

  全体 1755 84 616 425 630 

  100.0 4.8 35.1 24.2 35.9 

Q12.回答

者が主た

る介護者

か 

主たる介護者

である 

969 51 344 233 341 

100.0 5.3 35.5 24.0 35.2 

主たる介護者

ではない 

786 33 272 192 289 

100.0 4.2 34.6 24.4 36.8 
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（９）制度の利用回数・日数 

①介護休業制度 

介護休業制度について、利用した回数の平均をみると、「正規労働者」は 5.6 回、「離職者」は

4.9 回となっている。 

利用した延べ日数の平均をみると、「正規労働者」は 13.5 日、「離職者」は 17.0 日となってい

る。 

連続して利用した最長日数の平均をみると、「正規労働者」は 5.3日、「離職者」は 10.4日とな

っている。 

図表 176 介護休業制度：利用した回数・延べ利用日数・連続して利用した最長日数 

：平均値:数値回答（Q33） 

１）利用した回数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 149 5.6 50.0 1.0 3.0 

無期契約労働者 13 7.3 30.0 1.0 3.0 

有期契約労働者 17 4.8 30.0 1.0 2.0 

離職者 197 4.9 55.0 1.0 2.0 

２）利用した延べ日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 149 13.5 150.0 1.0 5.0 

無期契約労働者 13 7.4 30.0 1.0 5.0 

有期契約労働者 17 27.8 93.0 1.0 6.0 

離職者 197 17.0 365.0 1.0 5.0 

３）連続して利用した最長日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 149 5.3 93.0 1.0 2.0 

無期契約労働者 13 2.6 14.0 1.0 1.0 

有期契約労働者 17 14.5 93.0 1.0 3.0 

離職者 197 10.4 365.0 1.0 2.0 

※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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②介護休暇制度 

介護休暇制度について、利用した回数の平均をみると、「正規労働者」は 5.0 回、「離職者」は

4.7 回となっている。 

利用した延べ日数の平均をみると、「正規労働者」は 10.6 日、「無期契約労働者」は 4.7日、「離

職者」は 10.7日となっている。 

連続して利用した最長日数の平均をみると、「正規労働者」は 4.7 日、「離職者」は 6.2 日とな

っている。 

図表 177 介護休暇制度：利用した回数・延べ利用日数・連続して利用した最長日数 

：平均値:数値回答（Q34） 

１）利用した回数 

  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 210 5.0 60.0 1.0 2.0 

無期契約労働者 17 3.8 20.0 1.0 3.0 

有期契約労働者 16 4.1 20.0 1.0 2.5 

離職者 221 4.7 100.0 1.0 2.0 

２）利用した延べ日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 210 10.6 600.0 1.0 3.0 

無期契約労働者 17 4.7 25.0 1.0 4.0 

有期契約労働者 16 17.5 90.0 1.0 3.5 

離職者 221 10.7 365.0 1.0 3.0 

３）連続して利用した最長日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 210 4.7 180.0 1.0 2.0 

無期契約労働者 17 2.0 5.0 1.0 2.0 

有期契約労働者 16 8.3 90.0 1.0 2.0 

離職者 221 6.2 365.0 1.0 2.0 

※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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③年次有給休暇制度 

年次有給休暇制度について、利用した回数の平均をみると、「正規労働者」は 8.0 回、「無期契

約労働者」は 6.0 回、「有期契約労働者」は 5.8回、「離職者」は 7.7回となっている。 

利用した延べ日数の平均をみると、「正規労働者」は 8.3日、「無期契約労働者」は 6.9日、「有

期契約労働者」は 7.2 日、「離職者」は 10.4日となっている。 

連続して利用した最長日数の平均をみると、「正規労働者」は 2.4日、「無期契約労働者」は 1.9

日、「有期契約労働者」は 2.5日、「離職者」は 3.5日となっている。 

図表 178 年次有給休暇制度：利用した回数・延べ利用日数・連続して利用した最長日数 

：平均値:数値回答（Q34） 

１）利用した回数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 540 8.0 300.0 1.0 5.0 

無期契約労働者 79 6.0 25.0 1.0 5.0 

有期契約労働者 93 5.8 20.0 1.0 5.0 

離職者 298 7.7 150.0 1.0 5.0 

２）利用した延べ日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 540 8.3 200.0 1.0 5.0 

無期契約労働者 79 6.9 40.0 1.0 5.0 

有期契約労働者 93 7.2 26.0 1.0 5.0 

離職者 298 10.4 250.0 1.0 5.0 

３）連続して利用した最長日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 540 2.4 40.0 1.0 1.0 

無期契約労働者 79 1.9 8.0 1.0 1.0 

有期契約労働者 93 2.5 23.0 1.0 1.0 

離職者 298 3.5 40.0 1.0 2.0 
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④その他の無給の休暇制度 

その他の無給の休暇制度について、利用した回数の平均をみると、「正規労働者」は 4.4回、「離

職者」は 3.2回となっている。 

利用した延べ日数の平均をみると、「正規労働者」は 5.5日、「離職者」は 5.3日となっている。 

連続して利用した最長日数の平均をみると、「正規労働者」は 2.6 日、「離職者」は 3.2 日とな

っている。 

図表 179 その他の無給の休暇制度：利用した回数・延べ利用日数・連続して利用した最長日数 

：平均値:数値回答（Q34） 

１）利用した回数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 57 4.4 61.0 1.0 2.0 

無期契約労働者 7 4.1 12.0 1.0 1.0 

有期契約労働者 12 3.3 10.0 1.0 2.0 

離職者 87 3.2 15.0 1.0 2.0 

２）利用した延べ日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 57 5.5 61.0 1.0 2.0 

無期契約労働者 7 2.7 12.0 1.0 1.0 

有期契約労働者 12 3.4 7.0 1.0 3.0 

離職者 87 5.3 50.0 1.0 2.0 

３）連続して利用した最長日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 57 2.6 30.0 1.0 1.0 

無期契約労働者 7 1.1 2.0 1.0 1.0 

有期契約労働者 12 2.3 7.0 1.0 1.0 

離職者 87 3.2 50.0 1.0 2.0 

※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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⑤その他の有休の休暇制度 

その他の有休の休暇制度について、利用した回数の平均をみると、「正規労働者」は 4.9回、「離

職者」は 3.4回となっている。 

利用した延べ日数の平均をみると、「正規労働者」は 6.5日、「離職者」は 4.8日となっている。 

連続して利用した最長日数の平均をみると、「正規労働者」は 3.2 日、「離職者」は 3.0 日とな

っている。 

図表 180 その他の有休の休暇制度：利用した回数・延べ利用日数・連続して利用した最長日数 

：平均値:数値回答（Q34） 

１）利用した回数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 88 4.9 50.0 1.0 3.0 

無期契約労働者 14 2.4 12.0 1.0 1.5 

有期契約労働者 10 3.9 10.0 1.0 3.0 

離職者 100 3.4 25.0 1.0 2.0 

２）利用した延べ日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 88 6.5 120.0 1.0 4.0 

無期契約労働者 14 2.6 12.0 1.0 1.5 

有期契約労働者 10 5.2 11.0 1.0 5.0 

離職者 100 4.8 90.0 1.0 2.0 

３）連続して利用した最長日数 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

正規労働者 88 3.2 90.0 1.0 1.0 

無期契約労働者 14 1.3 2.0 1.0 1.0 

有期契約労働者 10 3.3 8.0 1.0 2.0 

離職者 100 3.0 90.0 1.0 2.0 

※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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（10）制度の利用方法 

①介護休業制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために、「介護休業制度」

をどのような手助・介護を行うために利用したかをみると、「正規労働者」では、「排せつの介助」

が 37.2％で最も割合が高く、次いで「食事の介助」が 35.0％となっている。「離職者」では、「排

せつの介助」が 60.4％で最も割合が高く、次いで「食事の介助」が 37.9％となっている。 

図表 181 制度の利用方法①介護休業制度:複数回答（Q35_1） 

 
※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など）
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②介護休暇制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために、「介護休暇制度」

をどのような手助・介護を行うために利用したかをみると、「正規労働者」では、「通院（通所）の

送迎や外出の手助」が 34.1％で最も割合が高く、次いで「定期的な見守り、声かけ」が 33.7％と

なっている。「離職者」では、「排せつの介助」が 37.1％で最も割合が高く、次いで「食事の介助」

が 30.7％となっている。 

図表 182 制度の利用方法②介護休暇制度:複数回答（Q35_2） 

 
※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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③年次有給休暇制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために、「年次有給休暇

制度」をどのような手助・介護を行うために利用したかをみると、「正規労働者」では、「通院（通

所）の送迎や外出の手助」が 47.7％で最も割合が高く、次いで「入退院（入退所）の手続き」が

32.0％となっている。「無期契約労働者」では、「通院（通所）の送迎や外出の手助」が 46.3％で

最も割合が高く、次いで「入退院（入退所）の手続き」が 33.7％となっている。「有期契約労働者」

では、「通院（通所）の送迎や外出の手助」が 43.0％で最も割合が高く、次いで「入退院（入退所）

の手続き」が 34.6％となっている。「離職者」では、「排せつの介助」が 32.5％で最も割合が高く、

次いで「定期的な見守り、声かけ」が 29.8％となっている。 

図表 183 制度の利用方法③年次有給休暇制度:複数回答（Q35_3） 
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食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り、声かけ

食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など）

金銭の管理

手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる調

整・手続き

入退院（入退所）の手続き

通院（通所）の送迎や外出の手助

緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応

終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の

立ち会いなど）

その他

正規労働者(n=596)

無期契約労働者(n=95)

有期契約労働者(n=107)

離職者(n=326)
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④その他の無給の休暇制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために、「その他の無給

の休暇制度」をどのような手助・介護を行うために利用したかをみると、「正規労働者」では、「そ

の他」が 21.7％で最も割合が高く、次いで「要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など）」

「通院（通所）の送迎や外出の手助」が 20.7％となっている。「離職者」では、「排せつの介助」

が 37.8％で最も割合が高く、次いで「定期的な見守り、声かけ」が 31.5％となっている。 

図表 184 制度の利用方法④その他の無給の休暇制度:複数回答（Q35_4） 

 
※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り、声かけ

食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など）

金銭の管理

手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる調

整・手続き

入退院（入退所）の手続き

通院（通所）の送迎や外出の手助

緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応

終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の

立ち会いなど）

その他

正規労働者(n=92)

無期契約労働者(n=14)

有期契約労働者(n=19)

離職者(n=143)
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⑤その他の有給の休暇制度 

回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」のために、「その他の有給

の休暇制度」をどのような手助・介護を行うために利用したかをみると、「正規労働者」では、「そ

の他」が 34.6％で最も割合が高く、次いで「通院（通所）の送迎や外出の手助」が 22.0％となっ

ている。「離職者」では、「排せつの介助」が 29.6％で最も割合が高く、次いで「定期的な見守り、

声かけ」が 26.6％となっている。 

図表 185 制度の利用方法⑤その他の有給の休暇制度:複数回答（Q35_5） 

 
※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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排せつの介助

食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り、声かけ

食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

要介護者とともに過ごす（外出や旅行、話相手など）

金銭の管理

手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる調

整・手続き

入退院（入退所）の手続き

通院（通所）の送迎や外出の手助

緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応

終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の立

ち会いなど）

その他

正規労働者(n=159)

無期契約労働者(n=28)

有期契約労働者(n=34)

離職者(n=169)
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（11）介護休暇制度の時間単位取得 

①取得しやすくなったか 

介護休業制度が令和３年１月から時間単位でも取得できるようになったことにより、以前と比

較して取得しやすくなったと思うかをみると、「正規労働者」では、「まあそう思う」が 37.6％で

最も割合が高く、次いで「あまりそう思わない」が 23.6％となっている。「無期契約労働者」では、

「まあそう思う」が 30.7％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 21.7％となっている。「有

期契約労働者」では、「まあそう思う」が 29.0％で最も割合が高く、次いで「あまりそう思わない」

が 22.6％となっている。「離職者」では、「まあそう思う」が 35.3％で最も割合が高く、次いで「そ

う思う」が 19.6％となっている。 

正規労働者について、仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別にみると、変更しや

すいと思っている方が、「そう思う」「まあそう思う」と回答した割合が高くなっている。 

図表 186 時間単位取得となり介護休暇制度は取得しやすくなったか:単数回答（Q36） 

 

図表 187 【正規労働者】仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別 

時間単位取得となり介護休暇制度は取得しやすくなったか:単数回答（Q36） 

      

Q36.時間単位取得となり介護休暇制度は取得しやすくなっ

たか。 

  
 

合計 そう思う まあそう

思う 

あまりそう

思わない 

そう思わ

ない 

わからな

い 

  全体 1755 239 660 414 249 193 

  100.0 13.6 37.6 23.6 14.2 11.0 

Q30.仕事と介

護を両立でき

る働き方への

変更しやすさ 

そう思う＋まあそう

思う 

811 170 415 146 31 49 

100.0 21.0 51.2 18.0 3.8 6.0 

あまりそう思わない

＋そう思わない 

848 65 229 255 213 86 

100.0 7.7 27.0 30.1 25.1 10.1 

わからない 96 4 16 13 5 58 

100.0 4.2 16.7 13.5 5.2 60.4 
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14.3%

10.3%

11.0%

21.7%

21.1%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない
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②どのような時に、介護休暇制度を時間単位で取得したか 

介護休暇制度を時間単位で取得したことがある人について、どのような時に、介護休暇制度を

時間単位で取得したかをみると、「正規労働者」では、「食事の介助」が 34.0％で最も割合が高く、

次いで「定期的な見守り、声かけ」が 31.9％となっている。「離職者」では、「排せつの介助」が

52.1％で最も割合が高く、次いで「食事の介助」が 37.9％となっている。 
離職者の正規労働者について、離職時の就業形態別にみると、「排せつの介助」が 58.7％で最も

割合が高くなっている。 

図表 188 どのような時に、介護休暇制度を時間単位で取得したか:複数回答（Q37） 

 
※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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食事の介助

入浴の介助

定期的な見守り、声かけ

食事の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援

ちょっとした買い物やゴミ出し

要介護者とともに過ごす（外出や話相手など）

金銭の管理

手助・介護の役割分担やサービス利用等にかかわる

調整・手続き

入退院（入退所）の手続き

通院（通所）の送迎や外出の手助

緊急搬送、緊急入院などの急変時の対応

関係機関（警察・施設等）からの呼び出し対応

終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終

の立ち会いなど）

その他

正規労働者(n=94)

無期契約労働者(n=15)

有期契約労働者(n=8)

離職者(n=140)
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図表 189 【離職者】離職時の就業形態別 

どのような時に、介護休暇制度を時間単位で取得したか:複数回答（Q37） 

    Q37.どのような時に、介護休暇制度を時間単位で取得したか 

  合計 排せつの

介助 

食事の介

助 

入浴の介

助 

定期的な

見守り、

声かけ 

食事の支

度や掃

除、洗濯

などの家

事等の支

援 

ちょっと

した買い

物やゴミ

出し 

要介護者

とともに

過ごす

（外出や

話相手な

ど） 

金銭の管

理 

全体 140 73 53 41 42 34 31 36 32 

100.0 52.1 37.9 29.3 30.0 24.3 22.1 25.7 22.9 

正規労働者 109 64 43 33 30 25 22 26 24 

100.0 58.7 39.4 30.3 27.5 22.9 20.2 23.9 22.0 

無期契約労働者 21 5 7 4 6 5 4 6 4 

100.0 23.8 33.3 19.0 28.6 23.8 19.0 28.6 19.0 

有期契約労働者 10 4 3 4 6 4 5 4 4 

100.0 40.0 30.0 40.0 60.0 40.0 50.0 40.0 40.0 

          
    Q37.どのような時に、介護休暇制度を時間単位で取得したか 

 
  合計 手助・介

護の役割

分担やサ

ービス利

用等にか

かわる調

整・手続

き 

入退院

（入退

所）の手

続き 

通院（通

所）の送

迎や外出

の手助 

緊急搬

送、緊急

入院など

の急変時

の対応 

関係機関

（警察・

施設等）

からの呼

び出し対

応 

終末期の

対応（緊

急入院や

容態急変

時の対

応、臨終

の立ち会

いなど） 

その他 
 

全体 140 38 33 35 30 28 19 2  
100.0 27.1 23.6 25.0 21.4 20.0 13.6 1.4  

正規労働者 109 27 19 27 21 20 15 1  
100.0 24.8 17.4 24.8 19.3 18.3 13.8 0.9  

無期契約労働者 21 7 9 4 3 3 0 0  
100.0 33.3 42.9 19.0 14.3 14.3 0.0 0.0  

有期契約労働者 10 4 5 4 6 5 4 1  
100.0 40.0 50.0 40.0 60.0 50.0 40.0 10.0  

※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
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（12）介護休業制度を利用しない（しなかった）理由 

①利用しない（しなかった）理由（すべて） 

介護休業制度を利用しない（しなかった）人について、その理由をみると、「正規労働者」では、

「勤務先に介護休業制度が整備されていない」が 43.2％で最も割合が高く、次いで「代替職員が

いない」が 30.6％となっている。「無期契約労働者」では、「勤務先に介護休業制度が整備されて

いない」が 44.6％で最も割合が高く、次いで「勤務先の介護休業制度を知らない」が 39.6％とな

っている。「有期契約労働者」では、「勤務先に介護休業制度が整備されていない」が 37.4％で最

も割合が高く、次いで「勤務先の介護休業制度を知らない」が 34.6％となっている。「離職者」で

は、「勤務先に介護休業制度が整備されていない」が 57.6％で最も割合が高く、次いで「勤務先の

介護休業制度を知らない」が 32.4％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、全体と比較して、「無期契約労働者」は「勤務

先に介護休業制度が整備されていない」「代替職員がいない」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、週労働時間別にみると、労働時間が長くなるほど、「業務量が多い、仕事

が忙しい」の割合が高くなる傾向にある。 

正規労働者について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、相談できる雰囲気が職

場にあると思わないと回答した方が、「勤務先に介護休業制度が整備されていない」「勤務先の介

護休業制度を知らない」「勤務先に介護の相談窓口がない（わからない）」「職場に介護休業制度を

利用している人がいない」「職場に介護休業制度を利用しにくい雰囲気がある」「代替職員がいな

い」「業務量が多い、仕事が忙しい」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別にみると、そう思わ

ないと回答した方が、「勤務先に介護休業制度が整備されていない」「職場に介護休業制度を利用

しにくい雰囲気がある」「代替職員がいない」「業務量が多い、仕事が忙しい」の割合が高くなっ

ている。 
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図表 190 介護休業制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q38_1） 
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2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度が整備されていない

勤務先の介護休業制度の利用要件を満たしていない

勤務先の介護休業制度を知らない

勤務先に介護の相談窓口がない（わからない）

職場に介護休業制度を利用している人がいない

職場に介護休業制度を利用しにくい雰囲気がある

代替職員がいない

業務量が多い、仕事が忙しい

介護休業制度を利用すると収入が減る

人事評価・待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休業制度や短時間勤務制度など

その他の介護のための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用

介護サービスの利用、施設への入所により、

休業する必要がない

手助・介護している家族の状態は、

長期間、休業する必要がない

その他

正規労働者(n=1210)

無期契約労働者(n=278)

有期契約労働者(n=246)

離職者(n=476)
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図表 191 【離職者】離職時の就業形態別 

介護休業制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q38_1） 

    Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由         

  合計 勤務先

に介護

休業制

度が整

備され

ていな

い 

勤務先

の介護

休業制

度の利

用要件

を満た

してい

ない 

勤務先

の介護

休業制

度を知

らない 

勤務先

に介護

の相談

窓口が

ない

（わか

らな

い） 

職場に

介護休

業制度

を利用

してい

る人が

いない 

職場に

介護休

業制度

を利用

しにく

い雰囲

気があ

る 

代替職

員がい

ない 

業務量

が多

い、仕

事が忙

しい 

全体 476 274 151 154 139 125 126 135 115 

100.0 57.6 31.7 32.4 29.2 26.3 26.5 28.4 24.2 

正規労働者 275 166 86 81 65 56 61 61 55 

100.0 60.4 31.3 29.5 23.6 20.4 22.2 22.2 20.0 

無期契約労働者 121 70 41 45 43 44 44 50 39 

100.0 57.9 33.9 37.2 35.5 36.4 36.4 41.3 32.2 

有期契約労働者 80 38 24 28 31 25 21 24 21 

100.0 47.5 30.0 35.0 38.8 31.3 26.3 30.0 26.3 
          

    Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由         

  合計 介護休

業制度

を利用

すると

収入が

減る 

人事評

価・待

遇に悪

影響が

でる可

能性が

ある 

在宅勤

務等の

柔軟な

働き方

で対応 

介護休

業制度

や短時

間勤務

制度な

どその

他の介

護のた

めの両

立支援

制度を

利用 

年次有

給休暇

制度や

勤務先

独自の

制度を

利用 

介護サ

ービス

の利

用、施

設への

入所に

より、

休業す

る必要

がない 

手助・

介護し

ている

家族の

状態

は、長

期間、

休業す

る必要

がない 

その他 

全体 476 87 64 41 31 43 33 57 14 

100.0 18.3 13.4 8.6 6.5 9.0 6.9 12.0 2.9 

正規労働者 275 38 34 26 15 23 18 34 5 

100.0 13.8 12.4 9.5 5.5 8.4 6.5 12.4 1.8 

無期契約労働者 121 29 18 9 9 9 8 12 4 

100.0 24.0 14.9 7.4 7.4 7.4 6.6 9.9 3.3 

有期契約労働者 80 20 12 6 7 11 7 11 5 

100.0 25.0 15.0 7.5 8.8 13.8 8.8 13.8 6.3 
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図表 192 【正規労働者】週労働時間別 

介護休業制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q38_1） 

    Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由 

  合計 勤務先に

介護休業

制度が整

備されて

いない 

勤務先の

介護休業

制度の利

用要件を

満たして

いない 

勤務先の

介護休業

制度を知

らない 

勤務先に

介護の相

談窓口が

ない（わ

からな

い） 

職場に介

護休業制

度を利用

している

人がいな

い 

職場に介

護休業制

度を利用

しにくい

雰囲気が

ある 

代替職員

がいない 

業務量が

多い、仕

事が忙し

い 

全体 1210 523 264 321 255 314 259 370 314 

100.0 43.2 21.8 26.5 21.1 26.0 21.4 30.6 26.0 

週 30 時間未満 93 37 25 22 17 16 17 23 16 

100.0 39.8 26.9 23.7 18.3 17.2 18.3 24.7 17.2 

週 30～40 時間未満 324 147 73 86 75 81 58 104 64 

100.0 45.4 22.5 26.5 23.1 25.0 17.9 32.1 19.8 

週 40～50 時間未満 589 244 114 163 120 158 133 173 157 

100.0 41.4 19.4 27.7 20.4 26.8 22.6 29.4 26.7 

週 50～60 時間未満 116 56 33 32 28 37 32 43 46 

100.0 48.3 28.4 27.6 24.1 31.9 27.6 37.1 39.7 

週 60 時間以上 80 39 19 17 14 22 19 27 31 

100.0 48.8 23.8 21.3 17.5 27.5 23.8 33.8 38.8 

          
    Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由 

  合計 介護休業

制度を利

用すると

収入が減

る 

人事評

価・待遇

に悪影響

がでる可

能性があ

る 

在宅勤務

等の柔軟

な働き方

で対応 

介護休業

制度や短

時間勤務

制度など

その他の

介護のた

めの両立

支援制度

を利用 

年次有給

休暇制度

や勤務先

独自の制

度を利用 

介護サー

ビスの利

用、施設

への入所

により、

休業する

必要がな

い 

手助・介

護してい

る家族の

状態は、

長期間、

休業する

必要がな

い 

その他 

全体 1210 208 159 149 80 177 121 281 23 

100.0 17.2 13.1 12.3 6.6 14.6 10.0 23.2 1.9 

週 30 時間未満 93 14 8 14 5 13 14 23 2 

100.0 15.1 8.6 15.1 5.4 14.0 15.1 24.7 2.2 

週 30～40 時間未満 324 59 39 37 21 43 31 81 3 

100.0 18.2 12.0 11.4 6.5 13.3 9.6 25.0 0.9 

週 40～50 時間未満 589 97 77 74 39 92 56 139 12 

100.0 16.5 13.1 12.6 6.6 15.6 9.5 23.6 2.0 

週 50～60 時間未満 116 26 24 17 8 20 8 17 3 

100.0 22.4 20.7 14.7 6.9 17.2 6.9 14.7 2.6 

週 60 時間以上 80 12 11 7 7 9 10 15 2 

100.0 15.0 13.8 8.8 8.8 11.3 12.5 18.8 2.5 
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図表 193 【正規労働者】介護についての職場の相談しやすさ別 

介護休業制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q38_1） 

      Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由 

  
 

合計 勤務先に

介護休業

制度が整

備されて

いない 

勤務先の

介護休業

制度の利

用要件を

満たして

いない 

勤務先の

介護休業

制度を知

らない 

勤務先に

介護の相

談窓口が

ない（わ

からな

い） 

職場に介

護休業制

度を利用

している

人がいな

い 

職場に介

護休業制

度を利用

しにくい

雰囲気が

ある 

代替職員

がいない 

業務量が

多い、仕

事が忙し

い 

  全体 1210 523 264 321 255 314 259 370 314 

  100.0 43.2 21.8 26.5 21.1 26.0 21.4 30.6 26.0 

Q29.介護

について

職場の相

談しやす

さ 

そう思う＋まあそ

う思う 

617 229 128 132 91 125 79 159 122 

100.0 37.1 20.7 21.4 14.7 20.3 12.8 25.8 19.8 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

559 287 129 182 158 187 176 203 183 

100.0 51.3 23.1 32.6 28.3 33.5 31.5 36.3 32.7 

わからない 34 7 7 7 6 2 4 8 9 

100.0 20.6 20.6 20.6 17.6 5.9 11.8 23.5 26.5 

           
      Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由 

  
 

合計 介護休業

制度を利

用すると

収入が減

る 

人事評

価・待遇

に悪影響

がでる可

能性があ

る 

在宅勤務

等の柔軟

な働き方

で対応 

介護休業

制度や短

時間勤務

制度など

その他の

介護のた

めの両立

支援制度

を利用 

年次有給

休暇制度

や勤務先

独自の制

度を利用 

介護サー

ビスの利

用、施設

への入所

により、

休業する

必要がな

い 

手助・介

護してい

る家族の

状態は、

長期間、

休業する

必要がな

い 

その他 

  全体 1210 208 159 149 80 177 121 281 23 

  100.0 17.2 13.1 12.3 6.6 14.6 10.0 23.2 1.9 

Q29.介護

について

職場の相

談しやす

さ 

そう思う＋まあそ

う思う 

617 85 55 88 45 98 64 169 10 

100.0 13.8 8.9 14.3 7.3 15.9 10.4 27.4 1.6 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

559 119 100 55 34 73 53 100 8 

100.0 21.3 17.9 9.8 6.1 13.1 9.5 17.9 1.4 

わからない 34 4 4 6 1 6 4 12 5 

100.0 11.8 11.8 17.6 2.9 17.6 11.8 35.3 14.7 
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図表 194 【正規労働者】仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別 

介護休業制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q38_1） 

      Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由 

  
 

合計 勤
務
先
に
介
護
休
業
制
度
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い 

勤
務
先
の
介
護
休
業
制
度
の

利
用
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い 勤
務
先
の
介
護
休
業
制
度
を

知
ら
な
い 

勤
務
先
に
介
護
の
相
談
窓
口

が
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

職
場
に
介
護
休
業
制
度
を
利

用
し
て
い
る
人
が
い
な
い 

職
場
に
介
護
休
業
制
度
を
利

用
し
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る 

代
替
職
員
が
い
な
い 

業
務
量
が
多
い
、
仕
事
が
忙

し
い 

  全体 1210 523 264 321 255 314 259 370 314 

  100.0 43.2 21.8 26.5 21.1 26.0 21.4 30.6 26.0 

Q30.仕事と介

護を両立でき

る働き方への

変更しやすさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

568 200 113 119 83 107 64 126 96 

100.0 35.2 19.9 21.0 14.6 18.8 11.3 22.2 16.9 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

606 318 148 198 169 205 191 240 213 

100.0 52.5 24.4 32.7 27.9 33.8 31.5 39.6 35.1 

わからない 36 5 3 4 3 2 4 4 5 

100.0 13.9 8.3 11.1 8.3 5.6 11.1 11.1 13.9 
           

      Q38_1.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由 

  
 

合
計 

介
護
休
業
制
度
を
利
用
す
る
と

収
入
が
減
る 

人
事
評
価
・
待
遇
に
悪
影
響
が
で

る
可
能
性
が
あ
る 

在
宅
勤
務
等
の
柔
軟
な
働
き
方

で
対
応 

介
護
休
業
制
度
や
短
時
間
勤
務

制
度
な
ど
そ
の
他
の
介
護
の
た

め
の
両
立
支
援
制
度
を
利
用 

年
次
有
給
休
暇
制
度
や
勤
務
先

独
自
の
制
度
を
利
用 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
施
設
へ

の
入
所
に
よ
り
、
休
業
す
る
必
要

が
な
い 

手
助
・
介
護
し
て
い
る
家
族
の
状

態
は
、
長
期
間
、
休
業
す
る
必
要

が
な
い 

そ
の
他 

  全体 1210 208 159 149 80 177 121 281 23 

  100.0 17.2 13.1 12.3 6.6 14.6 10.0 23.2 1.9 

Q30.仕事と介

護を両立でき

る働き方への

変更しやすさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

568 71 44 88 44 105 65 156 14 

100.0 12.5 7.7 15.5 7.7 18.5 11.4 27.5 2.5 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

606 136 114 56 36 69 53 110 7 

100.0 22.4 18.8 9.2 5.9 11.4 8.7 18.2 1.2 

わからない 36 1 1 5 0 3 3 15 2 

100.0 2.8 2.8 13.9 0.0 8.3 8.3 41.7 5.6 
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②利用しない（しなかった）理由（最も大きな理由） 

介護休業制度を利用しない（しなかった）最も大きな理由をみると、「正規労働者」では、「勤

務先に介護休業制度が整備されていない」が 26.0％で最も割合が高く、次いで「手助・介護して

いる家族の状態は、長期間、休業する必要がない」が 14.7％となっている。「無期契約労働者」で

は、「勤務先に介護休業制度が整備されていない」が 24.8％で最も割合が高く、次いで「手助・介

護している家族の状態は、長期間、休業する必要がない」が 22.7％となっている。「有期契約労働

者」では、「勤務先に介護休業制度が整備されていない」が 21.5％で最も割合が高く、次いで「手

助・介護している家族の状態は、長期間、休業する必要がない」が 21.1％となっている。「離職者」

では、「勤務先に介護休業制度が整備されていない」が 36.6％で最も割合が高く、次いで「勤務先

の介護休業制度の利用要件を満たしていない」が 11.8％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、他と比較して、正規労働者は、「勤務先に介護

休業制度が整備されていない」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、そう思わないと回答し

た方が、「勤務先に介護休暇制度が整備されていない」「勤務先の介護休暇制度を知らない」「勤務

先に介護の相談窓口がない（わからない）」「職場に介護休暇制度を利用している人がいない」「職

場に介護休暇制度を利用しにくい雰囲気がある」の割合が高くなっている。 

正規労働者について、仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別にみると、そう思わ

ないと回答した方が、「勤務先に介護休暇制度が整備されていない」「勤務先の介護休暇制度を知

らない」「勤務先に介護の相談窓口がない（わからない）」「職場に介護休暇制度を利用している人

がいない」「職場に介護休暇制度を利用しにくい雰囲気がある」「代替職員がいない」「業務量が多

い、仕事が忙しい」の割合が高くなっている。 
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図表 195 介護休業制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由:単数回答（Q38_2） 
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2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度が整備されていない

勤務先の介護休業制度の利用要件を満たしていない

勤務先の介護休業制度を知らない

勤務先に介護の相談窓口がない（わからない）

職場に介護休業制度を利用している人がいない

職場に介護休業制度を利用しにくい雰囲気がある

代替職員がいない

業務量が多い、仕事が忙しい

介護休業制度を利用すると収入が減る

人事評価・待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休業制度や短時間勤務制度など

その他の介護のための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用

介護サービスの利用、施設への入所により、休業する必要がない

手助・介護している家族の状態は、長期間、休業する必要がない

その他

正規労働者(n=1210)

無期契約労働者(n=278)

有期契約労働者(n=246)

離職者(n=476)
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図表 196 【離職者】離職時の就業形態別 

介護休業制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由:単数回答（Q38_2） 

    Q38_2.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由  

  合計 勤務先に

介護休業

制度が整

備されて

いない 

勤務先の

介護休業

制度の利

用要件を

満たして

いない 

勤務先の

介護休業

制度を知

らない 

勤務先に

介護の相

談窓口が

ない（わ

からな

い） 

職場に介

護休業制

度を利用

している

人がいな

い 

職場に介

護休業制

度を利用

しにくい

雰囲気が

ある 

代替職員

がいない 

業務量が

多い、仕

事が忙し

い 

全体 476 174 56 47 26 13 29 21 18 

100.0 36.6 11.8 9.9 5.5 2.7 6.1 4.4 3.8 

正規労働

者 

275 113 39 24 14 8 13 8 10 

100.0 41.1 14.2 8.7 5.1 2.9 4.7 2.9 3.6 

無期契約

労働者 

121 37 10 15 8 4 9 7 5 

100.0 30.6 8.3 12.4 6.6 3.3 7.4 5.8 4.1 

有期契約

労働者 

80 24 7 8 4 1 7 6 3 

100.0 30.0 8.8 10.0 5.0 1.3 8.8 7.5 3.8 
          

    Q38_2.介護休業制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由 

  合計 介護休業

制度を利

用すると

収入が減

る 

人事評

価・待遇

に悪影響

がでる可

能性があ

る 

在宅勤務

等の柔軟

な働き方

で対応 

介護休業

制度や短

時間勤務

制度など

その他の

介護のた

めの両立

支援制度

を利用 

年次有給

休暇制度

や勤務先

独自の制

度を利用 

介護サー

ビスの利

用、施設

への入所

により、

休業する

必要がな

い 

手助・介

護してい

る家族の

状態は、

長期間、

休業する

必要がな

い 

その他 

全体 476 16 8 9 2 9 7 27 14 

100.0 3.4 1.7 1.9 0.4 1.9 1.5 5.7 2.9 

正規労働

者 

275 6 4 7 1 4 3 16 5 

100.0 2.2 1.5 2.5 0.4 1.5 1.1 5.8 1.8 

無期契約

労働者 

121 8 0 2 1 1 2 8 4 

100.0 6.6 0.0 1.7 0.8 0.8 1.7 6.6 3.3 

有期契約

労働者 

80 2 4 0 0 4 2 3 5 

100.0 2.5 5.0 0.0 0.0 5.0 2.5 3.8 6.3 
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図表 197 【正規労働者】介護についての職場の相談しやすさ別 

介護休業制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由:単数回答（Q38_2） 

      Q39_1.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由 

  
 

合計 勤務先に介

護休暇制度

が整備され

ていない 

勤務先の介

護休暇制度

の利用要件

を満たして

いない 

勤務先の介

護休暇制度

を知らない 

勤務先に介

護の相談窓

口がない

（わからな

い） 

職場に介護

休暇制度を

利用してい

る人がいな

い 

職場に介護

休暇制度を

利用しにく

い雰囲気が

ある 

代替職員が

いない 

業務量が多

い、仕事が

忙しい 

  全体 988 378 169 232 175 198 189 259 216 

  100.0 38.3 17.1 23.5 17.7 20.0 19.1 26.2 21.9 

Q29.介護

について

職場の相

談しやす

さ 

そう思う＋まあ

そう思う 
505 170 84 90 64 76 57 116 83 

100.0 33.7 16.6 17.8 12.7 15.0 11.3 23.0 16.4 
あまりそう思わな

い＋そう思わない 
451 204 81 136 109 121 132 139 126 

100.0 45.2 18.0 30.2 24.2 26.8 29.3 30.8 27.9 

わからない 32 4 4 6 2 1 0 4 7 

100.0 12.5 12.5 18.8 6.3 3.1 0.0 12.5 21.9 

           
      Q39_1.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由  
  

 
合計 介護休暇制

度を利用す

ると収入が

減る 

人事評価・

待遇に悪影

響がでる可

能性がある 

在宅勤務等

の柔軟な働

き方で対応 

介護休業制

度や短時間

勤務制度な

どその他の

介護のため

の両立支援

制度を利用 

年次有給休

暇制度や勤

務先独自の

制度を利用 

介護サービ

スの利用、

施設への入

所により、

休業する必

要がない 

その他 
 

  全体 988 136 103 125 57 134 174 19  
  100.0 13.8 10.4 12.7 5.8 13.6 17.6 1.9  
Q29.介護

について

職場の相

談しやす

さ 

そう思う＋まあ

そう思う 
505 56 34 86 32 79 102 10  

100.0 11.1 6.7 17.0 6.3 15.6 20.2 2.0  
あまりそう思わな

い＋そう思わない 
451 78 69 37 25 51 66 5  

100.0 17.3 15.3 8.2 5.5 11.3 14.6 1.1  
わからない 32 2 0 2 0 4 6 4  

100.0 6.3 0.0 6.3 0.0 12.5 18.8 12.5  
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図表 198  【正規労働者】仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別 

介護休業制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由:単数回答（Q38_2） 

      Q39_1.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由 

  
 

合計 勤
務
先
に
介
護
休
暇
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い 

勤
務
先
の
介
護
休
暇
制
度
の
利
用
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い 

勤
務
先
の
介
護
休
暇
制
度
を
知
ら
な

い 勤
務
先
に
介
護
の
相
談
窓
口
が
な
い

（
わ
か
ら
な
い
） 

職
場
に
介
護
休
暇
制
度
を
利
用
し
て

い
る
人
が
い
な
い 

職
場
に
介
護
休
暇
制
度
を
利
用
し
に

く
い
雰
囲
気
が
あ
る 

代
替
職
員
が
い
な
い 

業
務
量
が
多
い
、
仕
事
が
忙
し
い 

  全体 988 378 169 232 175 198 189 259 216 

  100.0 38.3 17.1 23.5 17.7 20.0 19.1 26.2 21.9 

Q30.仕事と介

護を両立でき

る働き方への

変更しやすさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

462 147 76 78 55 57 44 87 64 

100.0 31.8 16.5 16.9 11.9 12.3 9.5 18.8 13.9 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

498 228 92 149 119 140 144 169 147 

100.0 45.8 18.5 29.9 23.9 28.1 28.9 33.9 29.5 

わからない 28 3 1 5 1 1 1 3 5 

100.0 10.7 3.6 17.9 3.6 3.6 3.6 10.7 17.9 
           

      Q39_1.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由 
 

  
 

合計 介
護
休
暇
制
度
を
利
用
す
る
と
収
入
が
減
る 

人
事
評
価
・
待
遇
に
悪
影
響
が
で
る
可
能
性
が

あ
る 

在
宅
勤
務
等
の
柔
軟
な
働
き
方
で
対
応 

介
護
休
業
制
度
や
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど
そ
の

他
の
介
護
の
た
め
の
両
立
支
援
制
度
を
利
用 

年
次
有
給
休
暇
制
度
や
勤
務
先
独
自
の
制
度
を

利
用 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
施
設
へ
の
入
所
に
よ

り
、
休
業
す
る
必
要
が
な
い 

そ
の
他 

 

  全体 988 136 103 125 57 134 174 19  
  100.0 13.8 10.4 12.7 5.8 13.6 17.6 1.9  
Q30.仕事と介

護を両立でき

る働き方への

変更しやすさ 

そう思う＋まあそ

う思う 

462 47 28 84 31 80 105 11  
100.0 10.2 6.1 18.2 6.7 17.3 22.7 2.4  

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

498 88 74 38 26 52 61 5  
100.0 17.7 14.9 7.6 5.2 10.4 12.2 1.0  

わからない 28 1 1 3 0 2 8 3  
100.0 3.6 3.6 10.7 0.0 7.1 28.6 10.7  
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（13）介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由 

①利用しない（しなかった）理由（すべて） 

介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由をみると、「正規労働者」では、「勤務先に介護

休暇制度が整備されていない」が 38.3％で最も割合が高く、次いで「代替職員がいない」が 26.2％

となっている。「無期契約労働者」では、「勤務先に介護休暇制度が整備されていない」が 38.7％

で最も割合が高く、次いで「勤務先の介護休暇制度を知らない」が 32.8％となっている。「有期契

約労働者」では、「勤務先に介護休暇制度が整備されていない」が 35.2％で最も割合が高く、次い

で「勤務先の介護休暇制度を知らない」が 31.0％となっている。「離職者」では、「勤務先に介護

休暇制度が整備されていない」が 54.4％で最も割合が高く、次いで「勤務先の介護休暇制度の利

用要件を満たしていない」「勤務先の介護休暇制度を知らない」が 27.8％となっている。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、全体と比較して「無期契約労働者」は、「勤務

先の介護休暇制度を知らない」「勤務先に介護の相談窓口がない（わからない）」「職場に介護休暇

制度を利用しにくい雰囲気がある」「代替職員がいない」の割合が高くなっている。 

図表 199 介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q39_1） 
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20.0%

19.1%

26.2%

21.9%
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13.6%

17.6%
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18.9%

32.8%
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18.5%

23.1%

13.4%

16.0%
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10.5%

2.9%

7.6%

21.4%
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35.2%

22.2%

31.0%

24.1%

23.6%

19.0%

17.6%

16.2%

19.9%

7.9%

9.3%

4.2%

17.1%

26.9%

4.2%

54.4%

27.8%

27.8%

24.5%

25.7%

23.3%

22.5%

19.7%

14.6%

11.5%

7.7%

5.8%

7.9%

8.2%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休暇制度が整備されていない

勤務先の介護休暇制度の利用要件を満たしていない

勤務先の介護休暇制度を知らない

勤務先に介護の相談窓口がない（わからない）

職場に介護休暇制度を利用している人がいない

職場に介護休暇制度を利用しにくい雰囲気がある

代替職員がいない

業務量が多い、仕事が忙しい

介護休暇制度を利用すると収入が減る

人事評価・待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休業制度や短時間勤務制度など

その他の介護のための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用

介護サービスの利用、施設への入所により、休業する

必要がない

その他

正規労働者(n=988)

無期契約労働者(n=238)

有期契約労働者(n=216)

離職者(n=417)
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図表 200 【離職者】離職時の就業形態別 

介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由:複数回答（Q39_1） 

    Q39_1.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由         

  合計 勤務先

に介護

休暇制

度が整

備され

ていな

い 

勤務先

の介護

休暇制

度の利

用要件

を満た

してい

ない 

勤務先

の介護

休暇制

度を知

らない 

勤務先

に介護

の相談

窓口が

ない

（わか

らな

い） 

職場に

介護休

暇制度

を利用

してい

る人が

いない 

職場に

介護休

暇制度

を利用

しにく

い雰囲

気があ

る 

代替職

員がい

ない 

業務量

が多

い、仕

事が忙

しい 

全体 417 227 116 116 102 107 97 94 82 

100.0 54.4 27.8 27.8 24.5 25.7 23.3 22.5 19.7 

正規労働者 254 148 70 62 47 58 54 45 45 

100.0 58.3 27.6 24.4 18.5 22.8 21.3 17.7 17.7 

無期契約労

働者 

99 55 29 36 35 33 32 32 25 

100.0 55.6 29.3 36.4 35.4 33.3 32.3 32.3 25.3 

有期契約労

働者 

64 24 17 18 20 16 11 17 12 

100.0 37.5 26.6 28.1 31.3 25.0 17.2 26.6 18.8 
          

    Q39_1.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由         

  合計 介護休

暇制度

を利用

すると

収入が

減る 

人事評

価・待

遇に悪

影響が

でる可

能性が

ある 

在宅勤

務等の

柔軟な

働き方

で対応 

介護休

業制度

や短時

間勤務

制度な

どその

他の介

護のた

めの両

立支援

制度を

利用 

年次有

給休暇

制度や

勤務先

独自の

制度を

利用 

介護サ

ービス

の利

用、施

設への

入所に

より、

休業す

る必要

がない 

その他 不明 

全体 417 61 48 32 24 33 34 14 0 

100.0 14.6 11.5 7.7 5.8 7.9 8.2 3.4 0.0 

正規労働者 254 31 29 19 15 23 21 7 0 

100.0 12.2 11.4 7.5 5.9 9.1 8.3 2.8 0.0 

無期契約労

働者 

99 18 13 10 6 4 7 2 0 

100.0 18.2 13.1 10.1 6.1 4.0 7.1 2.0 0.0 

有期契約労

働者 

64 12 6 3 3 6 6 5 0 

100.0 18.8 9.4 4.7 4.7 9.4 9.4 7.8 0.0 
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②利用しない（しなかった）理由（最も大きな理由） 

介護休暇制度を利用しない（しなかった）最も大きな理由をみると、「正規労働者」では、「勤

務先に介護休暇制度が整備されていない」が 25.5％で最も割合が高く、次いで「介護サービスの

利用、施設への入所により、休業する必要がない」が 12.7％となっている。「無期契約労働者」で

は、「勤務先に介護休暇制度が整備されていない」が 25.6％で最も割合が高く、次いで「介護サー

ビスの利用、施設への入所により、休業する必要がない」が 16.8％となっている。「有期契約労働

者」では、「勤務先に介護休暇制度が整備されていない」が 22.2％で最も割合が高く、次いで「介

護サービスの利用、施設への入所により、休業する必要がない」が 19.0％となっている。「離職者」

では、「勤務先に介護休暇制度が整備されていない」が 36.7％で最も割合が高く、次いで「勤務先

の介護休暇制度の利用要件を満たしていない」が 11.0％となっている。 

図表 201 介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由:単数回答（Q39_2） 
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4.8%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休暇制度が整備されていない

勤務先の介護休暇制度の利用要件を満たしていない

勤務先の介護休暇制度を知らない

勤務先に介護の相談窓口がない（わからない）

職場に介護休暇制度を利用している人がいない

職場に介護休暇制度を利用しにくい雰囲気がある

代替職員がいない

業務量が多い、仕事が忙しい

介護休暇制度を利用すると収入が減る

人事評価・待遇に悪影響がでる可能性がある

在宅勤務等の柔軟な働き方で対応

介護休業制度や短時間勤務制度などその他の介護の

ための両立支援制度を利用

年次有給休暇制度や勤務先独自の制度を利用

介護サービスの利用、施設への入所により、休業する

必要がない

その他

正規労働者(n=988)

無期契約労働者(n=238)

有期契約労働者(n=216)

離職者(n=417)
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図表 202 【離職者】離職時の就業形態別 

介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな理由:単数回答（Q39_2） 

    

Q39_2.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな

理由 

      

  合計 勤務先に

介護休暇

制度が整

備されて

いない 

勤務先の

介護休暇

制度の利

用要件を

満たして

いない 

勤務先の

介護休暇

制度を知

らない 

勤務先に

介護の相

談窓口が

ない（わ

からな

い） 

職場に介

護休暇制

度を利用

している

人がいな

い 

職場に介

護休暇制

度を利用

しにくい

雰囲気が

ある 

代替職員

がいない 

業務量が

多い、仕

事が忙し

い 

全体 417 153 46 36 16 23 30 28 10 

  100.0 36.7 11.0 8.6 3.8 5.5 7.2 6.7 2.4 

正規労働

者  

254 106 26 19 8 16 18 11 5 

100.0 41.7 10.2 7.5 3.1 6.3 7.1 4.3 2.0 

無期契約

労働者  

99 35 9 10 4 3 10 11 3 

100.0 35.4 9.1 10.1 4.0 3.0 10.1 11.1 3.0 

有期契約

労働者  

64 12 11 7 4 4 2 6 2 

100.0 18.8 17.2 10.9 6.3 6.3 3.1 9.4 3.1 
          

    

Q39_2.介護休暇制度を利用しない（しなかった）理由：最も大きな

理由 

      

  合計 介護休暇

制度を利

用すると

収入が減

る 

人事評

価・待遇

に悪影響

がでる可

能性があ

る 

在宅勤務

等の柔軟

な働き方

で対応 

介護休業

制度や短

時間勤務

制度など

その他の

介護のた

めの両立

支援制度

を利用 

年次有給

休暇制度

や勤務先

独自の制

度を利用 

介護サー

ビスの利

用、施設

への入所

により、

休業する

必要がな

い 

その他 不明 

全体  417 12 6 12 2 9 20 14 0 

100.0 2.9 1.4 2.9 0.5 2.2 4.8 3.4 0.0 

正規労働

者  

254 6 5 7 1 5 14 7 0 

100.0 2.4 2.0 2.8 0.4 2.0 5.5 2.8 0.0 

無期契約

労働者 

99 4 0 5 0 0 3 2 0 

100.0 4.0 0.0 5.1 0.0 0.0 3.0 2.0 0.0 

有期契約

労働者 

64 2 1 0 1 4 3 5 0 

100.0 3.1 1.6 0.0 1.6 6.3 4.7 7.8 0.0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



136 

（14）介護休業制度を取得し復職した後、不利益取り扱い（ハラスメントを含む。）を受けた

経験 

介護休業制度を取得した人について、介護休業制度を取得し復職した後、嫌がらせや、介護・

退職勧奨・契約更新されないなどの不利益な取り扱い（ハラスメントを含む。）を受けたかをみる

と、「受けた」と回答した割合は、「正規労働者」では 22.8％、「離職者」では 48.8％となってい

る。 

離職者について、離職時の就業形態別にみると、正規労働者で「受けた」と回答した割合が 53.6％

となっている。 

図表 203 介護休業制度を取得し復職した後、不利益取り扱い（ハラスメントを含む。）を 

受けた経験:単数回答（Q40） 

 
※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 

 

図表 204 【離職者】離職時の就業形態別 

介護休業制度を取得し復職した後、不利益取り扱い（ハラスメントを含む。）を 

受けた経験:単数回答（Q40） 

    

Q40.介護休業制度を取得し復職した後、不利益取り扱

いを受けた経験 

  合計 受けた 受けていない わからない 

全体 240 117 104 19 

100.0 48.8 43.3 7.9 

正規労働者 194 104 75 15 

100.0 53.6 38.7 7.7 

無期契約労働者 26 7 17 2 

100.0 26.9 65.4 7.7 

有期契約労働者 20 6 12 2 

100.0 30.0 60.0 10.0 

※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
 
  

22.8%

29.4%

33.3%

48.8%

67.2%

70.6%

58.3%

43.3%

10.0%

0.0%

8.3%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=180)

無期契約労働者(n=17)

有期契約労働者(n=24)

離職者(n=240)

受けた 受けていない わからない
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６．職場での仕事と介護の両立の状況等 

※「６．職場での仕事と介護の両立の状況等」は、「正規労働者」「有期契約労働者」「無期契約労

働者」を対象とした設問。 

（１）仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいか 

仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいかをみると、「正規労働

者」では、「残業時間（時間外・所定外労働）をなくしたい」が 30.3％で最も割合が高く、次いで

「変えたいと思わない」が 28.2％となっている。「無期契約労働者」では、「変えたいと思わない」

が 37.3％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 19.9％となっている。「有期契約労働者」

では、「変えたいと思わない」が 37.5％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 19.7％とな

っている。 

正規労働者について、週労働時間別にみると、労働時間が長くなるほど、「残業時間（時間外・

所定外労働）をなくしたい」の割合が高くなる傾向にある。 

図表 205 仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいか:複数回答

（Q41） 

 
 
 
 
 
 
 

30.3%

13.5%

11.5%

15.8%

12.3%

28.2%

1.5%

13.2%

14.2%

8.2%

13.3%

11.2%

12.1%

37.3%

1.4%

19.9%

14.7%

6.4%

11.9%

11.4%

13.3%

37.5%

1.7%

19.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

残業時間（時間外・所定外労働）をなくしたい

深夜勤務をなくしたい

交替制・シフト勤務の働き方を変えたい

通常勤務（フルタイム勤務）から短時間勤務に変えたい

現在の仕事を辞めたい、又は転職したい

変えたいと思わない

その他

わからない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)
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図表 206 【正規労働者】週労働時間別 

仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいか:複数回答（Q41） 

    Q41.仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいか 

  合計 残業時

間（時

間外・

所定外

労働）

をなく

したい 

深夜勤

務をな

くした

い 

交替

制・シ

フト勤

務の働

き方を

変えた

い 

通常勤

務（フ

ルタイ

ム勤

務）か

ら短時

間勤務

に変え

たい 

現在の

仕事を

辞めた

い、又

は転職

したい 

変えた

いと思

わない 

その他 わから

ない 

全体 1755 531 237 202 277 216 495 26 231 

100.0 30.3 13.5 11.5 15.8 12.3 28.2 1.5 13.2 

週 30 時間未満 167 46 35 29 24 22 41 0 18 

100.0 27.5 21.0 17.4 14.4 13.2 24.6 0.0 10.8 

週 30～40 時間未

満 

458 125 62 50 83 54 122 8 59 

100.0 27.3 13.5 10.9 18.1 11.8 26.6 1.7 12.9 

週 40～50 時間未

満 

809 236 93 76 122 92 257 15 104 

100.0 29.2 11.5 9.4 15.1 11.4 31.8 1.9 12.9 

週 50～60 時間未

満 

179 72 25 31 27 28 44 3 26 

100.0 40.2 14.0 17.3 15.1 15.6 24.6 1.7 14.5 

週 60 時間以上 117 49 21 15 21 19 27 0 9 

100.0 41.9 17.9 12.8 17.9 16.2 23.1 0.0 7.7 

 

（２）現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けることができると思うか 

現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けることができると思うかについてみる

と、「正規労働者」では、「おそらく続けられると思う」が 46.0％で最も割合が高く、次いで「続

けられると思う」が 17.9％となっている。「無期契約労働者」では、「おそらく続けられると思う」

が 42.6％で最も割合が高く、次いで「続けられると思う」が 19.0％となっている。「有期契約労

働者」では、「おそらく続けられると思う」が 40.4％で最も割合が高く、次いで「わからない」が

20.7％となっている。 

正規労働者について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、相談しやすいと思うと

回答した方が続けられると思うと回答した割合が高くなっている。 

正規労働者について、仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別にみると、そう思う

と回答した方が、続けられると思うと回答した割合が高くなっている。 
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図表 207 現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けることができると思うか 

:単数回答（Q42） 

 

図表 208 【正規労働者】介護についての職場の相談しやすさ別 

現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けることができると思うか 

:単数回答（Q42） 

      

Q42.現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けること

ができると思うか 

  
 

合計 続けられる

と思う 

おそらく続

けられると

思う 

おそらく続

けられない

と思う 

続けられな

いと思う 

わからない 

  全体 1755 314 807 272 160 202 

  100.0 17.9 46.0 15.5 9.1 11.5 

Q29.介護

について

職場の相

談しやす

さ 

そう思う＋まあそ

う思う 

875 218 478 99 32 48 

100.0 24.9 54.6 11.3 3.7 5.5 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

785 81 308 166 119 111 

100.0 10.3 39.2 21.1 15.2 14.1 

わからない 95 15 21 7 9 43 

100.0 15.8 22.1 7.4 9.5 45.3 

図表 209 【正規労働者】仕事と介護を両立できる働き方への変更しやすさ別 

現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けることができると思うか 

:単数回答（Q42） 

      

Q42.現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続

けることができると思うか 

  
 

合計 続けられ

ると思う 

おそらく

続けられ

ると思う 

おそらく

続けられ

ないと思

う 

続けられ

ないと思

う 

わからな

い 

  全体 1755 314 807 272 160 202 

  100.0 17.9 46.0 15.5 9.1 11.5 

Q30.仕事と介護

を両立できる働

き方への変更し

やすさ 

そう思う＋まあそう思

う 

811 226 452 71 24 38 

100.0 27.9 55.7 8.8 3.0 4.7 

あまりそう思わない＋

そう思わない 

848 77 329 196 130 116 

100.0 9.1 38.8 23.1 15.3 13.7 

わからない 96 11 26 5 6 48 

100.0 11.5 27.1 5.2 6.3 50.0 

17.9%

19.0%

17.1%

46.0%

42.6%

40.4%

15.5%

13.7%

11.9%

9.1%

7.6%

10.0%

11.5%

17.2%

20.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

続けられると思う おそらく続けられると思う おそらく続けられないと思う

続けられないと思う わからない
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（３）現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う理由 

現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思うと回答した人について、

その理由をみると、「正規労働者」では、「勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を取得しづ

らい雰囲気等がある【勤務先の問題】」が 52.3％で最も割合が高く、次いで「介護保険サービスや

障害福祉サービス等が利用できない、利用方法がわからない等がある【サービスの問題】」が 33.1％

となっている。「無期契約労働者」では、「勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を取得しづ

らい雰囲気等がある【勤務先の問題】」が 45.2％で最も割合が高く、次いで「介護保険サービスや

障害福祉サービス等が利用できない、利用方法がわからない等がある【サービスの問題】」が 31.2％

となっている。「有期契約労働者」では、「勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を取得しづ

らい雰囲気等がある【勤務先の問題】」が 48.9％で最も割合が高く、次いで「手助・介護が必要な

家族、その他家族・親族等の希望がある【家族・親族等の希望】」が 35.9％となっている。 

正規労働者について、介護についての職場の相談しやすさ別にみると、そう思わないと回答し

た人は、そう思うと回答した人と比較して、「勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を取得し

づらい雰囲気等がある【勤務先の問題】」の割合が高くなっている。 

図表 210 現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う理由 

:複数回答（Q43） 

 
 
 
 
 
 
 
 

52.3%

33.1%

29.4%

5.8%

45.2%

31.2%

30.1%

11.8%

48.9%

28.3%

35.9%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先の両立支援制度の問題や介護休業等を取得し

づらい雰囲気等がある【勤務先の問題】

介護保険サービスや障害福祉サービス等が利用できな

い、利用方法がわからない等がある【サービスの問題】

手助・介護が必要な家族、その他家族・親族等の希望

がある【家族・親族等の希望】

上記以外の理由

正規労働者(n=432)

無期契約労働者(n=93)

有期契約労働者(n=92)
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図表 211 【正規労働者】介護についての職場の相談しやすさ別 

現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う理由 

:複数回答（Q43） 

      

Q43.現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと

思う理由 

  
 

合計 勤務先の両立支

援制度の問題や

介護休業等を取

得しづらい雰囲

気等がある【勤

務先の問題】 

介護保険サービ

スや障害福祉サ

ービス等が利用

できない、利用

方法がわからな

い等がある【サ

ービスの問題】 

手助・介護が必

要な家族、その

他家族・親族等

の希望がある

【家族・親族等

の希望】 

上記以外の理由 

  全体 432 226 143 127 25 

  100.0 52.3 33.1 29.4 5.8 

Q29.介護

について

職場の相

談しやす

さ 

そう思う＋まあそ

う思う 

131 51 47 37 15 

100.0 38.9 35.9 28.2 11.5 

あまりそう思わな

い＋そう思わない 

285 171 93 80 9 

100.0 60.0 32.6 28.1 3.2 

わからない 16 4 3 10 1 

100.0 25.0 18.8 62.5 6.3 
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（４）現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う具体的な理由 

①勤務先の問題 

現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う理由として「勤務先の

問題」を選択した人について、その具体的な理由をみると、「正規労働者」では、「勤務先に介護

休業制度等の両立支援制度が整備されていない」が 60.2％で最も割合が高く、次いで「勤務先に

介護休業制度等の両立支援制度を利用しにくい雰囲気がある」が 43.4％となっている。「無期契約

労働者」では、「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度が整備されていない」が 69.0％で最も割

合が高く、次いで「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を利用しにくい雰囲気がある」が

42.9％となっている。「有期契約労働者」では、「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度が整備

されていない」が 62.2％で最も割合が高く、次いで「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を

利用しにくい雰囲気がある」が 48.9％となっている。 

図表 212 現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う具体的な理由

（勤務先の問題）:複数回答（Q44） 

 
  

60.2%

19.0%

43.4%

38.9%

25.7%

18.6%

1.3%

69.0%

16.7%

42.9%

38.1%

35.7%

26.2%

2.4%

62.2%

33.3%

48.9%

26.7%

17.8%

13.3%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度が整備され

ていない

勤務先の介護休業制度等の両立支援制度の利用要件

を満たしていない

勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を利用しにく

い雰囲気がある

代替職員がおらず、介護休業制度等の両立支援制度

の利用ができない

職場の労働時間が長い、深夜勤務・シフト勤務があるな

ど、労働時間に問題がある

人事評価など待遇に悪影響がでる可能性がある

その他

正規労働者(n=226)

無期契約労働者(n=42)

有期契約労働者(n=45)
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②サービスの問題 

現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う理由として「サービス

の問題」を選択した人について、その具体的な理由をみると、「正規労働者」では、「介護保険サ

ービスについて利用待ちが発生しており、利用できない」が 37.1％で最も割合が高く、次いで「介

護保険サービスの仕組みや手続き、サービスや施設の利用方法がわからない」が 30.8％となって

いる。「無期契約労働者」では、「介護保険サービスの仕組みや手続き、サービスや施設の利用方

法がわからない」が 41.4％で最も割合が高く、次いで「介護保険サービスについて利用待ちが発

生しており、利用できない」が 27.6％となっている。「有期契約労働者」では、「障害福祉サービ

スの仕組みや手続き、サービスや施設の利用方法がわからない」が 50.0％で最も割合が高く、次

いで「介護保険サービスの仕組みや手続き、サービスや施設の利用方法がわからない」が 34.6％

となっている。 

図表 213 現在の勤務先で「手助・介護」をしながら、仕事を続けられないと思う具体的な理由

（サービスの問題）:複数回答（Q45） 

 
※無期契約労働者、有期契約労働者は n 数が小さいため、参考値。 
 
  

25.9%

37.1%

28.0%

30.8%

16.1%

7.0%

11.9%

21.7%

3.5%

17.2%

27.6%

10.3%

41.4%

6.9%

6.9%

3.4%

10.3%

3.4%

23.1%

23.1%

23.1%

34.6%

15.4%

7.7%

11.5%

50.0%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず、利用できない

介護保険サービスについて利用待ちが発生しており、

利用できない

介護保険サービスと時間が合わず利用できない

介護保険サービスの仕組みや手続き、

サービスや施設の利用方法がわからない

障害福祉サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず、利用できない

障害福祉サービスについて利用待ちが発生しており、

利用できない

障害福祉サービスと時間が合わず利用できない

障害福祉サービスの仕組みや手続き、

サービスや施設の利用方法がわからない

その他

正規労働者(n=143)

無期契約労働者(n=29)

有期契約労働者(n=26)
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（５）新型コロナウイルスの感染拡大による仕事と介護の両立への影響 

新型コロナウイルスの感染拡大により、仕事と介護の両立にどのような影響があったかをみる

と、「正規労働者」「無期契約労働者」「有期契約労働者」とも「特に影響はない」の割合が高く、

それぞれ、53.1％、62.5％、68.2％となっている。 

図表 214 新型コロナウイルスの感染拡大による仕事と介護の両立への影響:複数回答（Q46） 

 
 
  

11.7%

15.4%

12.7%

12.1%

11.3%

1.1%

53.1%

8.7%

9.2%

7.6%

5.0%

13.3%

1.6%

62.5%

7.1%

5.7%

6.4%

4.8%

12.4%

1.7%

68.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護サービス事業所が休業となり、仕事を休む等の支

障があった

介護サービス事業所の利用回数が減り、仕事を休む等

の支障があった

手助・介護が必要な家族が感染を心配して介護サービ

スの利用をしたがらず、仕事を休む等の支障があった

職場への出社制限による在宅勤務の日は、手助・介護

のために仕事に集中することができなかった

手助・介護が必要な家族が家に閉じこもりがちで、体調

が不安定となり、手助・介護の負担が増した

その他

特に影響はない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)
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７．介護離職・再就職の状況 

※「７．介護離職・再就職の状況」は、「離職者」を対象とした設問。 

（１）「手助・介護」を始めてから、「手助・介護」のために仕事を辞めた時までの期間 

「手助・介護」を始めてから、「手助・介護」のために仕事を辞めた時までの期間をみると、「３

～６か月未満」が 22.9％で最も割合が高く、次いで「１～３か月未満」が 20.8％となっている。 

図表 215 「手助・介護」を始めてから、「手助・介護」のために仕事を辞めた時までの期間 

:単数回答（Q47） 

 

（２）「手助・介護」のために、仕事を辞めた理由 

「手助・介護」のために、仕事を辞めた理由をみると、「（仕事を続けたかったが、）勤務先の両

立支援制度の問題や介護休業等を取得しづらい雰囲気等があった【勤務先の問題】」が 43.4％で最

も割合が高く、次いで「（仕事を続けたかったが、）介護保険サービスや障害福祉サービス等が利

用できなかった、利用方法がわからなかった等があった【サービスの問題】」が 30.2％となってい

る。 

離職時の就業形態別にみると、他と比較して、「正規労働者」は「勤務先の問題」の割合が高く

なっている。 

図表 216 「手助・介護」のために、仕事を辞めた理由:複数回答（Q48） 

 

12.1% 20.8% 22.9% 14.5% 15.6% 14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=945)

１か月未満 １～３か月未満 ３～６か月未満 ６か月～１年未満 １年以上 わからない

43.4%

30.2%

20.6%

22.0%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（仕事を続けたかったが、）勤務先の両立支援制度の問題や

介護休業等を取得しづらい雰囲気等があった

【勤務先の問題】

（仕事を続けたかったが、）介護保険サービスや

障害福祉サービス等が利用できなかった、

利用方法がわからなかった等があった

【サービスの問題】

（仕事を続けたかったが、）手助・介護が必要な家族、

その他家族・親族の希望等があった

【家族・親族等の希望】

自分の希望（仕事を続けたくなかった）

その他
離職者(n=945)
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図表 217 離職時の就業形態別 「手助・介護」のために、仕事を辞めた理由:複数回答（Q48） 

    Q48.「手助・介護」のために、仕事を辞めた理由 

  合計 （
仕
事
を
続
け
た
か
っ
た
が
、
）
勤
務

先
の
両
立
支
援
制
度
の
問
題
や
介
護

休
業
等
を
取
得
し
づ
ら
い
雰
囲
気
等

が
あ
っ
た
【
勤
務
先
の
問
題
】 

（
仕
事
を
続
け
た
か
っ
た
が
、
）
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
、
利
用
方

法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
等
が
あ
っ
た

【
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
】 

（
仕
事
を
続
け
た
か
っ
た
が
、
）
手
助
・

介
護
が
必
要
な
家
族
、
そ
の
他
家
族
・

親
族
の
希
望
等
が
あ
っ
た
【
家
族
・
親

族
等
の
希
望
】 

自
分
の
希
望
（
仕
事
を
続
け
た
く
な
か

っ
た
） 

そ
の
他 

全体 945 410 285 195 208 31 

100.0 43.4 30.2 20.6 22.0 3.3 

正規労働者 596 291 211 104 105 10 

100.0 48.8 35.4 17.4 17.6 1.7 

無期契約労働者 205 72 49 50 59 7 

100.0 35.1 23.9 24.4 28.8 3.4 

有期契約労働者 144 47 25 41 44 14 

100.0 32.6 17.4 28.5 30.6 9.7 
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（３）仕事を辞める理由となった勤務先の問題 

「手助・介護」のために仕事を辞めた理由として「勤務先の問題」を選択した人についてその

理由をみると、「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度が整備されていなかった」が 63.7％で最

も割合が高く、次いで「勤務先に介護休業制度等の両立支援制度を利用しにくい雰囲気があった」

が 35.4％となっている。 

図表 218 仕事を辞める理由となった勤務先の問題:複数回答（Q49） 

 
  

63.7%

29.8%

35.4%

23.2%

18.5%

9.0%

10.0%

12.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤務先に介護休業制度等の

両立支援制度が整備されていなかった

勤務先の介護休業制度等の

両立支援制度の利用要件を満たしていなかった

勤務先に介護休業制度等の

両立支援制度を利用しにくい雰囲気があった

代替職員がおらず、介護休業制度等の

両立支援制度の利用ができなかった

職場の労働時間が長い、

深夜勤務・シフト勤務があるなど、

労働時間に問題があった

転勤のある職場で（転勤の予定があり）、

就業継続が難しかった

介護が必要な要介護者と居住地が離れており、

引っ越して就業継続することが難しかった

人事評価・待遇に悪影響がでる

可能性があると思った

その他
離職者(n=410)
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図表 219 離職時の就業形態別 仕事を辞める理由となった勤務先の問題:複数回答（Q49） 

    Q49.仕事を辞める理由となった勤務先の問題 

  合計 勤
務
先
に
介
護
休
業
制
度
等
の
両
立

支
援
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ

た 勤
務
先
の
介
護
休
業
制
度
等
の
両
立

支
援
制
度
の
利
用
要
件
を
満
た
し
て

い
な
か
っ
た 

勤
務
先
に
介
護
休
業
制
度
等
の
両
立

支
援
制
度
を
利
用
し
に
く
い
雰
囲
気

が
あ
っ
た 

代
替
職
員
が
お
ら
ず
、
介
護
休
業
制
度

等
の
両
立
支
援
制
度
の
利
用
が
で
き

な
か
っ
た 

職
場
の
労
働
時
間
が
長
い
、
深
夜
勤

務
・
シ
フ
ト
勤
務
が
あ
る
な
ど
、
労
働

時
間
に
問
題
が
あ
っ
た 

転
勤
の
あ
る
職
場
で
（
転
勤
の
予
定
が

あ
り
）
、
就
業
継
続
が
難
し
か
っ
た 

介
護
が
必
要
な
要
介
護
者
と
居
住
地

が
離
れ
て
お
り
、
引
っ
越
し
て
就
業
継

続
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た 

人
事
評
価
・
待
遇
に
悪
影
響
が
で
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
っ
た 

そ
の
他 

全体 410 261 122 145 95 76 37 41 51 7 

100.0 63.7 29.8 35.4 23.2 18.5 9.0 10.0 12.4 1.7 

正規労働

者 

291 190 88 101 57 49 31 30 31 0 

100.0 65.3 30.2 34.7 19.6 16.8 10.7 10.3 10.7 0.0 

無期契約

労働者 

72 43 23 26 23 14 2 5 8 3 

100.0 59.7 31.9 36.1 31.9 19.4 2.8 6.9 11.1 4.2 

有期契約

労働者 

47 28 11 18 15 13 4 6 12 4 

100.0 59.6 23.4 38.3 31.9 27.7 8.5 12.8 25.5 8.5 

 

（４）仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したかったか 

仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したかったかをみると、「介護休

業制度」が 64.4％で最も割合が高く、次いで「介護休暇制度」が 40.5％となっている。 

図表 220 ①仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したかったか 

:複数回答（Q50_1） 

 
  

64.4%

40.5%

29.5%

21.5%

19.8%

12.4%

0.5%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護休業制度

介護休暇制度

所定外労働を短縮する制度

所定外労働を制限する制度

時間外労働を制限する制度

深夜業を制限する制度

その他

特になし 離職者(n=410)
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図表 221 離職時の就業形態別 
①仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したかったか 

    Q50_1.①仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したかったか 

  合計 介護休業

制度  

介護休暇

制度 

所定外労

働を短縮

する制度 

所定外労

働を制限

する制度 

時間外労

働を制限

する制度 

深夜業を

制限する

制度 

その他 特になし 

全体  410 264 166 121 88 81 51 2 71 

100.0 64.4 40.5 29.5 21.5 19.8 12.4 0.5 17.3 

正規労働

者  

291 188 120 88 61 58 32 0 45 

100.0 64.6 41.2 30.2 21.0 19.9 11.0 0.0 15.5 

無期契約

労働者  

72 46 32 21 19 13 10 0 14 

100.0 63.9 44.4 29.2 26.4 18.1 13.9 0.0 19.4 

有期契約

労働者  

47 30 14 12 8 10 9 2 12 

100.0 63.8 29.8 25.5 17.0 21.3 19.1 4.3 25.5 
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（５）介護休業制度がどのような制度であれば、制度を上手く活用して、仕事を続けること

ができたと思うか 

介護休業制度がどのような制度であれば、制度を上手く活用して、仕事を続けることができた

と思うかをみると、「取得１週間前でも申請できるなど、介護休業取得の申請期間がより短くても

申請可能であるとよかった」が 61.0％で最も割合が高く、次いで「もっと細かく分割取得ができ

るとよかった」が 38.5％となっている。 

図表 222 ②介護休業制度がどのような制度であれば、制度を上手く活用して、 

仕事を続けることができたと思うか:複数回答（Q50_2） 

 

図表 223 離職時の就業形態別 

②介護休業制度がどのような制度であれば、制度を上手く活用して、 

仕事を続けることができたと思うか:複数回答（Q50_2） 

    

Q50_2.②介護休業制度がどのような制度であれば、制度を上手く活用して、仕事

を続けることができたと思うか 

  合計 取得１週間前

でも申請でき

るなど、介護

休業取得の申

請期間がより

短くても申請

可能であると

よかった 

もっと細かく

分割取得がで

きるとよかっ

た 

介護休業中で

も、ある程度

柔軟に就労で

きる仕組みが

あるとよかっ

た 

その他 特に制度上の

問題はなかっ

た 

全体 410 250 158 121 3 62 

100.0 61.0 38.5 29.5 0.7 15.1 

正規労働者 291 178 120 78 0 43 

100.0 61.2 41.2 26.8 0.0 14.8 

無期契約労働者 72 45 25 25 1 8 

100.0 62.5 34.7 34.7 1.4 11.1 

有期契約労働者 47 27 13 18 2 11 

100.0 57.4 27.7 38.3 4.3 23.4 

 

61.0%

38.5%

29.5%

0.7%

15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得１週間前でも申請できるなど、介護休業取得の

申請期間がより短くても申請可能であるとよかった

（※現行制度：２週間前までに申請する必要がある）

もっと細かく分割取得ができるとよかった

（※現行制度：通算９３日まで、３回を上限として

分割取得することができる）

介護休業中でも、ある程度柔軟に

就労できる仕組みがあるとよかった

（※現行制度：原則介護休業中の就労はできない）

その他

特に制度上の問題はなかった
離職者(n=410)
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（６）どのような職場の取組があれば、仕事を続けられたと思うか 

どのような職場の取組があれば、仕事を続けられたと思うかをみると、「仕事と介護の両立支援

制度に関する個別の周知」が 55.1％で最も割合が高く、次いで「仕事と介護の両立に関する相談

窓口の設置」が 33.7％となっている。 

図表 224 ③どのような職場の取組があれば、仕事を続けられたと思うか:複数回答（Q50_3） 

 

図表 225 離職時の就業形態別 

③どのような職場の取組があれば、仕事を続けられたと思うか:複数回答（Q50_3） 

    Q50_3.③どのような職場の取組があれば、仕事を続けられたと思うか     

  合計 仕事と介

護の両立

支援制度

に関する

個別の周

知 

仕事と介

護の両立

支援制度

に関する

研修 

仕事と介

護の両立

に関する

相談窓口

の設置 

仕事と介

護の両立

に関する

自社の事

例の収

集・提供 

仕事と介

護の両立

に関する

自社の方

針の周知 

その他 特になし 

全体 410 226 130 138 111 101 2 71 

100.0 55.1 31.7 33.7 27.1 24.6 0.5 17.3 

正規労働者 291 154 100 94 77 68 0 50 

100.0 52.9 34.4 32.3 26.5 23.4 0.0 17.2 

無期契約労働者 72 43 17 27 19 13 0 12 

100.0 59.7 23.6 37.5 26.4 18.1 0.0 16.7 

有期契約労働者 47 29 13 17 15 20 2 9 

100.0 61.7 27.7 36.2 31.9 42.6 4.3 19.1 

 
  

55.1%

31.7%

33.7%

27.1%

24.6%

0.5%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事と介護の両立支援制度に関する個別の周知

仕事と介護の両立支援制度に関する研修

仕事と介護の両立に関する相談窓口の設置

仕事と介護の両立に関する自社の事例の収集・提供

仕事と介護の両立に関する自社の方針の周知

その他

特になし 離職者(n=410)
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（７）仕事を辞める理由となったサービスの問題 

「手助・介護」のために仕事を辞めた理由として「サービスの問題」を選択した人についてそ

の理由をみると、「介護保険サービスについて利用待ちが発生していて利用できなかった」が

46.0％で最も割合が高く、次いで「介護保険サービスの仕組みや手続き、サービスや施設の利用

方法がわからなかった」が 35.8％となっている。 

図表 226 仕事を辞める理由となったサービスの問題:複数回答（Q51） 

 
  

34.7%

46.0%

33.3%

35.8%

14.0%

12.6%

13.3%

14.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず利用できなかった

介護保険サービスについて利用待ちが発生していて

利用できなかった

介護保険サービスと時間が合わず、利用できなかった

介護保険サービスの仕組みや手続き、サービスや施設

の利用方法がわからなかった

障害福祉サービスについて希望するサービスが

地域で提供されておらず利用できなかった

障害福祉サービスについて

利用待ちが発生していて利用できなかった

障害福祉サービスと時間が合わず、利用できなかった

障害福祉サービスの仕組みや手続き、

サービスや施設の利用方法がわからなかった

その他 離職者(n=285)
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（８）「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化 

①精神面 

「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる「精神面」の変化をみると、「非常に負担が増し

た」が 35.7％、「負担が増した」が 30.5％となっている。 

図表 227 「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：①精神面:単数回答（Q52_1） 

 

②肉体面 

「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる「肉体面」の変化をみると、「非常に負担が増し

た」が 26.6％、「負担が増した」が 36.6％となっている。 

図表 228 「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：②肉体面:単数回答（Q52_2） 

 

③経済面 

「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる「経済面」の変化をみると、「非常に負担が増し

た」が 29.4％、「負担が増した」が 38.2％となっている。 

図表 229 「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：③経済面:単数回答（Q52_3） 

 
  

35.7% 30.5% 16.4% 7.0%

4.1%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=945)

非常に負担が増した 負担が増した 変わらない 負担が減った かなり負担が減った わからない

26.6% 36.6% 18.8% 6.7%

5.1%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=945)

非常に負担が増した 負担が増した 変わらない 負担が減った かなり負担が減った わからない

29.4% 38.2% 23.5%

1.5% 1.2%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=945)

非常に負担が増した 負担が増した 変わらない 負担が減った かなり負担が減った わからない
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（９）「手助・介護」を機に仕事を辞めた後の平均的な１日の過ごし方 

「手助・介護」を機に仕事を辞めた後の平均的な１日の過ごし方について、それぞれの時間の

平均値をみると、平日では、「①手助・介護に要した時間」が 4.0 時間、「②手助・介護が必要な

者がいるところへの移動時間」が 1.1 時間、「③休息時間・あなた自身の時間」が 3.4 時間、「④

睡眠時間」が 5.7 時間となっている。 

休日では、「①手助・介護に要した時間」が 4.3 時間、「②手助・介護が必要な者がいるところ

への移動時間」が 1.1時間、「③休息時間・あなた自身の時間」が 3.8時間、「④睡眠時間」が 5.8

時間となっている。 

図表 230 「手助・介護」を機に仕事を辞めた後の平均的な１日の過ごし方（Q53） 

【平日】 
  件数 平均 

（時間） 

最大値 

（時間） 

最小値 

（時間） 

中央値 

（時間） 

①手助・介護に要した時間 916 4.0 24.0 0.0 3.0 

②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間 916 1.1 9.0 0.0 1.0 

③休息時間・あなた自身の時間 916 3.4 22.0 0.0 2.0 

④睡眠時間 916 5.7 24.0 0.0 6.0 

【休日】 
  件数 平均 最大値 最小値 中央値 

①手助・介護に要した時間 916 4.3 24.0 0.0 3.0 

②手助・介護が必要な者がいるところへの移動時間 916 1.1 20.0 0.0 1.0 

③休息時間・あなた自身の時間 916 3.8 18.0 0.0 3.0 

④睡眠時間 916 5.8 24.0 0.0 6.0 
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（10）「手助・介護」のために仕事を辞めてから、現在まで、再就職していない理由 

現在無業の人について、回答者が最も時間をかけて手助・介護している家族の「手助・介護」

のために仕事を辞めてから、現在まで、再就職していない理由をみると、「仕事と「手助・介護」

の両立が可能な職場が見つからない」が 34.9％で最も割合が高く、次いで「「手助・介護」する家

族・親族が自分しかいない」が 24.6％となっている。 

図表 231 「手助・介護」のために仕事を辞めてから、現在まで、再就職していない理由 

:複数回答（Q54） 

 
  

34.9%

24.1%

7.2%

8.7%

4.6%

11.8%

9.7%

24.6%

7.7%

5.1%

18.5%

15.9%

22.6%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事と「手助・介護」の両立が可能な職場が見つからない

希望する仕事内容の職場がない、見つからない

両立にも資する介護サービスが利用できない

施設へ入所できない

自分が「手助・介護」することで、

介護サービスなどの利用料負担を軽減できる

自分の希望として「手助・介護」に専念したい

「手助・介護」が必要な家族が、

自分が「手助・介護」に専念することを希望している

「手助・介護」する家族・親族が自分しかいない

家族や親族が「手助・介護」に専念することを希望している

「手助・介護」が必要な家族と同居または近居になった

自分の心身の健康状態が良くない

現在、仕事を探して始めたところである

自分が仕事自体をしたいと思わない

その他

離職者(n=195)
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（11）「手助・介護」のために仕事を辞めてから、再就職したときまでの期間 

「手助・介護」のために仕事を辞めてから、再就職したときまでの期間をみると、「３～６か月

未満」が 24.5％で最も割合が高く、次いで「１～３か月未満」が 20.1％となっている。 

現在の就業形態別に６か月未満に再就職した割合をみると、「正社員」は 62.3％、「無期契約労

働者」は 53.7％、「有期契約労働者」は 37.2％となっており、「正社員」の方が離職期間が短くな

っている。 

図表 232 「手助・介護」のために仕事を辞めてから、再就職したときまでの期間:単数回答

（Q55） 

 
図表 233 現在の就業形態別 

「手助・介護」のために仕事を辞めてから、再就職したときまでの期間:単数回答 

      

Q55.「手助・介護」のために仕事を辞めてから、再就職したとき

までの期間 

  
 

合計 １か月未

満 

１～３か

月未満 

３～６か

月未満 

６か月～

１年未満 

１年以上 わからな

い 

  全体 750 88 151 184 115 105 107 

  100.0 11.7 20.1 24.5 15.3 14.0 14.3 

SQ5.離

職者：

現在の

就業形

態 

正社員 477 61 111 125 75 50 55 

100.0 12.8 23.3 26.2 15.7 10.5 11.5 

無期契約労働者 147 17 29 33 27 23 18 

100.0 11.6 19.7 22.4 18.4 15.6 12.2 

有期契約労働者 126 10 11 26 13 32 34 

100.0 7.9 8.7 20.6 10.3 25.4 27.0 

 
  

11.7% 20.1% 24.5% 15.3% 14.0% 14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

離職者(n=750)

１か月未満 １～３か月未満 ３～６か月未満 ６か月～１年未満 １年以上 わからない
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（12）「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した理由 

現在、働いている人について、「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した理由をみる

と、「仕事と「手助・介護」の両立が可能な職場だった」が 36.5％で最も割合が高く、次いで「介

護サービスの利用により、「手助・介護」の負担が減った」が 25.9％となっている。 

再就職した時までの期間別にみると、期間が短いほど、「仕事と「手助・介護」の両立が可能な

職場だった」の割合が高い傾向にある。 

図表 234 「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した理由:複数回答（Q56） 

 
  

36.5%

25.9%

16.9%

15.6%

15.7%

13.1%

10.0%

9.3%

9.2%

12.9%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事と「手助・介護」の両立が可能な職場だった

介護サービスの利用により、「手助・介護」の負担が減った

施設への入所により、「手助・介護」の負担が減った

介護サービスなどの利用料の負担が大きい

自身の希望として仕事をしたかった

「手助・介護」に専念する生活を続けることが

精神的に限界になった

「手助・介護」が必要な家族が、自分が就職することを希望した

家族や親族からの理解・協力が十分に得られた、

家族や親族が就職することを希望した

自分自身の健康状態が快復した

「手助・介護」をする必要がなくなった

その他

離職者(n=750)
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図表 235 再就職した時までの期間別 

「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した理由:複数回答（Q56） 

      Q56.「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した理由 

  
 

合計 仕
事
と
「
手
助
・
介
護
」
の
両
立
が
可
能
な
職

場
だ
っ
た 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
、
「
手
助
・
介

護
」
の
負
担
が
減
っ
た 

施
設
へ
の
入
所
に
よ
り
、
「
手
助
・
介
護
」
の

負
担
が
減
っ
た 

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
料
の
負
担
が
大

き
い 

自
身
の
希
望
と
し
て
仕
事
を
し
た
か
っ
た 

「
手
助
・
介
護
」
に
専
念
す
る
生
活
を
続
け
る

こ
と
が
精
神
的
に
限
界
に
な
っ
た 

「
手
助
・
介
護
」
が
必
要
な
家
族
が
、
自
分
が

就
職
す
る
こ
と
を
希
望
し
た 

家
族
や
親
族
か
ら
の
理
解
・
協
力
が
十
分
に
得
ら
れ

た
、
家
族
や
親
族
が
就
職
す
る
こ
と
を
希
望
し
た 

自
分
自
身
の
健
康
状
態
が
快
復
し
た 

「
手
助
・
介
護
」
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た 

そ
の
他 

  全体 750 274 194 127 117 118 98 75 70 69 97 18 

  100.0 36.5 25.9 16.9 15.6 15.7 13.1 10.0 9.3 9.2 12.9 2.4 

Q55.「手

助・介護」

のために仕

事を辞めて

から、再就

職したとき

までの期間 

１か月未満 88 49 17 3 10 14 6 6 4 6 10 2 

100.0 55.7 19.3 3.4 11.4 15.9 6.8 6.8 4.5 6.8 11.4 2.3 

１～３か月

未満 

151 53 62 33 26 18 15 15 17 9 6 2 

100.0 35.1 41.1 21.9 17.2 11.9 9.9 9.9 11.3 6.0 4.0 1.3 

３～６か月

未満 

184 66 53 47 31 34 33 23 20 14 7 4 

100.0 35.9 28.8 25.5 16.8 18.5 17.9 12.5 10.9 7.6 3.8 2.2 

６か月～１

年未満 

115 43 39 26 27 29 20 13 13 11 17 3 

100.0 37.4 33.9 22.6 23.5 25.2 17.4 11.3 11.3 9.6 14.8 2.6 

１年以上 105 34 17 17 13 20 20 14 14 17 18 5 

100.0 32.4 16.2 16.2 12.4 19.0 19.0 13.3 13.3 16.2 17.1 4.8 

わからない 107 29 6 1 10 3 4 4 2 12 39 2 

100.0 27.1 5.6 0.9 9.3 2.8 3.7 3.7 1.9 11.2 36.4 1.9 
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（13）「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した際の働き方等の変化 

現在、働いている人について、「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した際の働き方

等の変化をみると、「正規雇用から非正規雇用に変わった」が 28.0％で最も割合が高く、次いで

「勤務時間が柔軟な職場に変わった」が 22.7％となっている。 

図表 236 「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した際の働き方等の変化:複数回答

（Q57） 

 
図表 237 現在の就業形態別 

「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した際の働き方等の変化:複数回答 
      Q57.「手助・介護」を機に仕事を辞めてから、再就職した際の働き方等の変化 

  
 

合計 正
規
雇
用
か
ら
非
正
規

雇
用
に
変
わ
っ
た 

非
正
規
雇
用
か
ら
正
規

雇
用
に
変
わ
っ
た 

残
業
の
な
い
職
場
に
変

わ
っ
た 

勤
務
時
間
が
柔
軟
な
職

場
に
変
わ
っ
た 

自
宅
に
近
い
職
場
に
再

就
職
し
た 

よ
り
職
場
に
近
い
と
こ

ろ
へ
引
っ
越
し
た 

そ
の
他 

仕
事
を
辞
め
る
前
と
大

き
な
変
化
は
な
い 

  全体 750 210 71 158 170 139 47 8 168 

  100.0 28.0 9.5 21.1 22.7 18.5 6.3 1.1 22.4 

SQ5.離

職者：

現在の

就業形

態 

正社員 477 119 58 116 105 78 35 1 107 

100.0 24.9 12.2 24.3 22.0 16.4 7.3 0.2 22.4 

無期契約労

働者 

147 49 12 26 41 36 6 3 19 

100.0 33.3 8.2 17.7 27.9 24.5 4.1 2.0 12.9 

有期契約労

働者 

126 42 1 16 24 25 6 4 42 

100.0 33.3 0.8 12.7 19.0 19.8 4.8 3.2 33.3 

 
 

 
  

28.0%

9.5%

21.1%

22.7%

18.5%

6.3%

1.1%

22.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規雇用から非正規雇用に変わった

非正規雇用から正規雇用に変わった

残業のない職場に変わった

勤務時間が柔軟な職場に変わった

自宅に近い職場に再就職した

より職場に近いところへ引っ越した

その他

仕事を辞める前と大きな変化はない 離職者(n=750)
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８．仕事と介護の両立のために臨む制度、現状の問題点 

※「８．仕事と介護の両立のために臨む制度、現状の問題点」は、「正規労働者」「無期契約労働

者」「有期契約労働者」「離職者」を対象とした設問。 

（１）「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える社会的支援 

①介護と仕事の両立支援制度に関すること 

「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える社会的支援より、「①介護と仕事の両立支

援制度に関すること」について自由に記入してもらった内容をみると、「柔軟な働き方」「職場の

理解」「職場の人員体制、代替職員」「相談支援」「制度の周知」「手続きの簡素化」「経済面の支援」

に関する記述がみられた。 

図表 238 「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える社会的支援 

：①介護と仕事の両立支援制度に関すること:自由記入（Q58①） 

■柔軟な働き方 

・会社が必要に応じて柔軟に対応できる支援 
・柔軟な働き方 
・リモートワークの充実 
・在宅ワークが増えてほしい、柔軟な働き方ができるようになってほしい 
・企業の業務の効率化 
■職場の理解 

・柔軟な働き方、それを認める社会の雰囲気 
・勤務先の介護の理解 
・休みやすい雰囲気、人間関係 
・介護休業しやすい職場環境づくりの行政支援 
・会社の育児への理解ほど介護に対して理解が進んでいない。 
・雇用主・同僚の理解を深めるための指導・研修など 
■職場の人員体制、代替職員 

・仕事を代わりに担う人員配置不足の解消 
・職場のサポート環境の充実 
・シフトの急な変更に対応してもらえること 
・会社を休むと迷惑がかかるので、人件費がかかっても人手を増やして欲しい 
・仕事のフォロー体制、チームで仕事する体制を構築（一個人だけの成果としない） 
■相談支援 

・相談できる場や人 
・安心して仕事と介護を両立できるように受けられる制度について説明してくれる人 
・気軽に相談できて、親身になってくれる場所 
・会社に専門の相談窓口の設置義務があること 
・相談する場所の周知が必要 
■制度の周知 

・会社からの積極的な制度の説明 
・支援制度がまだ多くの人に知られていないと思うので周知徹底が必要 
・サポートの具体的案内 
・要介護認定の時に制度があると教えてほしい 
・自治体・事業者への制度の文書による説明責任 
・定期的に自治体からの案内があること 
・支援制度を詳しく教えてくれる機関やセミナー 
■手続きの簡素化 

・介護休暇の手続きを簡略化すること 
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・手続きの簡素化 
■経済面の支援 

・休業中の収入の保証 
・有給休暇以外の休みの賃金補助 
・急に休んだ時の金銭面の支援 

 

②介護サービス、障害福祉サービスに関すること 

「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える社会的支援より、「②介護サービス、障害

福祉サービスに関すること」について自由に記入してもらった内容をみると、「相談支援の充実」

「手続きの簡素化」「柔軟なサービス提供」「介護者の負担軽減」「日常生活の支援」「精神面のケ

ア」「経済面の支援」「介護従事者の処遇改善等」に関する記述がみられた。 

図表 239 「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える社会的支援 

：②介護サービス、障害福祉サービスに関すること:自由記入（Q58②） 

■相談支援の充実 

・すぐに相談、利用できる環境が整備されること 
・気軽な相談窓口 
・パソコンなどで相談できる窓口 
・相談しやすい、窓口がここにありますという周知 
・ケアマネジャーからの分かりやすい説明 
・地域包括センターが不便なところにあり、ターミナル駅など働きながら行きやすい場所にも作っ

てほしい 
・話しやすい雰囲気 
・ケアマネジャーが相談しやすい人であること 
・どのようなサービスが受けられるのかがわからないため、受けられるサービスの一覧表を簡単に

取得できること。 
・24 時間対応相談センター 
■手続きの簡素化 

・役所へ出向く手続きが WEB や郵送で対応できるようになること 
・サービスを受けるための手続きがわかりやすく簡略化される 
・手続き等の簡略化、シンプルな制度 
・手書きでの手続きを減らしてほしいこと 
■柔軟なサービス提供 

・働き方に合わせた柔軟な利用 
・契約以外で急にサービスが必要になった時の柔軟な対応 
・急な場合に応じてもらえるような仕組み 
・単発でサービスを利用できること 
・様々な生活リズムに対応してくれる 
・希望時間にサービスを受けられない 
・サービス時間帯が自分の仕事時間よりも短い 
・夜間・休日の対応 
・夜間の見守り 
・訪問以外にも電話などでの対応や安否確認など 
・障害の診断がついていない、いわゆるグレーゾーンの子どもへの支援やサービスなどがあれば良

い 
・必要なタイミングで施設に入所できること 
・住居近くの施設が利用できること 
■介護者の負担軽減 

・家族の介護負担を軽減できるサービスが欲しい 
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・介護者の負担の軽減 
・夜間の排せつ介助など、介護する人の睡眠時間を確保するサービス 
・介護をする人が体調不良などのときにその時だけ誰かに代わってもらう 
・レスパイトに資するサービス 
■日常生活の支援 

・住む場所が離れているため、身の回りの世話等 
・日常生活の補助 
・毎日の食事とゴミ出し 
■精神面のケア 

・介護をしている人への心のケア 
・介護者の精神的ケアの支援 
・常に自治体の相談などにアクセスしやすい環境と、介護者被介護者の心のケア 
・介護する側が気軽に相談できる窓口(カウンセリング) 
■経済面の支援 

・利用料の補助 
・介護にかかる費用の援助 
・リハビリパンツ等の物的支援、または補助金 
・遠距離介護の交通費・宿泊費負担 
■介護従事者の処遇改善等 

・従事者の方々の待遇改善、従事者の方々の精神的なケア 
・介護関連従事者の給与水準を上げる 
・介護、福祉関係の職員の育成、確保 
・介護士の待遇改善 

 

③その他 

「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える社会的支援より、「③その他」について自

由に記入してもらった内容をみると、「相談し合える場」「家族介護者の実態の周知」「地域の理解」

「緩やかな支援」「未就学の子どもの介護等」に関する記述がみられた。 

図表 240 「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える社会的支援 

：③その他:自由記入（Q58③） 

■相談し合える場 

・同じような立場の人達と相談や話をし合える場。 
■家族介護者の実態の周知 

・帰宅後の介護や就寝時間中でも、対応しなければならない家族の介護の実態をもっと世間に知っ

てもらいたい 
■地域の理解 

・地域の認知症に対する理解が必要 
■緩やかな支援 

・小規模で緩やかな受け入れ対応先 
■未就学の子どもの介護等 

・病児保育の充実 
・最近は介護と育児のダブル介護も増えておりそこにも目を向けて欲しいと思う。 
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（２）「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える職場の取組 

「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える職場の取組をみると、「正規労働者」では、

「会社方針の明確化やトップからのメッセージ発信」が 29.9％で最も割合が高く、次いで「介護

休業制度等の両立支援制度を周知するためのパンフレット・リーフレットの作成・配布」が 26.7％

となっている。「無期契約労働者」では、「介護に直面した者が利用できる社内制度について個別

に周知」が 23.1％で最も割合が高く、次いで「介護休業制度等の両立支援制度の利用に関する社

内相談窓口の設置」が 22.4％となっている。「有期契約労働者」では、「介護休業制度等の両立支

援制度を周知するためのパンフレット・リーフレットの作成・配布」が 26.1％で最も割合が高く、

次いで「介護休業制度等の両立支援制度の利用に関する社内相談窓口の設置」が 23.3％となって

いる。「離職者」では、「会社方針の明確化やトップからのメッセージ発信」が 36.0％で最も割合

が高く、次いで「介護休業制度等の両立支援制度を周知するためのパンフレット・リーフレット

の作成・配布」が 32.6％となっている。 
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図表 241 「手助・介護」をする必要が生じた際に必要と考える職場の取組:複数回答（Q59） 
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12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社方針の明確化やトップからのメッセージ発信

介護休業制度等の両立支援制度を周知するためのパンフ

レット・リーフレットの作成・配布

介護休業制度等の制度利用事例を社内報やパンフレットで

共有したり、研修を行うなど意識啓発の実施

介護休業制度等の両立支援制度の利用に関する社内相談

窓口の設置

介護保険制度の仕組み、要介護認定手続き、介護サービ

ス・施設などの情報提供

管理職を対象とした職場運営マニュアルの作成、マネジメン

ト研修の実施（ハラスメントの防止、短時間勤務のマネジメ

ント等）

介護に直面した者が利用できる社内制度について個別に周

知

介護休業制度等の両立支援制度の利用者と管理職の面談

を制度化（制度利用者と管理職のコミュニケーション支援）

介護中の労働者のネットワークづくり（介護カフェ等）

介護休業制度等の両立支援制度の利用者がいる部署へ業

務上の応援や代替要員の配置を実施

会社独自に介護休業中の所得補償を実施（介護サービス

への費用助成を含む）

有期契約労働者に対し、介護休業制度等を取得することへ

の理解を深めるための情報を提供

管理職に対し、有期契約労働者が介護休業制度等を取得

することへの理解を深めるための情報を提供

その他

特にない

わからない

正規労働者(n=1755)

無期契約労働者(n=437)

有期契約労働者(n=421)

離職者(n=945)
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９．テーマ別 

（１）認知症の家族の介護 

①最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所 

正規労働者について、最も時間をかけて手助・介護している家族の認知症の症状別に、その家

族の生活場所をみると、「たびたび道に迷ったり、買い物や事務、金銭管理など、それまでできた

ことにミスが目立ってきたが、誰かが注意していれば自立できる」「徘徊や失禁、大声をあげるな

ど、日常生活に支障をきたす症状・行動や意思疎通の困難さがみられる」で「あなたの自宅」の

割合は、それぞれ 41.3％、35.5％であり、３～４割が中重度の認知症の家族と同居している。 

図表 242 【正規労働者】認知症の状況別 

最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所:単数回答（Q10） 

      Q10.最も時間をかけて手助・介護している家族の生活場所 

  
 

合計 あ
な
た
の
自
宅 

手
助
・
介
護
し
て
い
る
家
族

本
人
の
自
宅 

親
族
の
自
宅 

病
院 

高
齢
者
施
設 

障
が
い
児
・
者
施
設
・
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム 

高
齢
者
住
宅
（
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
等
） 

そ
の
他 

  全体 1755 845 534 155 40 115 30 31 5 

  100.0 48.1 30.4 8.8 2.3 6.6 1.7 1.8 0.3 

Q17.

認知

症の

状況 

認知症ではない、認知症の症状は無

い 
717 378 236 57 10 21 4 9 2 

100.0 52.7 32.9 7.9 1.4 2.9 0.6 1.3 0.3 

何らかの認知症の症状はあるが、日

常生活は家庭内及び社会的にほぼ自

立している 

556 266 179 56 10 33 5 6 1 

100.0 47.8 32.2 10.1 1.8 5.9 0.9 1.1 0.2 

たびたび道に迷ったり、買い物や事

務、金銭管理など、それまでできた

ことにミスが目立ってきたが、誰か

が注意していれば自立できる 

271 112 78 30 10 26 6 9 0 

100.0 41.3 28.8 11.1 3.7 9.6 2.2 3.3 0.0 

徘徊や失禁、大声をあげるなど、日

常生活に支障をきたす症状・行動や

意思疎通の困難さがみられる 

141 50 31 5 6 33 13 3 0 

100.0 35.5 22.0 3.5 4.3 23.4 9.2 2.1 0.0 

わからない 70 39 10 7 4 2 2 4 2 

100.0 55.7 14.3 10.0 5.7 2.9 2.9 5.7 2.9 
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②回答者の手助・介護の頻度：①手助・介護全体 

正規労働者について、最も時間をかけて手助・介護している家族の認知症の症状別に、回答者

の手助・介護の頻度：①手助・介護全体をみると、認知症の症状が重くなるほど、「ほぼ毎日」の

割合が高くなる傾向にある。 

図表 243 【正規労働者】認知症の状況 

回答者の手助・介護の頻度：①手助・介護全体:単数回答（Q22_1） 

      

Q22_1.あなたの手助・介護の頻度：①手助・介護

全体 

  
 

合計 ほぼ毎

日 

週に２

～４日 

週に１

日 

月に１

～３日 

その他 

  全体 1428 576 351 215 177 109 

  100.0 40.3 24.6 15.1 12.4 7.6 

Q17.

認知

症の

状況 

認知症ではない、認知症の症状は無い 597 235 145 85 81 51 

100.0 39.4 24.3 14.2 13.6 8.5 

何らかの認知症の症状はあるが、日常生活

は家庭内及び社会的にほぼ自立している 
471 178 128 76 59 30 

100.0 37.8 27.2 16.1 12.5 6.4 

たびたび道に迷ったり、買い物や事務、金

銭管理など、それまでできたことにミスが

目立ってきたが、誰かが注意していれば自

立できる 

222 98 50 36 21 17 

100.0 44.1 22.5 16.2 9.5 7.7 

徘徊や失禁、大声をあげるなど、日常生活

に支障をきたす症状・行動や意思疎通の困

難さがみられる 

105 53 18 12 15 7 

100.0 50.5 17.1 11.4 14.3 6.7 

わからない 33 12 10 6 1 4 

100.0 36.4 30.3 18.2 3.0 12.1 
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（２）ダブルケア 

①仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいか 

正規労働者について、同居している子どもの年齢（ダブルケア）別に、仕事と「手助・介護」を

両立するために、どのように働き方を変えたいかをみると、「６歳以下の子どもと同居」している

人は、全体と比較して、「残業時間（時間外・所定外労働）をなくしたい」「深夜勤務をなくした

い」の割合が高くなっている。 

図表 244 【正規労働者】同居している子どもの年齢（ダブルケア）別 

仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいか:複数回答（Q41） 

      

Q41.仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変

えたいか 

  
 

合計 残
業
時
間
（
時
間
外
・
所
定
外
労

働
）
を
な
く
し
た
い 

深
夜
勤
務
を
な
く
し
た
い 

交
替
制
・
シ
フ
ト
勤
務
の
働
き

方
を
変
え
た
い 

通
常
勤
務
（
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
）

か
ら
短
時
間
勤
務
に
変
え
た
い 

現
在
の
仕
事
を
辞
め
た
い
、
又

は
転
職
し
た
い 

変
え
た
い
と
思
わ
な
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

  全体 1755 531 237 202 277 216 495 26 231 

  100.0 30.3 13.5 11.5 15.8 12.3 28.2 1.5 13.2 

Q8.同

居して

いる子

どもの

年齢

（ダブ

ルケ

ア） 

６歳以下の子ども

と同居 

152 70 38 27 30 23 26 2 12 

100.0 46.1 25.0 17.8 19.7 15.1 17.1 1.3 7.9 

７～12 歳の子ども

同居 

128 51 25 14 27 19 29 0 14 

100.0 39.8 19.5 10.9 21.1 14.8 22.7 0.0 10.9 

13～18 歳の子ども

と同居 

161 57 26 16 21 19 46 2 13 

100.0 35.4 16.1 9.9 13.0 11.8 28.6 1.2 8.1 

18 歳以上の子ども

と同居 

243 51 17 22 35 22 104 3 30 

100.0 21.0 7.0 9.1 14.4 9.1 42.8 1.2 12.3 
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②仕事と「手助・介護」を両立するために、どのように働き方を変えたいか 

離職者について、同居している子どもの年齢（ダブルケア）別に、仕事を辞める前、どのよう

な仕事と介護の両立支援制度を利用したかったかをみると、「６歳以下の子どもと同居」している

人は、全体と比較して、「所定外労働を短縮する制度」の割合が高くなっている。 

図表 245 【離職者】同居している子どもの年齢（ダブルケア）別 

①仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したかったか 

:複数回答（Q50_1） 

      

Q50_1.①仕事を辞める前、どのような仕事と介護の両立支援制度を利用したか

ったか 

  
 

合計 介護休

業制度 

介護休

暇制度 

所定外

労働を

短縮す

る制度 

所定外

労働を

制限す

る制度 

時間外

労働を

制限す

る制度 

深夜業

を制限

する制

度 

その他 特にな

し 

  全体 410 264 166 121 88 81 51 2 71 

  100.0 64.4 40.5 29.5 21.5 19.8 12.4 0.5 17.3 

Q8.同居

してい

る子ど

もの年

齢（ダ

ブルケ

ア） 

６歳以下の子ど

もと同居 

68 47 28 27 19 15 9 0 5 

100.0 69.1 41.2 39.7 27.9 22.1 13.2 0.0 7.4 

７～12 歳の子

ども同居 

39 24 18 12 8 7 2 0 6 

100.0 61.5 46.2 30.8 20.5 17.9 5.1 0.0 15.4 

13～18 歳の子

どもと同居 

10 7 5 0 1 0 0 0 0 

100.0 70.0 50.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

18 歳以上の子

どもと同居 

41 27 21 11 13 11 8 1 5 

100.0 65.9 51.2 26.8 31.7 26.8 19.5 2.4 12.2 

※「13～18 歳の子どもと同居」は n数が小さいため、参考値。 
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③「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化 

離職者について、同居している子どもの年齢（ダブルケア）別に、手助・介護」を機に仕事を辞

めたことによる変化をみると、「６歳以下の子どもと同居」している人は、全体と比較して、「精

神面」「肉体面」「経済面」とも「非常に負担が増した」の割合が高くなっている。 

図表 246 【離職者】同居している子どもの年齢（ダブルケア）別 

「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：単数回答（Q52） 

<精神面> 

      
Q52_1.「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：①精神面 

  
 

合計 非常に負担

が増した 

負担が増し

た 

変わらない 負担が減っ

た 

かなり負担

が減った 

わからない 

  全体 945 337 288 155 66 39 60 

  100.0 35.7 30.5 16.4 7.0 4.1 6.3 

Q8.同居

してい

る子ど

もの年

齢（ダ

ブルケ

ア） 

６歳以下の子ど

もと同居 
117 62 32 13 6 2 2 

100.0 53.0 27.4 11.1 5.1 1.7 1.7 

７～12歳の子ど

も同居 
79 29 31 9 5 3 2 

100.0 36.7 39.2 11.4 6.3 3.8 2.5 

13～18歳の子ど

もと同居 
27 7 13 4 2 0 1 

100.0 25.9 48.1 14.8 7.4 0.0 3.7 

18 歳以上の子ど

もと同居 
111 37 42 11 9 11 1 

100.0 33.3 37.8 9.9 8.1 9.9 0.9 

＜肉体面＞ 

      Q52_2.「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：②肉体面 

  
 

合計 非常に負担

が増した 

負担が増し

た 

変わらない 負担が減っ

た 

かなり負担

が減った 

わからない 

  全体 945 251 346 178 63 48 59 

  100.0 26.6 36.6 18.8 6.7 5.1 6.2 

Q8.同居

している

子どもの

年齢（ダ

ブルケ

ア） 

６歳以下の子ど

もと同居 
117 47 44 15 4 4 3 

100.0 40.2 37.6 12.8 3.4 3.4 2.6 

７～12歳の子ど

も同居 
79 22 33 12 7 3 2 

100.0 27.8 41.8 15.2 8.9 3.8 2.5 

13～18歳の子ど

もと同居 
27 7 12 6 1 0 1 

100.0 25.9 44.4 22.2 3.7 0.0 3.7 

18 歳以上の子ど

もと同居 
111 24 47 18 13 8 1 

100.0 21.6 42.3 16.2 11.7 7.2 0.9 

＜経済面＞ 

      Q52_3.「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：③経済面 

  
 

合計 非常に負担

が増した 

負担が増し

た 

変わらない 負担が減っ

た 

かなり負担

が減った 

わからない 

  全体 945 278 361 222 14 11 59 

  100.0 29.4 38.2 23.5 1.5 1.2 6.2 

Q8.同居

している

子どもの

年齢（ダ

ブルケ

ア） 

６歳以下の子ど

もと同居 
117 49 44 19 1 1 3 

100.0 41.9 37.6 16.2 0.9 0.9 2.6 

７～12歳の子ど

も同居 
79 23 34 18 1 1 2 

100.0 29.1 43.0 22.8 1.3 1.3 2.5 

13～18歳の子ど

もと同居 
27 6 14 5 1 0 1 

100.0 22.2 51.9 18.5 3.7 0.0 3.7 

18 歳以上の子ど

もと同居 
111 22 53 32 3 1 0 

100.0 19.8 47.7 28.8 2.7 0.9 0.0 

※「13～18 歳の子どもと同居」は n数が小さいため、参考値。 
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（３）複数人の介護 

①制度の利用方法①介護休業制度 

正規労働者について、複数人の介護の有無別に介護休業制度の利用方法をみると、複数人を介

護している方が、「排せつの介助」「食事の介助」「入浴の介助」「定期的な見守り、声かけ」「食事

の支度や掃除、洗濯などの家事等の支援」「ちょっとした買い物やゴミ出し」「要介護者とともに

過ごす（外出や旅行、話相手など）」「金銭の管理」「手助・介護の役割分担やサービス利用等にか

かわる調整・手続き」「終末期の対応（緊急入院や容態急変時の対応、臨終の立ち会いなど）」の

割合が高くなっている。 

図表 247 【正規労働者】複数人の介護の有無別 

制度の利用方法①介護休業制度：複数回答（Q35） 

      Q35_1.制度の利用方法①介護休業制度 

  
 

合計 排
せ
つ
の
介
助 

食
事
の
介
助 

入
浴
の
介
助 

定
期
的
な
見
守
り
、
声

か
け 

食
事
の
支
度
や
掃
除
、

洗
濯
な
ど
の
家
事
等

の
支
援 

ち
ょ
っ
と
し
た
買
い

物
や
ゴ
ミ
出
し 

要
介
護
者
と
と
も
に

過
ご
す
（
外
出
や
旅

行
、
話
相
手
な
ど
） 

金
銭
の
管
理 

  全体 180 67 63 53 60 51 52 53 33 

  100.0 37.2 35.0 29.4 33.3 28.3 28.9 29.4 18.3 

複数人

の介護

の状況 

複数人を介

護している 

40 19 18 17 19 14 15 15 10 

100.0 47.5 45.0 42.5 47.5 35.0 37.5 37.5 25.0 

１人を介護

している 

140 48 45 36 41 37 37 38 23 

100.0 34.3 32.1 25.7 29.3 26.4 26.4 27.1 16.4 
           

      Q35_1.制度の利用方法①介護休業制度 

  
 

合計 手
助
・
介
護
の
役
割
分
担
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
等
に
か
か

わ
る
調
整
・
手
続
き 

入
退
院
（
入
退
所
）
の
手
続

き 通
院
（
通
所
）
の
送
迎
や
外

出
の
手
助 

緊
急
搬
送
、
緊
急
入
院
な
ど

の
急
変
時
の
対
応 

関
係
機
関
（
警
察
・
施
設
等
）

か
ら
の
呼
び
出
し
対
応 

終
末
期
の
対
応
（
緊
急
入
院

や
容
態
急
変
時
の
対
応
、
臨

終
の
立
ち
会
い
な
ど
） 

そ
の
他 

無
回
答 

  全体 180 41 39 50 24 26 19 29 0 

  100.0 22.8 21.7 27.8 13.3 14.4 10.6 16.1 0.0 

複数人

の介護

の状況 

複数人を介

護している 

40 14 10 10 7 8 8 4 0 

100.0 35.0 25.0 25.0 17.5 20.0 20.0 10.0 0.0 

１人を介護

している 

140 27 29 40 17 18 11 25 0 

100.0 19.3 20.7 28.6 12.1 12.9 7.9 17.9 0.0 
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②「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化 

離職者について、複数人の介護の有無別に、手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化

をみると、複数人を介護している人の方が、「精神面」「肉体面」「経済面」とも「非常に負担が増

した」の割合が高くなっている。 

図表 248 【離職者】複数人の介護の有無別 

「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：単数回答（Q52） 

<精神面> 
      Q52_1.「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：①精神面 

  
 

合計 非常に

負担が

増した 

負担が

増した 

変わら

ない 

負担が

減った 

かなり

負担が

減った 

わから

ない 

無回答 

  全体 945 337 288 155 66 39 60 0 

  100.0 35.7 30.5 16.4 7.0 4.1 6.3 0.0 

複数人

の介護

の状況 

複数人を介護

している 

224 103 65 24 12 9 11 0 

100.0 46.0 29.0 10.7 5.4 4.0 4.9 0.0 

１人を介護し

ている 

721 234 223 131 54 30 49 0 

100.0 32.5 30.9 18.2 7.5 4.2 6.8 0.0 

<肉体面> 
      Q52_2.「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：②肉体面 

  
 

合計 非常に

負担が

増した 

負担が

増した 

変わら

ない 

負担が

減った 

かなり

負担が

減った 

わから

ない 

無回答 

  全体 945 251 346 178 63 48 59 0 

  100.0 26.6 36.6 18.8 6.7 5.1 6.2 0.0 

複数人

の介護

の状況 

複数人を介護

している 

224 72 94 28 7 12 11 0 

100.0 32.1 42.0 12.5 3.1 5.4 4.9 0.0 

１人を介護し

ている 

721 179 252 150 56 36 48 0 

100.0 24.8 35.0 20.8 7.8 5.0 6.7 0.0 

<経済面> 
      Q52_3.「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：③経済面 

  
 

合計 非常に

負担が

増した 

負担が

増した 

変わら

ない 

負担が

減った 

かなり

負担が

減った 

わから

ない 

無回答 

  全体 945 278 361 222 14 11 59 0 

  100.0 29.4 38.2 23.5 1.5 1.2 6.2 0.0 

複数人

の介護

の状況 

複数人を介護

している 

224 84 79 46 1 4 10 0 

100.0 37.5 35.3 20.5 0.4 1.8 4.5 0.0 

１人を介護し

ている 

721 194 282 176 13 7 49 0 

100.0 26.9 39.1 24.4 1.8 1.0 6.8 0.0 
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（４）要介護の自分の親と回答者の二人暮らし 

①年齢 

要介護の自分の親と回答者二人暮らしかどうか別に回答者の年齢をみると、正規労働者では、

「50 代」が 46.2％、「40 代」が 26.5％、「60 代」が 19.7％となっている。離職者では、「50 代」

が 45.7％、「40代」が 28.3％、「60代」が 21.7％となっている。 

図表 249 要介護の親と回答者二人暮らしかどうか別 回答者の年齢：単数回答（SQ7） 

【正規労働者】 
      SQ7_1 年齢 

  
 

合計 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

  全体 1755 147 310 419 596 283 

  100.0 8.4 17.7 23.9 34.0 16.1 

要介護の親

と回答者の

二人暮らし 

要介護の自分の親

と二人暮らし 

132 4 6 35 61 26 

100.0 3.0 4.5 26.5 46.2 19.7 

上記以外 1623 143 304 384 535 257 

100.0 8.8 18.7 23.7 33.0 15.8 

【離職者】 
      SQ7_1 年齢 

  
 

合計 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

  全体 945 137 235 231 218 124 

  100.0 14.5 24.9 24.4 23.1 13.1 

要介護の自

分の親と二

人暮らし 

要介護の自分の親

と二人暮らし 

46 1 1 13 21 10 

100.0 2.2 2.2 28.3 45.7 21.7 

上記以外 899 136 234 218 197 114 

100.0 15.1 26.0 24.2 21.9 12.7 
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②次に手助・介護をしている家族 

正規労働者について、要介護の自分の親と回答者二人暮らしかどうか別に、回答者が最も時間

をかけて手助・介護をしている家族に対し、次に手助・介護をしている家族をみると、「要介護の

自分の親と二人暮らし」は「担当している人はいない」が 80.3％となっており、回答者一人で介

護している場合の多いことがうかがえる。 

図表 250 【正規労働者】要介護の親と回答者二人暮らしかどうか別 

回答者の年齢：単数回答（Q12） 

      

Q12_2. 最も時間をかけて手助・介護をしている家族:②次に担当して

いる人 

  
 

合計 あ
な
た 

配
偶
者 

子
ど
も 

孫 あ
な
た
の
父 

あ
な
た
の
母 

あ
な
た
の
祖

父
母 

あ
な
た
の
お

じ
・
お
ば 

あ
な
た
の
兄

弟
・
姉
妹 

  全体 1755 589 300 38 3 86 112 4 31 191 

  100.0 33.6 17.1 2.2 0.2 4.9 6.4 0.2 1.8 10.9 

要介護の親

と回答者の

二人暮ら 

要介護の自分の

親と二人暮らし 

132 2 0 1 0 1 2 0 0 19 

100.0 1.5 0.0 0.8 0.0 0.8 1.5 0.0 0.0 14.4 

上記以外 1623 587 300 37 3 85 110 4 31 172 

100.0 36.2 18.5 2.3 0.2 5.2 6.8 0.2 1.9 10.6 

            

      

Q12_2. 最も時間をかけて手助・介護をしている家族:②次に担

当している人  
  

 
合計 そ

の
他
あ
な
た

の
親
族 

配
偶
者
の
父 

配
偶
者
の
母 

配
偶
者
の
祖
父

母 配

偶

者

の

お

じ
・
お
ば 

配

偶

者

の

兄

弟
・
姉
妹 

そ
の
他
配
偶
者

の
親
族 

担
当
し
て
い
る

人
は
い
な
い 

 

  全体 1755 11 2 7 1 1 8 0 371  
  100.0 0.6 0.1 0.4 0.1 0.1 0.5 0.0 21.1  
要介護の親

と回答者の

二人暮ら 

要介護の自分の

親と二人暮らし 

132 1 0 0 0 0 0 0 106  
100.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 80.3  

上記以外 1623 10 2 7 1 1 8 0 265  
100.0 0.6 0.1 0.4 0.1 0.1 0.5 0.0 16.3  
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③利用しているサービス 

正規労働者について、要介護の自分の親と回答者二人暮らしかどうか別に、利用しているサー

ビスをみると、「要介護の自分の親と二人暮らし」は「サービスを利用していない」が 34.8％とな

っている。 

図表 251 【正規労働者】要介護の親と回答者二人暮らしかどうか別 利用しているサービス 

：複数回答（Q19） 

      Q19.利用しているサービス 

  
 

合計 訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護

等
） 

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
） 

短
期
入
所
系
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
入
所
等
） 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護 

施
設
系
サ
ー
ビ
ス
（
特
養
・
老
健
施
設 

等
） 

そ
の
他
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス 

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
（
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問

介
護
等
） 

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
入
所
、
療
養

介
護
、
生
活
介
護
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
） 

施
設
系
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
者
入
所
施
設
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
） 

訓
練
系
・
就
労
系
サ
ー
ビ
ス
（
自
立
訓
練
、

就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
等
） 

  全体 1755 536 526 154 55 125 9 82 106 49 35 

  100.0 30.5 30.0 8.8 3.1 7.1 0.5 4.7 6.0 2.8 2.0 

要介護の親

と回答者の

二人暮ら 

要介護の自分の

親と二人暮らし 

132 35 51 12 6 0 1 1 2 0 0 

100.0 26.5 38.6 9.1 4.5 0.0 0.8 0.8 1.5 0.0 0.0 

上記以外 1623 501 475 142 49 125 8 81 104 49 35 

100.0 30.9 29.3 8.7 3.0 7.7 0.5 5.0 6.4 3.0 2.2 

             
      Q19.利用しているサービス 

 
  

 
合計 そ

の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
保
険
外
の
住

宅
サ
ー
ビ
ス 

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
宅
配
弁
当 

食
事
づ
く
り
、 

買
い
物
、 

掃
除
等
の

家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
） 

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス 

サ
ロ
ン
や
カ
フ
ェ 

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

 

  全体 1755 4 51 117 55 42 18 13 421 65  
  100.0 0.2 2.9 6.7 3.1 2.4 1.0 0.7 24.0 3.7  
要介護の親

と回答者の

二人暮ら 

要介護の自分の

親と二人暮らし 

132 1 0 7 2 2 0 0 46 3  
100.0 0.8 0.0 5.3 1.5 1.5 0.0 0.0 34.8 2.3  

上記以外 1623 3 51 110 53 40 18 13 375 62  
100.0 0.2 3.1 6.8 3.3 2.5 1.1 0.8 23.1 3.8  
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④手助・介護に関わる費用で負担しているもの 

正規労働者について、要介護の自分の親と回答者二人暮らしかどうか別に、手助・介護に関わ

る費用で負担しているものをみると、「要介護の自分の親と二人暮らし」は「生活費」が 56.8％と

なっている。 

図表 252 【正規労働者】要介護の親と回答者二人暮らしかどうか別 

手助・介護に関わる費用で負担しているもの：複数回答（Q23） 

      Q23.手助・介護に関わる費用で負担しているもの 

  
 

合計 施
設
・
病
院
の
利
用
料 

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
（
介
護

保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
） 

介
護
用
品
の
購
入
費 

生
活
費 

手
助
・
介
護
の
た
め
の
交
通

費 そ
の
他 

負
担
し
て
い
な
い
（
被
介
護

者
本
人
な
ど
が
負
担
し
て
い

る
） 

  全体 1755 493 374 440 619 423 11 673 

  100.0 28.1 21.3 25.1 35.3 24.1 0.6 38.3 

要介護の親

と回答者の

二人暮ら 

要介護の自分の親

と二人暮らし 

132 42 35 42 75 39 2 40 

100.0 31.8 26.5 31.8 56.8 29.5 1.5 30.3 

上記以外 1623 451 339 398 544 384 9 633 

100.0 27.8 20.9 24.5 33.5 23.7 0.6 39.0 
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⑤「手助・介護」に関する相談の状況：①相談した人・機関 

正規労働者について、要介護の自分の親と回答者二人暮らしかどうか別に、「「手助・介護」に

関する相談の状況：①相談した人・機関」をみると、「地域包括支援センター」「ケアマネジャー」

の割合が高く、それぞれ 43.5％、52.2％となっている。 

図表 253 【正規労働者】要介護の親と回答者二人暮らしかどうか別 

「手助・介護」に関する相談の状況：①相談した人・機関：複数回答（Q26） 

      Q26_1.「手助・介護」に関する相談の状況：①相談した人・機関 

  
 

合計 「
手
助
・
介
護
」
が
必

要
な
本
人 

家
族
・
親
族 

友
人
・
知
人 

勤
務
先 

自
治
体 

病
院
の
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ

Ｗ
）
や
看
護
師 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

  全体 945 317 420 220 175 153 208 199 279 

  100.0 33.5 44.4 23.3 18.5 16.2 22.0 21.1 29.5 

要介護の

親と回答

者の二人

暮ら 

要介護の自分の

親と二人暮らし 

46 14 11 9 10 9 11 20 24 

100.0 30.4 23.9 19.6 21.7 19.6 23.9 43.5 52.2 

上記以外 899 303 409 211 165 144 197 179 255 

100.0 33.7 45.5 23.5 18.4 16.0 21.9 19.9 28.4 
           

      

Q26_1.「手助・介護」に関する相談の状況：①相談した人・

機関  
  

 
合計 相

談
支
援
専
門
員 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

そ
の
他
の
窓
口 

誰
に
も
相
談
し
て
い
な

い あ
て
は
ま
る
も
の
は
な

い 

 

  全体 945 87 136 39 30 6 44 204  
  100.0 9.2 14.4 4.1 3.2 0.6 4.7 21.6  
要介護の

親と回答

者の二人

暮ら 

要介護の自分の

親と二人暮らし 

46 4 8 3 0 0 5 8  
100.0 8.7 17.4 6.5 0.0 0.0 10.9 17.4  

上記以外 899 83 128 36 30 6 39 196  
100.0 9.2 14.2 4.0 3.3 0.7 4.3 21.8  
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⑥「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：③経済面 

離職者について、要介護の自分の親と回答者二人暮らしかどうか別に、「「手助・介護」を機に

仕事を辞めたことによる変化：③経済面」をみると、「非常に負担が増した」が 37.0％となってい

る。 

図表 254 【離職者】要介護の親と回答者二人暮らしかどうか別 

「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変化：③経済面：単数回答（Q52） 

      

Q52_3.「手助・介護」を機に仕事を辞めたことによる変

化：③経済面 

  
 

合計 非常に

負担が

増した 

負担が

増した 

変わら

ない 

負担が

減った 

かなり

負担が

減った 

わから

ない 

  全体 945 278 361 222 14 11 59 

  100.0 29.4 38.2 23.5 1.5 1.2 6.2 

要介護の親

と回答者の

二人暮ら 

要介護の自分の親

と二人暮らし 

46 17 18 10 0 0 1 

100.0 37.0 39.1 21.7 0.0 0.0 2.2 

上記以外 899 261 343 212 14 11 58 

100.0 29.0 38.2 23.6 1.6 1.2 6.5 
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